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はじめに  

 
中外製薬株式会社は、1925 年に創業した製薬企業です。創業当時の輸入医薬品の国内販売の

業態から、その後国内外に研究所や工場を整備し、様々な製品開発を通して日本をはじめ世界
の医療に貢献してきました。 

当社は、「革新的な医薬品とサービスの提供を通じて新しい価値を創造し、世界の医療と人々
の健康に貢献します」という企業理念のもと、「すべての革新は患者さんのために」という事業
哲学を掲げ、今後も絶え間ない挑戦を続けていきます。  

2016 年(平成 28 年)3 月、横浜市戸塚区に新たな事業用地を購入することとし、その後この
事業用地の詳細な活用方法を検討の上、創薬研究、開発研究等の先端的な研究を展開するため
の新たな研究所を建設することとしました。建設計画においては、周辺の街並みとの調和を図
るとともに、近隣の皆様方がご利用いただける公園・緑地等を確保して、連続するまとまった
緑の空間を創出するなど、街の魅力向上に寄与する計画としました。  
本事業は、その規模要件から「横浜市環境影響評価条例」の第 1 分類事業（自然科学研究所

の建設）に該当し、同条例に基づき環境影響評価手続きを進めてまいりました。2019 年(令和
元年)７月には工事着工し、2022 年(令和４年)10 月に工事完了しました。また、施設名称を「中
外ライフサイエンスパーク横浜」として、同月から供用を開始しました。  
今回、「事後調査結果報告書(供用後)」として、供用後における事後調査結果をとりまとめま

した。  
 
 
  



 

  



 

横浜市環境影響評価条例の手続の流れ  

 
資料：「横浜市環境影響評価条例の手続の流れ【手続フロー図】」  

（横浜市みどり環境局環境影響評価課ホームページ  令和６年８月閲覧）   
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本書提出までの環境影響評価手続経緯一覧（配慮書～方法書段階）  
項目  日付  備考  

計
画
段
階
配
慮
書
手
続 

提出  平成 29 年 4 月 11 日   
公告  平成 29 年 4 月 25 日   

縦覧  
平成 29 年 4 月 25 日  

～5 月 9 日  
15 日間  

環境情報を記載した書面の受付  
平成 29 年 4 月 25 日  

～5 月 9 日  
0 通  

環境影響評価審査会(1 回目) 平成 29 年 4 月 28 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(2 回目) 平成 29 年 6 月 5 日  関内中央ビル  
配慮市長意見書の送付  平成 29 年 6 月 27 日   
配慮市長意見書の公告  平成 29 年 7 月 5 日   

配慮市長意見書の縦覧  
平成 29 年 7 月 5 日  

～7 月 19 日  
15 日間  

環
境
影
響
評
価
方
法
書
手
続 

提出  平成 29 年 9 月 11 日   
公告  平成 29 年 9 月 25 日   

縦覧  
平成 29 年 9 月 25 日  

～11 月 8 日  
45 日間  

意見書の受付  
平成 29 年 9 月 25 日  

～11 月 8 日  
17 通  

環境影響評価審査会(1 回目) 平成 29 年 9 月 27 日  関内中央ビル  

説明会の開催  
平成 29 年 10 月 13 日(金) 
平成 29 年 10 月 14 日(土) 

男女共同参画センター横浜  
戸塚公会堂  

環境影響評価審査会(2 回目) 平成 29 年 10 月 26 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(3 回目) 平成 29 年 11 月 28 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(4 回目) 平成 29 年 12 月 11 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(5 回目) 平成 29 年 12 月 25 日  関内中央ビル  
方法市長意見書の送付  平成 30 年 1 月 19 日   
方法市長意見書の公告  平成 30 年 1 月 25 日   

方法市長意見書の縦覧  
平成 30 年 1 月 25 日  

～2 月 23 日  
30 日間  

 

  



 

本書提出までの環境影響評価手続経緯一覧（準備書～評価書～事後調査段階）  
項目  日付  備考  

環
境
影
響
評
価
準
備
書
手
続 

提出  平成 30 年 8 月 10 日   
公告  平成 30 年 8 月 24 日   

縦覧  平成 30 年 8 月 24 日  
～10 月 9 日  47 日間  

意見書の受付  平成 30 年 8 月 24 日  
～10 月 9 日  20 通  

説明会の開催  平成 30 年 9 月 7 日(金) 
平成 30 年 9 月 8 日(土) 戸塚公会堂  

環境影響評価審査会(1 回目) 平成 30 年 9 月 14 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(2 回目) 平成 30 年 9 月 27 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(3 回目) 平成 30 年 10 月 31 日  関内中央ビル  
準備書意見見解書の提出  平成 30 年 11 月 5 日   
準備書意見見解書の公告  平成 30 年 11 月 15 日   

準備書意見見解書の縦覧  平成 30 年 11 月 15 日  
～11 月 29 日  15 日間  

意見陳述の申出  平成 30 年 11 月 15 日  
～11 月 29 日  2 人  

環境影響評価審査会(4 回目) 平成 30 年 11 月 28 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(5 回目) 平成 30 年 12 月 11 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(6 回目) 平成 31 年 1 月 15 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(7 回目) 平成 31 年 1 月 29 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(8 回目) 平成 31 年 2 月 14 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(9 回目) 平成 31 年 3 月 1 日  関内中央ビル  
環境影響評価審査会(10 回目) 平成 31 年 3 月 14 日  関内中央ビル  
審査書の送付  平成 31 年３月 20 日   
審査書の公告  平成 31 年４月５日   

審査書の縦覧  平成 31 年４月５日  
～令和元年５月 7 日  33 日間  

環
境
影
響
評
価
書
手
続 

 
提出  
 

令和元年 5 月 31 日   

 
公告  
 

令和元年 6 月 14 日   

 
縦覧  
 

令和元年 6 月 14 日  
～令和元年 7 月 16 日  33 日間  

事
後
調
査
手
続 

工事着手届出書  令和元年 6 月 17 日   
事後調査計画書（工事中）の提出  令和元年 9 月 3 日   
事後調査計画書（工事中）の公告  令和元年 9 月 13 日   
事後調査結果報告書（工事中その１） 
の提出  令和２年７月 27 日   

事後調査結果報告書（工事中その１） 
の公告  令和２年 8 月 5 日   

事後調査結果報告書（工事中その２） 
の提出  令和２年 11 月 11 日   

事後調査結果報告書（工事中その２） 
の公告  令和２年 11 月 25 日   

工事完了届出書  令和４年 10 月 17 日   
供用開始届出書  令和４年 10 月 17 日   
事後調査計画書（供用後）の提出  令和４年 10 月 17 日   
事後調査計画書（供用後）の公告  令和４年 11 月４日   

 



 



目   次 
 

第１章 対象事業の計画内容  ·································································     1 
1.1 事業者の氏名及び住所  ··································································     1 
1.2 対象事業の名称  ·············································································     1 
1.3 対象事業の種類、規模  ··································································     1 
1.4 対象事業実施区域  ·········································································     1 
1.5 対象事業の概要  ·············································································     3 
1.6 対象事業の実施経過  ······································································    10 
1.7 供用後の運用計画  ·········································································    10 
1.8 事後調査の受託者  ·········································································    10 

 
第 2 章 事後調査の実施に関する事項  ···················································    11 

2.1 事後調査計画書で記載した事後調査の項目及び手法  ····················    11 
2.2 事後調査の実施時期  ······································································    20 

 
第 3 章 事後調査結果  ············································································    23 

3.1 生物多様性（動物、植物、生態系）  ·············································    23 
3.2 大気質  ···························································································    65 
3.3 騒音  ·······························································································    71 
3.4 安全（火災・爆発、有害物漏洩、実験動物の逸走）  ····················    87 
3.5 景観  ·······························································································   115 

 
【資料編】 

１．生物多様性（動物、植物、生態系）  ···············································   資- 1 
２．大気質  ······························································································   資-31 
３．騒音  ·································································································   資-41 

 
 
 
  



 



 

 

 

 

 

 

第１章 対象事業の計画内容 
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第 1 章 対象事業の計画内容 
1.1 事業者の氏名及び住所 

氏 名：中外製薬株式会社 代表取締役社長 奥田 修 
住 所：東京都北区浮間五丁目 5 番 1 号 
 

1.2 対象事業の名称 
名 称：中外製薬株式会社 横浜研究拠点プロジェクト（中外ライフサイエンスパーク横浜） 
 

1.3 対象事業の種類、規模 
 
種 類：自然科学研究所の建設（第１分類事業） 
規 模：対象事業実施区域面積：約 18ha 

（自然科学研究所を新設する部分の敷地面積※：約 9ha） 
 

※：横浜市環境影響評価条例施行規則第３条の第１分類事業の要件（自然科学研究所の建設の新設の事業
であって、当該新設する部分の敷地面積が３ヘクタール以上であるもの）に対応する面積 

 
1.4 対象事業実施区域 

対象事業実施区域：西側敷地：横浜市戸塚区戸塚町字三ノ区 216-1 ほか 
東側敷地：横浜市戸塚区上倉田町字堀内前 79-1 ほか（図 1.4-1 参照） 
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図 1.4-1 対象事業実施区域位置図  
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1.5 対象事業の概要 
1.5.1 対象事業の計画内容 

対象事業の計画内容は、表 1.5-1 に示すとおりです。 
 

表 1.5-1 対象事業の計画内容 

項 目 西側敷地 東側敷地 河川横断部 

対象事業実施区域 横浜市戸塚区戸塚町 
字三ノ区 216-1 ほか 

横浜市戸塚区上倉田町 
字堀内前 79-1 ほか － 

主 要 用 途 研究所等 研究所、福利厚生施設等 通行橋 
用 途 地 域 工業地域 － 

指定容積率/建ぺい率 200％ / 60% 200% / 60% － 
計画容積率/建ぺい率 136％ / 40% 9％ / 4% － 

対象事業 
実施区域面積※1 

約 177,100 ㎡  
（158,593.06 ㎡） 
  [約  89,500 ㎡] 

約 85,200 ㎡ 
（79,786.47 ㎡） 
[約 70,100 ㎡] 

約 83,500 ㎡ 
（78,806.59 ㎡） 
[約 19,400 ㎡] 

約 8,400 ㎡ 
 
 

建 築 面 積 35,076.44 ㎡ － 
31,536.66 ㎡ 3,539.78 ㎡ 

延 べ 面 積※2 119,526.47 ㎡ － 112,067.44 ㎡ 7,459.03 ㎡ 
容積対象床面積 108,652.54 ㎡ 7,187.91 ㎡ － 

建築物の最高高さ※3 30.94ｍ 27.48ｍ － 
建築物の高さ※4 29.94ｍ 26.68ｍ － 
階   数 地上６階、地下１階 地上４階 － 
工事期間 2019 年(令和元年)7 月～2022 年(令和４年)10 月 
供用開始 2022 年(令和４年)10 月 

※1：対象事業実施区域面積は、提供公園及び道路拡幅部分等を含めた面積です。 
（ ）内は、敷地面積（提供公園及び道路拡幅部分等を除く）です。 
[ ] 内は、自然科学研究所を新設する部分の敷地面積です。 

   河川横断部は、撤去した既存のひさご橋・動力橋と、更新後の通行橋を含む範囲です。 
※2：延べ面積は、建築物の各階（機械室等含む）の床面積です。 
※3：建築物の最高高さは、塔屋（屋上の機械室等）の部分を含む高さです。 
※4：建築物の高さは、建築基準法施行令第2条第6号の規定による高さです。 
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1.5.2 施設配置計画 
施設配置計画の配置図は図 1.5-1、断面図は図 1.5-2、完成写真は写真 1.5-1 に示すとお

りです。また、施設名称及び概要は表 1.5-2 に示すとおりです。 
対象事業実施区域のうち西側敷地の計画建物は、周囲に住宅等が近接することを考慮し、

離隔をとるため東側に配置するとともに、ひとつながりの長大な壁面とならないよう形態
を工夫することで、周辺の街並みとの調和を図りました。また、敷地西側に緑地を確保し
て、西側道路沿道が連続するまとまった緑の空間となるよう検討し、街の魅力向上にも寄
与する計画としました。この他、敷地西側には近隣の方々もご利用頂ける公園を設けまし
た。 
対象事業実施区域のうち東側敷地は、西側に緑地を確保して、西側道路沿道（柏尾川側）

が連続するまとまった緑の空間としました。また、敷地南側にはグラウンド等を設置し、
地域の方々にも開放しています。この他、敷地北側には近隣の方々もご利用頂ける公園を
設けました。なお、本事業においては、西側敷地南西側及び東側敷地中央の建築用地（将
来）における計画は未定ですが、今後、計画の進捗に応じて、法令等に基づき必要な手続
等を進めます。東側敷地の建築用地（将来）は、将来の計画に着手するまでは、芝地とす
ることで景観や温熱環境に配慮するとともに、一部砂利敷き空間とすることで、コチドリ
の生息空間にも配慮しました。 
河川横断部の通行橋は、既存のひさご橋（旧土地所有者の事業用地間の通行橋）を現状

位置近傍に更新し、河川区域内に橋脚を設けない計画とすることで河川沿いの見通し等に
配慮しました。更新後の通行橋は、施設関係者が西側敷地と東側敷地の間を往来するため
に利用しています。なお、既存のひさご橋と動力橋（設備配管横断橋）については、本事
業において撤去しました。 

 
表 1.5-2 施設名称及び概要 

敷地 施設名称 概 要 
西側 
敷地 

研究棟-Ｗ 実験室等を有する施設 
 ［W-01］エントランスエリア エントランスロビーや地域貢献のための開放エリア等を

有するエリア 
 ［W-02］会議エリア 来客用の会議室等を有するエリア 
 ［W-03～W-05、W-07］研究エリア 実験室等を有するエリア 
 ［W-06］渡り廊下 各棟をつなぐ廊下（会議室・倉庫等含む） 

 ［W-08］事務エリア 事務を行う居室や共用施設(社員食堂等)を有するエリア 
 ［W-09］動物飼育エリア/ＲＩ実験エリア※1 動物飼育室や、ＲＩ実験室を有するエリア 
 ［W-10］エネルギーエリア 建物のエネルギー管理や、西側敷地における排水処理等を

行うエリア 
西警備棟-1、西警備棟-2 出入管理を行う施設 
管理棟 出入管理を行う施設、廃棄物の一時保管を行う倉庫 
倉庫-1、倉庫-2 危険物※2の保管を行う倉庫 
立哨棟 警備員の駐在所 

東側 
敷地 

研究棟-Ｅ［Ｅ-01］ 実験室等を有する施設 
倉庫-3 危険物※2の保管を行う倉庫 
倉庫-4 廃棄物の一時保管を行う倉庫 
水処理棟 東側敷地における排水処理等を行う施設 
福利厚生棟 社員のための福利厚生施設 
東警備棟 出入管理を行う施設 
クラブハウス、クラブハウス倉庫 グラウンド等利用者のための付属施設 

※1：RI（ラジオアイソトープ：放射性同位体）の取扱いにあたっては、「放射性同位元素等による放射線障害の
防止に関する法律」（放射線障害防止法；昭和 32 年 6 月 10 日法律第 167 号）に基づき管理します。 

※2：危険物とは、「消防法」第 2 条第 7 項に定められ、各規制法規や条例にて保管等の基準が定められたものです。 
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図 1.5-1 施設配置図 
注）図中の高さは建築物の最高高さを示します。 
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図 1.5-2 施設断面図 
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写真 1.5-1 完成写真（北西側から見た建物外観） 
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1.6 対象事業の実施経過 
本事業では、横浜市環境影響評価条例に基づく環境影響評価書を 2019 年（令和元年）5 月

に提出、6 月 14 日に公告され、その後の工事中及び供用後の事後調査も完了しました。 
対象事業の主な許可等の状況は、表 1.6-1 に示すとおりです。 

 
表 1.6-1 対象事業の主な許可等の状況 

許可の内容及び根拠法令 許可等の手続き状況 
一定の規模以上の土地の形質の変更届出 

（土壌汚染対策法第 4 条第 1 項） 2019 年 6 月 18 日 

土壌汚染調査結果報告書 
（土壌汚染対策法第４条第２項） 

2019 年 6 月 18 日 

形質変更時要届出区域内における土地の形質の変更届出書 
（土壌汚染対策法第 12 条第１項） 

2019 年８月７日 

開発行為の許可申請 
（都市計画法第 29 条第 1 項） 

2019 年８月８日 

汚染土壌の区域外搬出届出書 
（土壌汚染対策法第 16 条第１項） 

2019 年８月 27 日 

建築物の確認申請 
（建築基準法第 6 条第 1 項） 

2019 年９月 10 日 

形質変更時要届出区域内における 
土地の形質変更中間報告書 

2020 年５月 14 日 

形質変更時要届出区域内における 
土地の形質の変更届出書 

（土壌汚染対策法第 12 条第 1 項） 
2020 年 9 月 17 日 

形質変更時要届出区域内における 
土地の形質の変更完了報告書 

2021 年 9 月 30 日 

形質変更時要届出区域の指定の一部の解除(東側敷地の区域指定解除)※ 
（土壌汚染対策法第 11 条第２項） 

2023 年 10 月５日 

※：東側敷地は、地下水質モニタリング調査(2023 年 4 月までの２年間)で不検出が確認されたため、区域指定解除。 
西側敷地は、地下水質モニタリング調査継続中(2024 年 10 月までの２年間予定)。 

 
1.7 供用後の運用計画 

2022 年 10 月から順次稼働し、2023 年 4 月から全体本格稼働しています。 
 

1.8 事後調査の受託者 
事後調査の受託者：株式会社日本設計 
         代表取締役 篠﨑 淳 
         東京都港区虎ノ門一丁目 23 番 1 号 

 
 



 

 

 

 

 

 

第２章 事後調査の実施に関する事項 
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第 2 章 事後調査の実施に関する事項 
事後調査とは、環境影響が予測されるとして調査・予測・評価を行った環境影響評価項目

に対して、予測・評価の不確実性を補い、環境の保全のための措置の適正な履行状況等を確
認することを目的とし、対象事業実施区域及びその周辺の環境調査、工事または施設の状況
調査等を実施するものです。 
事後調査は、環境影響評価において、環境に及ぼす影響が比較的大きいと想定された環境

影響評価項目、並びに予測･評価項目において、不確実性が大きいと考える環境影響評価項目
等を対象として行います。 

 
2.1 事後調査計画書で記載した事後調査の項目及び手法 

供用後の事後調査項目として選定した項目は、表 2.1-1 に示すとおりです。 
本報告書（供用後）における事後調査の内容は、表 2.1-2 に示すとおりです。 
本事業の事後調査項目及び内容は、「環境影響評価準備書」(2018 年 8 月）、環境影響評価

書)（2019 年 5 月）、「事後調査計画書（供用後）」（2022 年 10 月）において示しており、本
報告書（供用後）では、供用後の生物多様性、大気質、騒音、安全、景観が対象です。 

 
表 2.1-1 選定した事後調査項目及び選定した理由（供用後） 

項目 環境影響要因 選定の 
有無 選定した理由 

生物多様性 
（動物、植物、生態系） 

建物の存在 ● 

動物への影響については影響予測に不確実性があ
ると考えるため、また植物については敷地内での緑化
状況の確認及び準備書で示した事前の現地調査範囲
における供用時の植物の育成状況を確認するため、選
定します。 

大気質 建物の供用 ● 
建物の供用（設備機器等の稼働）に伴う大気質の影

響は、環境保全目標を達成するものの、居住環境が近
接しているため、選定します。 

騒音 建物の供用 ● 
建物の供用（設備機器等の稼働）に伴う騒音の影響

は、環境保全目標を達成するものの、居住環境が近接
しているため、選定します。 

安全（火災・爆発、 
有害物漏洩、 
実験動物の逸走） 

建物の供用 ● 
安全管理等の実施状況を確認するため、選定しま

す。 

景観 建物の存在 ● 
計画建物が出現することによる景観の変化の状況

を確認するため、選定します。 
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表 2.1-2 事後調査の内容（供用後） 
項目 調査項目 調査位置 調査頻度 調査時期 調査方法 

生物多様性 
（動物、 
植物、 
生態系） 

動物、植物 対象事業実施区域
の区域境界から約
50ｍの範囲内 
（図 2.1-1(1)参照） 
 
動物等調査範囲・地
点・ルート図 
（図 2.1-1(2)参照） 
植物群落調査地点
図 
（図 2.1-1(3)参照） 

４季 計画建物の竣工
後の適切な時期
（事前調査と同
様に動物種・植
物種※1に応じた
時期とし、表
2.1-3(1)に示す
時期に実施しま
した。） 

現地踏査（目視等）により、
動物種・植物種※1の生息・生
育状況を確認する方法とし
ました（事前調査と同様の方
法(表 2.1-3(1)に示す方法)）。 
注目すべき種の選定に用い
た基準は表 2.1-3(2)に示す
とおりです。 

生態系 動物、植物の調査で確認した
生息・生育状況より類推する
方法としました。 

環境の保全のため
の措置の実施状況 

対象事業実施区域
内 

適宜 計画建物の竣工
後の適切な時期
（春～夏頃） 

現地踏査（目視等）や関連資
料の整理等により確認する
方法としました。 

大気質 設備機器等の稼働
に伴う大気質（二酸
化窒素）濃度 

居住環境が近接す
る西側敷地の区域
境界付近の３地点
（西側敷地の北面・
西面・南面）、東側敷
地の区域境界付近
の１地点（東側敷地
の北面） 
（図 2.1-2 参照） 

1 回 
（１週間） 

供用開始後の適
切な時期の１週
間 
(2023 年 11 月
７日 (火 )～ 13
日(月)) 

二酸化窒素は「二酸化窒素に
係る環境基準について」（昭
和 53 年 7 月 11 日 環境庁
告示第 38 号）に定められて
いる測定方法または簡易法
（PTIO 法）としました※2。 
 

設備機器等の配置
状況 

対象事業実施区域
内 

１回 
（平日１日） 

上記、現地調査
日と同日に実施 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

環境の保全のため
の措置の実施状況 

対象事業実施区域
内 

適宜 供用開始後の適
切な時期 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

騒音 建物の供用（設備機
器等の稼働）に伴う
騒音レベル 

居住環境が近接す
る西側敷地の区域
境界付近の３地点
（西側敷地の北面・
西面・南面）、東側敷
地の区域境界付近
の１地点（東側敷地
の北面） 
（図 2.1-2 参照） 

１回 
（平日１日） 

供用開始後の適
切な時期の１日
（24 時間） 
 
(2023 年 11 月
８日(水)～９日
(木)) 

「騒音に係る環境基準につ
いて」（平成 10 年９月 30 日 
環境庁告示第 64 号）及び「環
境騒音の表示・測定方法」（JIS 
Z 8731）に準拠し、騒音レベ
ルを測定する方法としまし
た。 

設備機器等の配置
状況 

対象事業実施区域
内 

１回 
（平日１日） 

上記、現地調査
日と同日に実施 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

環境の保全のため
の措置の実施状況 

対象事業実施区域
内 

適宜 供用開始後の適
切な時期 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

安全 
(火災・爆発、有

害物漏洩、実験

動物の逸走) 

安全管理等の実施
状況 

対象事業実施区域
内 

適宜 供用開始後の適
切な時期 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

環境の保全のため
の措置の実施状況 

適宜 供用開始後の適
切な時期 

関連資料の整理等により確
認する方法としました。 

景観 主要な眺望地点か
らの景観の変化 

フォトモンター 
ジュによる予測を
行った予測地点（17
地点） 
（図 2.1-3 参照） 

1 回 計画建物の竣工
後の適切な時期
（夏季） 
(2023年７月 13
日、8 月 28 日) 

写真撮影による方法としま
した。 

環境の保全のため
の措置の実施状況 

対象事業実施区域
内 

適宜 計画建物の竣工
後の適切な時期 
（夏季・春季） 

現地踏査（目視等）や関連資
料の整理等により確認する
方法としました。 

※1：陸生動物相(哺乳類、鳥類、両生・爬虫類、昆虫類)、水生生物相(魚類、底生動物)、 
植物相（陸生植物、水生植物）及び植生に応じた調査時期・方法としました。 

※2：４地点のうち２地点（西側敷地・東側敷地）を公定法、２地点（西側敷地）を簡易法としました。   
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表 2.1-3(1) 生物多様性に係る調査時期、調査方法 
調査項目 調査時期 調査方法 

動物 哺乳類 冬季：2023 年 2 月 16、17 日 
春季：2023 年 5 月 16、17 日 
夏季：2023 年 7 月 10、11 日 
秋季：2023 年 9 月 19、20 日 

目撃法、フィールドサイン法、 
無人撮影法、 
トラップによる捕獲（ネズミ類） 

鳥類 冬季：2023 年 2 月 16 日 
春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 11 日 
秋季：2023 年 9 月 19 日 

ラインセンサス法、目視観察、 
鳴き声観察 

両生類・爬虫類 春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 10、11 日 
秋季：2023 年 9 月 19、20 日 

踏査 

昆虫類 春季：2023 年 5 月 16、17 日 
夏季：2023 年 7 月 10、11 日 
秋季：2023 年 9 月 19、20 日 

任意採取、ライトトラップ法 

魚類 冬季：2023 年 2 月 21 日 
春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 13 日 
秋季：2023 年 9 月 25 日 

目視観察、網による捕獲等 

底生動物 冬季：2023 年 2 月 21 日 
春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 13 日 
秋季：2023 年 9 月 25 日 

サーバネット（25cm×25cm 目合
0.493mm(NGG38)、1地点あたり
計 3 回）による定量採集、 
D フレームネット 
(目合 0.493mm(NGG38)) 
による定性採集 

植物 植物相 春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 10 日 
秋季：2023 年 9 月 19 日 

踏査 

植生 
夏季：2023 年 7 月 11 日 
秋季：2023 年 9 月 20 日 

ブラウン-ブランケの植物社会学
的手法による植生調査、 
植生図作成 

藻類 付着藻類 冬季：2023 年 2 月 21 日 
春季：2023 年 5 月 16 日 
夏季：2023 年 7 月 13 日 
秋季：2023 年 9 月 25 日 

コドラート法 
（5×5cm、1 地点あたり計 3 個） 
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表 2.1-3(2) 生物多様性に係る注目すべき種の選定基準 
No. 法令・文献等 選定根拠 

a 「文化財保護法」 
（1950 年 法律第 214 号 文化庁） 

・特別天然記念物 
・天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の
種の保存に関する法律（種の保存法）」 
（1992 年 6 月 5 日 法律第 75 号） 

・国内希少野生動植物種 
・国際希少野生動植物種 
・特定第一種国内希少野生動植物種 
・特定第二種国内希少野生動植物種 
・緊急指定種 

c 「環境省レッドリスト 2020 の公表に
ついて(報道発表資料)」 
（2020 年 環境省） 
 

・絶滅（ＥＸ） 
・野生絶滅（ＥＷ） 
・絶滅危惧Ⅰ類（ＣＲ＋ＥＮ） 
・絶滅危惧ⅠＡ類（ＣＲ） 
・絶滅危惧ⅠＢ類（ＥＮ） 
・絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ） 
・準絶滅危惧（ＮＴ） 
・情報不足（ＤＤ） 
・地域個体群（ＬＰ） 

d 「神奈川県レッドデータ生物調査報
告書 2006」 
（2006年 神奈川県立生命の星･地球
博物館） 

・絶滅（ＥＸ） 
・野生絶滅（ＥＷ） 
・絶滅危惧Ⅰ類（ＣＲ＋ＥＮ） 
・絶滅危惧ⅠA 類（ＣＲ） 
・絶滅危惧ⅠB 類（ＥＮ） 
・絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ） 
・準絶滅危惧（ＮＴ） 
・減少種 
・希少種 
・要注意種 
・注目種 
・情報不足（ＤＤ） 
・不明種 
・絶滅のおそれのある地域個体群（ＬＰ） 

「神奈川県レッドデータブック 2022
植物編」 
（2022年 3月 神奈川県立生命の星･
地球博物館） 

・絶滅（ＥＸ） 
・野生絶滅（ＥＷ） 
・絶滅危惧Ⅰ類（ＣＲ＋ＥＮ） 
・絶滅危惧ⅠA 類（ＣＲ） 
・絶滅危惧ⅠB 類（ＥＮ） 
・絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ） 
・準絶滅危惧（ＮＴ） 
・情報不足（ＤＤ） 
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図 2.1-1(1) 動物・植物・生態系調査範囲図  
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図 2.1-1(2) 動物等調査範囲・地点・ルート図  
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図 2.1-1(3) 植物群落調査地点図  
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図 2.1-2 大気質・騒音調査地点位置図  
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図 2.1-3 景観調査地点位置図  
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2.2 事後調査の実施時期 
供用後の事後調査の実施時期は、表 2.2-1 に示すとおりです。 
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表 2.2-1 事後調査工程表（供用後） 

 
 
 

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

● ● ● ●

●
●

●
●

● ●

〇
（供用後）

【凡例】
● ：調査時点

：調査期間
：整理・とりまとめ

事後調査結果報告書(供用後)の提出時期

安全
安全管理等の実施状況

環境の保全のための措置の実施状況

景観
主要な眺望地点からの景観の変化

環境の保全のための措置の実施状況

騒音

建物の供用（設備機器等の稼働）に伴う騒音レベル

設備機器等の配置状況

環境の保全のための措置の実施状況

2023年（令和5年） 2024年（令和6年）
月

大気質

設備機器等の稼働に伴う大気質濃度

設備機器等の配置状況

環境の保全のための措置の実施状況

生物多様性
動物・植物・生態系

環境の保全のための措置の実施状況

年 2022年（令和4年）

供用開始後の適宜

夏季

夏季

供用開始後の適期

供用開始後の適期

供用開始後の適期

供用開始後の適期

冬季 春季 夏季 秋季

供用開始後の適宜

春季～夏季

供用開始後の適宜

供用開始後の適宜

春季



 

 



 

 

 

 

 

 

第３章 事後調査結果 

 



  



 

 

 

 

 

 

3.1 生物多様性（動物、植物、生態系） 
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第３章 事後調査結果 
3.1 生物多様性（動物、植物、生態系） 
3.1.1 事後調査結果 
(1) 動物（陸生動物の動物相、水生生物の変化の内容及びその程度） 
① 哺乳類 

事後調査の結果、表 3.1-1 に示す 5 科 5 種の哺乳類を確認しました。 
確認種は、タヌキ、ドブネズミ、ハクビシンなど幅広い環境を利用する種のほか、河川

上空では採餌するコウモリ類が記録されました。なお、No.3 のアライグマは特定外来生物
です。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数と概ね同

等でした。 
 

表 3.1-1 確認種（哺乳類） 

№ 目名 科名 種名 

対象事業 
実施区域 確認時期 

確認状況 
内 外 冬

季 
春
季 

夏
季 

秋
季 

1 コウモリ ヒナコウモリ ヒナコウモリ科の一種※   ○     ○   BD(45kHz) 

-   － コウモリ目の一種   ○   ○     目視 

2 ネズミ ネズミ ドブネズミ   ○ ○ ○ ○ ○ 足跡 

3 ネコ アライグマ アライグマ ○ ○       ○ 足跡 

4   イヌ タヌキ   ○       ○ 撮影 

5   ジャコウネコ ハクビシン   ○   ○ ○ ○ 足跡 

合計 3 目 5 科 5 種 1
種 

6
種 

1
種 

3
種 

3
種 

4
種 － 

※：ヒナコウモリ科の一種は、生息環境から主にアブラコウモリと考えられるが、BD(バットディテクター)に
よる確認のため、種の確定は保留しました。 

 
（従前調査における確認種数） 合計 3 目４科６種 － 
 
② 鳥類 

事後調査の結果、表 3.1-2 に示す 28 科 40 種の鳥類を確認しました。 
確認種にはコガモ、コチドリ、オオバンなど水辺や水辺周辺に生息する種が大半を占め、

このほか草地性のセッカ、樹林性のコゲラやシジュウカラ、人家周辺に生息するドバトや
ツバメ、ムクドリなどが記録されました。 
季節別では冬季に 25 種、春季に 25 種、夏季に 21 種、秋季に 24 種が記録されました。

渡り区分別の割合は、留鳥が 31 種(77.5％)と最多で、次いで冬鳥 6 種（15.0％）、夏鳥 3
種（7.5％）でした。なお、No.31 のガビチョウは特定外来生物です。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数よりわず

かに増加していました。 
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表 3.1-2 確認種（鳥類） 

№ 目名 科名 種名 
対象事業 
実施区域 確認時期 渡り 

区分 
内 外 冬季 春季 夏季 秋季 

1 カモ カモ カルガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
2     コガモ   ○ ○       冬鳥 
3 ハト ハト ドバト ○ ○   ○ ○ ○ 留鳥 
4     キジバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
5 カツオドリ ウ カワウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
6 ペリカン サギ アオサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
7     ダイサギ   ○       ○ 冬鳥 
8     コサギ   ○ ○       留鳥 
9 ツル クイナ バン   ○       ○ 留鳥 

10     オオバン   ○ ○       冬鳥 
11 チドリ チドリ コチドリ ○ ○   ○ ○   夏鳥 
12   シギ イソシギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
13 タカ タカ トビ ○ ○     ○ ○ 留鳥 
14     ツミ   ○ ○       留鳥 
15     オオタカ ○ ○ ○       留鳥 
16 ブッポウソウ カワセミ カワセミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
17 キツツキ キツツキ コゲラ   ○   ○     留鳥 
18     アオゲラ   ○     ○   留鳥 
19 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ ○ ○       ○ 留鳥 
20 スズメ モズ モズ ○   ○       留鳥 
21   カラス ハシボソガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
22     ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
23   シジュウカラ シジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
24   ツバメ ツバメ ○ ○   ○ ○ ○ 夏鳥 
25   ヒヨドリ ヒヨドリ ○ ○ ○ ○     留鳥 
26   ウグイス ウグイス   ○   ○ ○   留鳥 
27   エナガ エナガ   ○       ○ 留鳥 
28   メジロ メジロ   ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
29   ヨシキリ オオヨシキリ   ○   ○   ○ 夏鳥 
30   セッカ セッカ   ○   ○     留鳥 
31   チメドリ ガビチョウ   ○   ○     留鳥 
32   ムクドリ ハッカチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
33     ムクドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
34   ヒタキ ツグミ   ○ ○       冬鳥 
35     ジョウビタキ   ○ ○       冬鳥 
36     イソヒヨドリ ○ ○ ○ ○   ○ 留鳥 
37   スズメ スズメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
38   セキレイ ハクセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留鳥 
39   アトリ カワラヒワ ○ ○   ○ ○ ○ 留鳥 
40   ホオジロ アオジ   ○ ○       冬鳥 

合計 11 目 28 科 40 種 23 種 39 種 25 種 25 種 21 種 24 種 40 種 
注) 渡り区分は「神奈川県の鳥 2011-15 -神奈川県鳥類目録Ⅶ-」（2020 年 日本野鳥の会神奈川支部）に

準拠しました。 
 
（従前調査における確認種数） 合計 12 目 28 科 37 種 － 
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③ 両生類・爬虫類 
事後調査の結果、表 3.1-3 に示すとおり両生類 2 科 2 種、爬虫類 5 科 5 種の合計 7 科 7

種を確認しました。確認種は、クサガメやミシシッピアカミミガメといった河川に生息す
る種をはじめ、草地に生息するニホントカゲやニホンカナヘビ、市街地でみられるニホン
ヤモリなどが確認記録されました。なお、No.2 のウシガエル、No.7 のミシシッピアカミ
ミガメは特定外来生物です。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数と同等で

した。 
 

表 3.1-3 確認種（両生類・爬虫類） 

№ 分類 目名 科名 種名 

対象事業 
実施区域 確認時期 

確認状況 

内 外 冬
季 

春
季 

夏
季 

秋
季 

1 両生類 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル   ○     ○   成体 

2     アカガエル ウシガエル   ○     ○   成体 

3 爬虫類 有隣 ヤモリ ニホンヤモリ   ○   ○ ○ ○ 成体､幼体 

4     トカゲ ヒガシニホントカゲ ○ ○     ○ ○ 幼体 

5     カナヘビ ニホンカナヘビ ○ ○     ○ ○ 成体 

6   カメ イシガメ クサガメ   ○     ○   成体 

7     ヌマガメ ミシシッピアカミミガメ   ○   ○ ○   成体 

合計 3 目 7 科 7 種 2
種 

7
種 

0
種 

2
種 

7
種 

3
種 － 

 
（従前調査における確認種数） 合計 3 目 7 科 7 種 － 
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④ 昆虫類 
事後調査の結果、合計 335 種の昆虫類を確認しました。目別の確認種数を表 3.1-4 に、

確認種目録は資料編(p.資-2～9 参照)に示します。 
植栽地ではツクツクボウシ、ツツジグンバイ、ヤマトシジミ、アオドウガネ、セグロア

シナガバチ等の平地の人家周辺に見られる種が多く確認されました。柏尾川の水際や中洲
ではアオモンイトトンボ、トゲヒシバッタ、アメンボ、ミナミカマバエ、ヤナギルリハム
シ等の水辺に見られる種が多く確認されました。そのほか、河川敷や周辺の草地ではシオ
カラトンボ、トノサマバッタ、マルカメムシ、キタキチョウ、ナナホシテントウ、セイヨ
ウミツバチ等といった草地に見られる種が多く確認されました。なお、特定外来生物は確
認されませんでした。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数より増加

していました。 
 

表 3.1-4 確認種（昆虫類） 

目名 
確認種数 

対象事業実施区域 
春季 夏季 秋季 全体 

内 外 
トンボ 4 科 5 種 5 科 11 種 2 科 3 種 4 科 8 種 4 科 6 種 5 科 11 種 
カマキリ 1 科 1 種 － － 1 科 1 種 － 1 科 1 種 
シロアリ 1 科 1 種 － 1 科 1 種 － － 1 科 1 種 
ハサミムシ 1 科 1 種 1 科 1 種 1 科 1 種 － 1 科 1 種 1 科 1 種 
バッタ 10 科 17 種 9 科 21 種 6 科 7 種 9 科 17 種 9 科 19 種 10 科 25 種 
カメムシ 17 科 33 種 21 科 57 種 15 科 33 種 17 科 41 種 18 科 32 種 25 科 69 種 
アミメカゲロウ － 1 科 1 種 1 科 1 種 － － 1 科 1 種 
トビケラ － 2 科 2 種 1 科 1 種 1 科 1 種 2 科 2 種 2 科 2 種 
チョウ 8 科 14 種 12 科 39 種 10 科 20 種 9 科 15 種 11 科 26 種 12 科 40 種 
ハエ 5 科 10 種 15 科 28 種 12 科 19 種 5 科 7 種 8 科 15 種 17 科 32 種 
コウチュウ 11 科 38 種 23 科 90 種 15 科 52 種 17 科 49 種 12 科 35 種 23 科 100 種 
ハチ 8 科 24 種 13 科 44 種 9 科 27 種 9 科 32 種 12 科 29 種 13 科 52 種 

合計 66 科 144 種 102 科 294 種 73 科 165 種 72 科 171 種 77 科 165 種 111 科 335 種 

 
（従前調査における確認種数）                           合計 106 科 310 種 
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⑤ 魚類 
事後調査の結果、表 3.1-5 に示す合計 7 科 17 種の魚類を確認しました。確認種は、オイ

カワやモツゴ、タモロコなどの池沼や河川下流にみられる種のほか、アユやシマヨシノボ
リなどの両側回遊魚、汽水域に生息するボラなどが記録されました。なお、No.10 のカダ
ヤシは特定外来生物です。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数と概ね同

等でした。 
 

表 3.1-5 確認種（魚類） 

№ 目名 科名 種名 
確認時期 

冬季 春季 夏季 秋季 
1 コイ コイ コイ（飼育型）     ○   
-     コイ（型不明） ○ ○ ○ ○ 
2     オイカワ ○ ○ ○ ○ 
3     カワムツ     ○   
4     モツゴ   ○ ○ ○ 
5     タモロコ       ○ 
6     スナゴカマツカ       ○ 
7   ドジョウ ドジョウ（中国大陸系統）     ○   
8 サケ アユ アユ   ○ ○ ○ 
9 ボラ ボラ ボラ   ○ ○ ○ 

10 カダヤシ カダヤシ カダヤシ ○   ○ ○ 
11     グッピー       ○ 
12 ダツ メダカ ミナミメダカ ○ ○ ○ ○ 
-     メダカ（飼育品種）   ○     

13 スズキ ハゼ ヌマチチブ ○ ○ ○ ○ 
14     シマヨシノボリ     ○ ○ 
15     ゴクラクハゼ   ○ ○ ○ 
16     スミウキゴリ   ○ ○ ○ 
17     ウキゴリ     ○   

合計 6 目 7 科 17 種 5 種 10 種 15 種 14 種 

 
（従前調査における確認種数） 合計 ６目８科 18 種 
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冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季
1 扁形動物 有棒状体 三岐腸 サンカクアタマウズムシ アメリカツノウズムシ 76 20 28 8 15 21
2 軟体動物 二枚貝 マルスダレガイ シジミ シジミ属 19 9 13 27 6 4 4 6
3 環形動物 ミミズ イトミミズ ミズミミズ ミツゲミズミミズ 441 663 3 2
4 ナミミズミミズ 483 2 393 37 1
5 イトミミズ亜科 51 1 188 12
6 節足動物 クモ ダニ ケイリュウダニ ケイリュウダニ属 149 83 5 354 4 33 23
7 昆虫 カゲロウ ヒメシロカゲロウ ヒメシロカゲロウ属 4 12 2 7 36
8 コカゲロウ フタモンコカゲロウ 3 9 11 1 54 52 2 2
9 トビケラ シマトビケラ コガタシマトビケラ 38 14 65 8 20 9 7 21
- コガタシマトビケラ属 4 1 82 4 19 23 5 24

10 ハエ ヒメガガンボ ウスバガガンボ属 3 8 6 70 101 58
11 ユスリカ ツヤユスリカ属 1,141 19 7 118 1,231 44 94 109

確認個体数
上流 下流№ 門名 綱名 目名 科名 種名

⑥ 底生動物 
事後調査の結果、冬季 59 種、春季 64 種、夏季 74 種、秋季 72 種、合計 55 科 118 種の

底生動物を確認しました。調査時期ごとの優占種は表 3.1-6 に、確認種目録は資料編(p.資
-10～11 参照)に示します。 
確認種は、コカゲロウ類やコシボソヤンマなど、流れの緩やかな環境に生息する種が多

く確認されほか、ウルマーシマトビケラのように瀬に生息する種、ウスイロフトヒゲコカ
ゲロウやハグロトンボ、イトトンボ類といった植物帯に生息する種が記録されました。 
冬季の定量採集では、上流でツヤユスリカ属が最も優占し、次いでナミミズミミズ、ミ

ツゲミズミミズが優占しました。下流もツヤユスリカ属が最も優占し、次いでミツゲミズ
ミミズ、ナミミズミミズが優占しました。 
春季の定量採集では、上流でイトミミズ亜科が最も優占し、次いでツヤユスリカ属、コ

ガタシマトビケラが優占しました。下流もトミミズ亜科が最も優占し、次いでウスバガガ
ンボ、フタモンコカゲロウが優占しました。 
夏季の定量採集では、上流でケイリュウダニが最も優占し、次いでコガタシマトビケラ

属、コガタシマトビケラが優占しました。下流ではツヤユスリカ属が最も優占し、次いで
ウスバガガンボ属、ナミミズミミズが優占しました。 
なお、確認された底生生物のうちアメリカザリガニは、特定外来生物です(資料編 No.54）。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数よりわず

かに増加していました。 
 

表 3.1-6 調査時期ごとの優占種（底生生物） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事後調査における確認種数                           合計 55 科 118 種 
注)網掛け部分は、     ：優占第 1 位、     ：優占第 2 位、     ：優占第 3 位を示す。 

 
（従前調査における確認種数）                           合計 57 科 114 種 
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⑦ 注目すべき動物種及び生息地の状況 
事後調査において確認された動物種について、表 2.1-3(2)の選定基準に該当する注目す

べき種を選定しました。その結果は、表 3.1-7～11 及び図 3.1-1～5 に示すとおりです。 
注目すべき種として、哺乳類は確認されませんでした。鳥類は 7 種、両生類・爬虫類で

2 種、昆虫類で 6 種、魚類で 5 種、底生動物で 4 種確認されました。 
また、事後調査で確認された注目すべき種の生態及び確認状況は、表 3.1-12～16 に示す

とおりです。 
 

表 3.1-7 注目すべき種（鳥類） 

№ 目名 科名 種名 
対象事業 
実施区域 確認時期 

選定基準 

a b c 
d 

内 外 冬季 春季 夏季 秋季 非繁 繁 

1 チドリ チドリ コチドリ ○ ○   ○ ○           注目 

2   シギ イソシギ ○ ○ ○ ○ ○ ○       注目 希少 

3 タカ タカ ツミ   ○ ○             希少 VU 

4     オオタカ ○ ○ ○           NT 希少 VU 

5 スズメ ツバメ ツバメ ○ ○   ○ ○ ○         減少 

6   セッカ セッカ   ○   ○           減少 減少 

7   アトリ カワラヒワ ○ ○   ○ ○ ※         減少 

合計 3 目 6 科 7 種 5 種 7 種 3 種 5 種 4 種 1 種 0 種 0 種 1 種 4 種 7 種 

※：現地調査で記録されましたが、確認時期が非繁殖期のため、選定基準に該当しないものとしました。 
 

表 3.1-8 注目すべき種（両生類・爬虫類） 
 
 
 
 
 
 

表 3.1-9 注目すべき種（昆虫類） 

№ 目名 科名 種名 
調査時期 選定基準 

春季 夏季 秋季 a b c d 

1 トンボ イトトンボ セスジイトトンボ ○           要注 

2   カワトンボ ハグロトンボ   ○ ○       要注 

3   トンボ コフキトンボ   ○         要注 

4 バッタ キリギリス ヒガシキリギリス   ○         減少 

5   バッタ ショウリョウバッタモドキ   ○ ○       要注 

6   タマムシ タマムシ   ○         要注 

合計 2 目 6 科 6 種 1 種 5 種 2 種 0 種 0 種 0 種 6 種 

  

内 外 冬季 春季 夏季 秋季 a b c d

1 両生類 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル ○ ○ 要注

2 爬虫類 有隣 トカゲ ヒガシニホントカゲ ○ ○ ○ ○ 要注

1種 2種 0種 0種 2種 1種 0種 0種 0種 2種合計　2目2科2種

選定基準現地調査
対象事業
実施区域№ 分類 目名 科名 種名
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表 3.1-10 注目すべき種（魚類） 

№ 目名 科名 種名 
調査時期 選定基準 

冬季 春季 夏季 秋季 a b c d 

1 コイ コイ コイ（型不明） ○ ○ ○ ○       DD 

2     スナゴカマツカ       ○       NT 

3 ダツ メダカ ミナミメダカ ○ ○ ○ ○     VU CR 

4 スズキ ハゼ ゴクラクハゼ   ○ ○ ○       NT 

5     スミウキゴリ   ○ ○ ○       NT 

合計 3 目 3 科 5 種 2 種 4 種 4 種 5 種 0 種 0 種 1 種 5 種 

 
表 3.1-11 注目すべき種（底生動物） 

 
 
 

 
 
 

表 3.1-12(1) 注目すべき種の生態・確認状況（鳥類） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 コチドリ 

 

【生態など】 
本種は主に夏鳥として渡来し、全国で繁殖する。河川中流から下流
の砂礫の河原に生息します。 
海岸の砂丘、埋立地、内陸の畑、造成地などに営巣することもあり、
水田、干潟などで採餌することもあります。餌は主に昆虫などの小
動物です。 
繁殖期にはつがいで縄張りを持ち、巣は開けた砂地や砂礫地の地面
に作ります。初め何箇所かの地面に窪みを作りますが、そのうちの
1 箇所を産卵に使います。営巣環境によって巣材は使わないとき
と、小石や枯れ草を使うときとがあります。産卵期は 4～7 月。卵
数はふつう 4 個。抱卵日数は 22～25 日位で、ふ化したヒナは半日
ほどで巣から離れます。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内では、東側敷地の芝地において春季に 2 個体、
夏季に 1 個体が確認されました。 
対象事業実施区域外では、柏尾川において春季に 1 個体、夏季に 4
個体が確認されました。 
なお、東側敷地の芝地の一部において、本種の生息空間への配慮の
ため、20m 四方の砂利敷の空間を設けております。砂利敷範囲内で
の営巣や営巣の痕跡等は確認されませんでしたが、砂利敷範囲付近
の周囲の芝地において、砂利敷範囲に執着するような動きも確認さ
れました。以上のことから、対象事業実施区域内における営巣のポ
テンシャルはあると考えられます。 

  

冬季 春季 夏季 秋季 a b c d

1 軟体動物 腹足 汎有肺 モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ ○ ○ DD

2 モノアラガイ ○ ○ ○ ○ NT

3 柄眼 オカモノアラガイ ナガオカモノアラガイ ○ ○ NT

4 節足動物 昆虫 トンボ カワトンボ ハグロトンボ ○ ○ ○ 要注

3種 1種 3種 4種 0種 0種 3種 1種

№

合計　2門2綱3目3科4種

確認時期 選定基準
種名科名門名 綱名 目名
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表 3.1-12(2) 注目すべき種の生態・確認状況（鳥類） 
№ 種名 生態・確認状況 
2 イソシギ 

 

【生態など】 
本種は留鳥として全国の大小河川で見られます。県内では留鳥とし
て県北部と山間部を除く全域の大小河川で見られます。河川や湖沼
の草地で営巣し、4 月頃に 3～4 個の卵を雌雄交代で約 23 日間抱卵
します。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内(柏尾川内(河川横断部))では、冬季に 1 個体が
確認されました。 
対象事業実施区域外では、柏尾川において夏季に 1 個体、秋季に 2
個体が確認されました。 

3 オオタカ 
 
 
 

現地撮影写真なし 

【生態など】 
本種は北海道と本州で繁殖する留鳥で、県内では丘陵地から山麓に
かけて生息します。丘陵地や大規模な公園などの樹林で営巣してい
ますが、近年は市街地の中に孤立した緑地で営巣するような例も現
れています。主に中・小型鳥類を捕らえます。スギ・マツ類などの
針葉樹の高木に営巣することが多く普通 3～4 個の卵を産みます。 
【確認状況】 
冬季に対象事業実施区域内上空から対象事業実施区域外へ通過す
る 1 個体が確認されました。 

4 ツミ 
 
 

現地撮影写真なし 

【生態など】 
本種は北全国で繁殖する留鳥で、県内では夏鳥または留鳥として生
息します。山地の樹林にも生息する一方で、都市公園・人家の庭な
どの小規模の都市緑地でも繁殖します。クロマツ等の高木に営巣
し、普通 3～5 個の卵を産みます。 
【確認状況】 
冬季に対象事業実施区域外を飛翔する 1 個体が確認されました。 

5 ツバメ 

 

【生態など】 
本種は九州以北に夏鳥として渡来し繁殖します。人間と結びつきの
強い種で、建物の軒下など、人の行動圏に接した箇所に営巣します。
繁殖時期は 4～7 月。繁殖期の後半から飛去前にはヨシ原などに集
団ねぐらを形成します。昆虫類を食べます。 
県内では全域で繁殖し、海岸沿い、県央部など一部では少数が越冬
します。建築物の構造変化（造巣しずらい材質の採用）、餌、巣材
の供給源となる人家近くの農耕地の縮小により、減少傾向にありま
す。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内(柏尾川内(河川横断部))では、春季に 1 個体、
秋季に 1 個体が確認されました。 
対象事業実施区域外では、柏尾川において春季に 4 個体、夏季に 9
個体が確認されました。 

  



－ 32 － 

表 3.1-12(3) 注目すべき種の生態・確認状況（鳥類） 
№ 種名 生態・確認状況 
6 セッカ 

 

【生態など】 
本種は本州以南に分布する留鳥で、平地から山地の草原、ヨシ原、
農耕地で繁殖します。草の茎や葉の間に巣を作ります。県内では生
息地の減少により個体数も減少の傾向がみられます。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川において、春季に 1 個体が確認され
ました。 

7 カワラヒワ 

 

【生態など】 
九州以北に分布する。市街地や村落、道路付近の林や独立した樹木
の枝などに巣を作ります。主に植物の種子を食べます。 
県内全域で見られるが、繁殖記録は平野部に多く、山間部では記録
がほとんどありません。雑木林、農耕地、河原の縮小により、繁殖
期の減少がみられます。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内では、春季に 1 個体、夏季に 2 個体、秋季に 1
個体が確認されました。 
対象事業実施区域外では、春季に 1 個体、夏季に 3 個体が確認され
ました。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（平成 18 年 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
 

表 3.1-13 注目すべき種の生態・確認状況（両生類・爬虫類） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 アズマヒキガエル 

 

【生態など】 
本種は北海道南部から近畿、山陰地方にかけて分布し、平地
から山地までの林床に広範囲に生息するほか、社寺や人家に
も住み着いています。早春の産卵期には、多数の個体が産卵
場所に集まって集団産卵します。 
本種は県内の広い範囲から生息が確認されていますが、山地
や丘陵地などでは個体数が減少している傾向が見受けられ、
さらに市街地では急速に姿を消しつつあります。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川において、夏季に 1 個体が確認
されました。 

2 ヒガシニホントカゲ 

 

【生態など】 
本種は日当たりの良い石の下や石垣の隙間、土手の斜面の

穴などに生息し、ミミズやクモ、昆虫などを捕食します。県
内では広く分布していますが、市街地やその周辺部で本種の
生息に適した環境が急速に失われています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内では、秋季に 1個体が確認されました。 
対象事業実施区域外では、夏季に 1個体が確認されました。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（平成 18 年 神奈川県立生命の星･地球博物館）   
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表 3.1-14(1) 注目すべき種の生態・確認状況（昆虫類） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 セスジイトトンボ 

 

【生態など】 
本種は北海道から九州まで分布し、池沼、河川のワンド、滞水部な
ど止水域に生息します。成虫は 5 月上旬から 11 月上旬までみられ
ます。県内では相模川や中津川の中下流では多数発生しています
が、かつて記録があった平野部の池沼では藤沢市を除き記録が得ら
れなくなっています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川において、春季に 1 個体が確認され
ました。 

2 ハグロトンボ 

 

【生態など】 
本種は北海道、本州、九州及び周辺の島嶼に分布し、河川中下流の
草本類が生える水辺に生息します。成虫は 5 月下旬から 11 月下旬
にかけてみられます。 
県内では 2000 年以降、横浜市各地、三浦半島、湘南地域では姿を
消していた河川で単発的に記録されるようになっています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川において、夏季に 13 個体、秋季に 3
個体が確認されました。 

3 コフキトンボ 

 

【生態など】 
本種は北海道南部、本州、四国、九州、種子島、沖永良部島、沖縄
本島など分布し、平地から丘陵地の池沼や河川敷等に生息します。
県内では全体的に減少傾向にあります。特に市街地周辺での減少傾
向が著しく、丹沢山麓では比較的広く見られますが、県央・湘南で
の発生は不安定で、多摩丘陵でも近年ほとんど記録されていませ
ん。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川において、夏季に 2 個体が確認され
ました。 

4 ヒガシキリギリス 

 

【生態など】 
本種は本州の東半に分布し、チガヤ・チカラシバ等がよく茂った背
の低い草原に生息します。県内では低地から丘陵地に広く分布し、
かつては県内の平地に広く分布して市街地周辺でも見られました
が減少傾向にあり、丘陵地に分布が限られるようになっています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内の草地において夏季に 2 個体の鳴き声が確認
されました。 
対象事業実施区域外では、柏尾川の草地において夏季に 6 個体の
鳴き声が確認されました。 
本種の確認はすべて鳴き声による確認です。 
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表 3.1-14(2) 注目すべき種の生態・確認状況（昆虫類） 
№ 種名 生態・確認状況 
5 ショウリョウバッタモドキ 

 

【生態など】 
本種は本州から九州に分布し、丘陵地のチガヤなどの茂る土堤に生
息します。葉裏に身を伏せるように止まり、飛ぶことはほとんどあ
りません。年 1 化で秋に成虫が出現します。県内では平地から丘陵
地に分布しますが、市街地における草地の減少、河川敷での芝生化
やコンクリート護岸化、丘陵地の開発で存続が脅かされています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内の草地において夏季に 8 個体が確認されまし
た。 
対象事業実施区域外では、柏尾川の草地において夏季に 3 個体、秋
季に 5 個体が確認されました。 

6 タマムシ 

 

【生態など】 
本種は本州、四国、九州、対馬、屋久島に分布し、エノキ、ケヤキ、
サクラ類、カシ類、カキ、クワ、ニセアカシア等の樹木をホスト（宿
主）とします。夏にエノキやサクラ類の樹上を旋回します。 
県内では最近、見られる数が減っています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内において夏季に１個体の死骸が確認されまし
た。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（2006 年 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
 

表 3.1-15(1) 注目すべき種の生態・確認状況（魚類） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 コイ（型不明） 

 

【生態など】 
本種は野生型と飼育型があり、野生型は、関東平野、琵琶湖淀川水
系、岡山平野、四万十川で確認されています。県内各地の主要な河
川・湖沼に生息しますが、飼育型の放流が各地で実施されており在
来の個体群がどの程度生息しているかは不明です。現地調査で確認
された体色が暗色の個体は、野生型の可能性があるものの詳細は不
明であるため、型不明としました。 
【確認状況】 
柏尾川において冬季に 7 個体、春季に 6 個体、夏季に 5 個体、秋季
に 4 個体が確認されました。 

2 スナゴカマツカ 

 

【生態など】 
本種はフォッサマグナ以東本州に分布します。河川の上流から下流
の砂礫に生息し、昼は砂に潜っていることが多く、夜になると砂底
で活発に摂食します。県内では多摩川、鶴見川、相模川、金目川に
分布します。 
以前はカマツカのグループＣに該当していたが、2019 年に新種記
載された種です。 
【確認状況】 
柏尾川において秋季に 2 個体が確認されました。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（2006 年 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
「山渓ハンディ図鑑 15 増補改訂日本の淡水魚」（2019 年 細谷和海ほか） 
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表 3.1-15(2) 注目すべき種の生態・確認状況（魚類） 
№ 種名 生態・確認状況 
3 ミナミメダカ 

 

【生態など】 
平野部の細流や用水路、池、沼などの流れの緩やかな水域に生息し、
通常は上層域を遊泳します。雑食性でプランクトン類や水生昆虫な
どを捕食します。産卵期は春から夏で、水草などに産卵します。 
圃場整備、河川改修、水質悪化、人為的放流などにより、存続を脅
かされています。県内で在来の個体群が生息しているのは三浦半島
の北川と酒匂川の用水路のみです。 
【確認状況】 
柏尾川において冬季に 17 個体、春季に 9 個体、夏季に 7 個体、秋
季に 39 個体が確認されました。 

4 ゴクラクハゼ 

 

【生態など】 
本種は茨城・秋田県以南の本州、四国、九州及び琉球列島に分布し
ます。河川の下流域の砂礫底に生息し、流れの緩やかな水域を好み、
雑食性で小動物や付着藻類を食べます。産卵期は夏から秋で、卵は
石の裏側などに産み付けられオスが守ります。ふ化稚魚は海へ降
り、ある程度成長した稚魚期になると河川を遡上します。 
県内では主要河川の下流域に生息しているが、採取記録は少なく、
分布範囲も限定されています。 
【確認状況】 
柏尾川において春季に 1 個体、夏季に 8 個体、秋季に 10 個体が確
認されました。 

5 スミウキゴリ 

 

【生態など】 
本種は北海道から屋久島まで分布し、河川下流から汽水域に生息し
ます。動物食性でエビや水生昆虫、小魚などを捕食します。卵は石
の下などに産み付けられオスが守ります。ふ化稚魚は海へ降り、あ
る程度成長した稚魚期になると河川を遡上します。県内では都市
化、河川流量の減少、水質汚濁、河川改修、河口閉塞などにより存
続を脅かされています。 
【確認状況】 
柏尾川において春季に 8 個体、夏季に 3 個体、秋季に 1 個体が確
認されました。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（2006 年 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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表 3.1-16 注目すべき種の生態・確認状況（底生動物） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 コシダカヒメモノアラガイ 

 

【生態など】 
本種は小型で螺塔(殻の先の部分)がやや高いモノアラガイ類です。
コンクリート壁に付着していることが多く、水から出て過ごすこと
もできます。 
【確認状況】 
柏尾川において冬季に 1 個体、秋季に 1 個体が確認されました。 

2 モノアラガイ 

 

【生態など】 
北海道から九州までの日本各地と朝鮮半島に分布します。殻高約
25mm、螺塔が低い。小川や川のよどみ、池沼、水田などの水草や
礫に付着しています。水から出ることは少なく、植物食性、藻類を
ヤスリのような舌歯で削り取って食べます。 
【確認状況】 
柏尾川において冬季に 4 個体、春季に 4 個体、夏季に 6 個体、秋季
に 8 個体が確認されました。 

3 ナガオカモノアラガイ 

 

【生態など】 
本種は本州から九州まで分布します。成貝は通常、殻高が約 10～
12mm で、最大 15mm です。水位の安定した細流やクリークの水
際に多く、水位の変動の激しい、いわゆる水無川ではみられません。 
【確認状況】 
柏尾川において夏季に 2 体、秋季に 10 個体が確認されました。 

4 ハグロトンボ 

 

【生態など】 
本種は北海道、本州、九州及び周辺の島嶼に分布し、河川中下流の
草本類が生える水辺に生息します。成虫は 5 月下旬から 11 月下旬
にかけてみられます。 
県内では 2000 年以降、横浜市各地、三浦半島、湘南地域では姿を
消していましたが河川で単発的に記録されるようになりました。 
【確認状況】 
柏尾川において冬季に 2 個体、夏季に 2 個体、秋季に 1 個体が確
認されました。 

資料：「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（2006 年 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
「川の生物図鑑」（2006 年 財団法人リバーフロント整備センター） 
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図 3.1-1 注目すべき種(鳥類)の確認位置図  
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図 3.1-2 注目すべき種(両生類・爬虫類)の確認位置図  
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図 3.1-3 注目すべき種(昆虫類)の確認位置図  
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図 3.1-4 注目すべき種(魚類)の確認位置図  
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図 3.1-5 注目すべき種(底生生物)の確認位置図  
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⑧ 陸生動物の動物相、水生生物の変化の内容及びその程度 
事後調査結果について、予測結果との比較を表 3.1-17 に示します。 

 
表 3.1-17 陸生動物の動物相、水生生物の変化の内容及びその程度（予測結果との比較） 

予測結果（概要） 事後調査結果 
河川水辺や河川敷における動物種の生息

環境は、河川区域内での仮設工事に伴う一時
的な改変範囲を必要最小限の範囲に抑え、原
則として現状復旧する計画であるため、工事
完了後に時間の経過とともに回復し、供用時
においても、その生息環境は維持されると予
測します。また、対象事業実施区域内におい
て植栽を行う箇所においては、時間の経過と
ともに新たな樹林地等として機能し、生息環
境が現状より増加すると予測します。 

河川水辺や河川敷における動物種の生息
環境は、河川区域内での仮設工事に伴う一時
的な改変範囲を必要最小限の範囲に抑え、現
状復旧したため、工事完了後に時間の経過と
ともに回復していると考えます。これは事後
調査の結果、工事着手前に確認された種の多
くが確認されたことから、生息環境が維持・
回復していると考えます。 
また、対象事業実施区域内において多種・

多様な植栽を多く施し、新たな樹林地等を形
成したことから、多くの種が確認されてお
り、生息環境が従前よりも増加していると考
えます。対象事業実施区域内に整備した新た
な樹林地等は、今後さらに時間の経過ととも
に生息環境としての機能を増し、より多くの
種が生息できる環境となることが期待され
ます。 
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(2) 植物（陸生植物の植物相、水生植物相の変化の内容及びその程度） 
① 植物相 

事後調査の結果、表 3.1-18 に示す合計 112 科 490 種類の植物を確認しました。植物確
認種目録は資料編(p.資-12～25 参照)に示します。 
対象事業実施区域内では 333 種が確認され、そのうち 168 種が植栽された種、165 種が

自生種でした。対象事業実施区域周辺では 311 種が確認されました。 
また、確認種のうち、浮葉植物、沈水植物及び抽水植物を「水生植物」、それ以外を「陸

生植物」として記録しました。その結果、水生植物は 12 科 21 種、陸生植物は 107 科 469
種が確認されました。 
確認種は、エノコログサ、メヒシバ、オオアレチノギク等の平地の荒地に見られる種が

多く確認されました。柏尾川の水際や中洲ではクサヨシやツルヨシ、マコモ、ヒメガマと
いった植物が多くみられました。そのほか、セイバンモロコシ、コゴメイ、ユウゲショウ
といった外来植物も多くみられました。 
なお、確認種のうち、アレチウリ(資料編 No.230)、オオカワヂシャ(資料編 No.392)、オ

オキンケイギク(資料編 No.429)は特定外来生物です。 
従前調査における確認種数と比較すると、事後調査結果では、従前調査の種数を上回り

ました。本事業(対象事業実施区域内)の多種多様な植栽により、対象事業実施区域周辺一
帯として全体の種数が増加しました。 

 
表 3.1-18 確認種（植物） 

分類 
確認種数 

対象事業実施区域範囲 
陸生植物 水生植物 全体 

内 外 
シダ植物 4 科 9 種 6 科 8 種 8 科 14 種 － 8 科 14 種 

種
子
植
物 

裸子植物 3 科 3 種 1 科 1 種 3 科 3 種 － 3 科 3 種 

被
子
植
物 

－ 1 科 1 種 － 1 科 1 種 － 1 科 1 種 
モクレン類 5 科 7 種 3 科 4 種 5 科 8 種 － 5 科 8 種 
単子葉類 10 科 55 種 16 科 90 種 12 科 88 種 8 科 16 種 17 科 104 種 
真正双子葉類 69 科 258 種 52 科 208 種 78 科 355 種 4 科 5 種 78 科 360 種 
合計 92 科 333 種 77 科 311 種 107 科 469 種 12 科 21 種 112 科 490 種 

      
（従前調査における確認種数） 64 科 250 種 13 科 21 種 68 科 271 種 

 
② 注目すべき植物種及び生育地の状況 

植物の確認種のうち、表 2.1-2(3)の選定基準に該当する種を注目すべき種としました。
その結果、表 3.1-19(1)に示す 5 科 6 種が選定されました。また、注目すべき種の確認状
況を表 3.1-19(2)～(3)に示します。 
なお、確認種のうちシラン、トサミズキ、トキワマンサク、ウバメガシ、ハナノキ、ハ

マボウ、クサレダマ、サツキ、ハクチョウゲ、キキョウ、フジバカマは注目すべき種に該
当しますが、これらは植栽または逸出(栽培している植物が管理下から外れて野生化するこ
と)した種であるため、注目すべき種から除外しました。 
また、確認位置については、種の保護に配慮して図面の掲載を控えました。 
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表 3.1-19(1) 注目すべき種（植物） 

№ 科名 種名 

対象事業 
実施区域 確認時期 

水
生 

選定基準※1 

内 外 春
季 

夏
季 

秋
季 a b c d 

1 ヒルムシロ イトモ   ○     ○ ○     NT EN 
2 タコノアシ タコノアシ ○※2 ○ ○ ○ ○       NT   
3 アカバナ ウスゲチョウジタデ   ○     ○       NT   
4   ミズキンバイ ○※2 ○ ○ ○ ○ ○     VU VU 
5 キキョウ ヒナギキョウ ○     ○           VU 
6 オオバコ カワヂシャ   ○   ○   ○     NT   

合計 5 科 6 種 3 
種 

5
種 

2
種 

4
種 

4
種 

3
種 

0
種 

0
種 

5 
種 

3 
種 

※1：表 2.1-3(2)の選定基準です。 
※2：対象事業実施区域内において確認されたタコノアシ及びミズキンバイは、柏尾川内（河川横断部）

で確認されました。 
 

表 3.1-19(2) 注目すべき種の生態・確認状況（植物） 
№ 種名 生態・確認状況 
1 イトモ 

 

【生態など】 
本種は北海道～沖縄にかけて広く分布する小型の多年生沈水植物
で、湖沼やため池、水路などに生育する。花期は 6～8 月で、目立
たない花を咲かせます。 
県内での 2000 年代以降の記録は、厚木市のみであり、生育地が減
少傾向にある可能性があります。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川で秋季は 2 箇所 2 個体を確認した。 

2 タコノアシ

 

【生態など】 
本種は本州～九州にかけて分布する多年草で、日当たりのよい低湿
地に生育する。花期は 8～9 月で、花序はあたかもタコが足を広げ
たように見えます。 
県内では山地を除く平野部に点在し、湿地や河原、しばしば休耕田
などに群生し、やがて乾燥すると消滅していきます。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内（柏尾川内(河川横断部)）で、春季は 1 箇所 20
個体、夏季は 1 箇所 30 個、秋季は 2 箇所 12 個体が確認されまし
た。対象事業実施区域外の柏尾川で春季は 1 箇所 7 個体、夏季は 2
箇所 5 個、秋季は 1 箇所 10 個体が確認されました。 

3 ウスゲチョウジタデ

 

【生態など】 
本種は本州(関東以西)～沖縄にかけて分布する一年草で、水田や湿
地に生育する。全体に毛が多く、茎や葉には細毛がある。花期は 7
～11 月です。 
県内では県央を中心に点在していますが、チョウジタデに比べて少
なく、特に県東部の多摩丘陵部や三浦半島部では稀です。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川で秋季に 2 箇所 15 個体が確認されま
した。 
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表 3.1-19(3) 注目すべき種の生態・確認状況（植物） 
№ 種名 生態・確認状況 
4 ミズキンバイ

 

【生態など】 
本種は本州から九州にかけて分布する多年生の浮葉・抽水植物で、
湖沼やため池、河川、水路などに生育する。花期は 6～9 月で、鮮
やかな黄色の花を咲かせます。 
県内でもきわめて稀で三浦市毘沙門では絶滅し、横浜市戸塚区と鎌
倉市の境を流れる柏尾川の流域に現存しますが，洪水対策を目的と
した河床工事により減少したため、近年、河川改修に伴う保護活動
が行われています。 
【確認状況】 
対象事業実施区域内（柏尾川内(河川横断部)）で秋季に 1 箇所 4
個体が確認されました。 
対象事業実施区域外の柏尾川で春季は 2 箇所 80 個体、夏季は 4
箇所 10 個体、秋季は 4 箇所 18 個体が確認されました。 

5 ヒナギキョウ

 

【生態など】 
本種は本州(関東地方以西)から沖縄にかけて分布する多年生の植
物。花期は 4～8 月で薄紫色の花を各枝先に 1 個つけます。県内で
は稀で主に海岸や河原の荒地で採集されていますが、道ばたや土
手、造成地など人為的に攪乱された環境にも侵入し，生態的には帰
化植物にやや似ています。 
【確認状況】 
対象事業実施範囲内で夏季に 1 箇所 10 個体を確認した。 

6 カワヂシャ

 

【生態など】 
本種は本州から沖縄にかけて分布する越年草で、河川のワンド、小
川のほとりや水田に生育します。花期は 4～6 月で、淡紅紫色の小
さな花をつけます。 
県内では河川や水路沿いの過湿地や河原に普通であったが近年で
はやや減少し、特定外来生物のオオカワヂシャの方が普通に見られ
るようになりました。 
【確認状況】 
対象事業実施区域外の柏尾川で夏季に 1 箇所 1 個体が確認されま
した。 

資料：「神奈川県レッドデータブック 2022 植物編」（2022 年 3 月 神奈川県立生命の星･地球博物館） 
「神奈川県植物誌 2018」（2018 年 11 月 神奈川県立生命の星・地球博物館） 
「絶滅危惧植物図鑑レッドデータプランツ増補改訂新版」（2015 年 3 月 矢原徹一ほか） 
「ネイチャーガイド日本の水草」（2014 年 角野康郎） 
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③ 植生 
事後調査の結果、調査範囲ではＡ～Ｌの 12 単位の植生が確認されました。現存植生図

は図 3.1-6 に示すとおりです。 
植生区分ごとの面積は表 3.1-20(1)に示すとおりであり、調査範囲の大半は市街地（建造

物・道路）で 69.0％を占めており、次いで芝地が 12.6％、植栽樹群が 8.4％でした。 
なお、表 3.1-20(1)に示した植生自然度の区分基準は表 3.1-20(2)に示すとおりです。 
 

表 3.1-20(1) 植物群落等の面積 
記号 植生・土地利用 植生自然度※ 占有面積(ha) 占有率(%) 
Ａ ツルヨシ群落 5 0.08  0.3% 
Ｂ ヨシ・オギ群落 5 0.39  1.3% 
Ｃ ヒメガマ群落 5 0.21  0.7% 
Ｄ クズ・ヨモギ群落 5 0.13  0.4% 
Ｅ オギ・セイタカアワダチソウ群落 5 0.41  1.3% 
Ｆ セイバンモロコシ群落 5 1.04  3.4% 
Ｇ オオイヌタデ群落 5 0.02  0.1% 
Ｈ 荒地雑草群落 4 0.21  0.7% 
Ｉ 芝地 4 3.88  12.6% 
Ｊ 植栽樹群 3 2.57  8.4% 
Ｋ 市街地（建造物・道路） 1 21.19  69.0% 
Ｌ 開放水域 1 0.56  1.8% 

合計 30.69  100.0% 
※：植物社会学的観点から土地の自然性がどの程度残されているかを示す指標の一つ。 

「1/2.5 万植生図の新たな植生自然度について」 
（2016 年 3 月 環境省自然環境局生物多様性センター）をもとに区分した。 

 
表 3.1-20(2) 植生自然度の区分基準 

植生 
自然度 

区分基準 

10 高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、自然植生のうち単層の植物社会を形成する地区 
9 エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群集等、自然植生のうち多層の植物社会を形成する地区 
8 ブナ・ミズナラ再生林、シイ・カシ萌芽林等、代償植生であっても、特に自然植生に近い地区 
7 クリ－ミズナラ群落、クヌギ－コナラ群落等、一般には二次林と呼ばれる代償植生地区 
6 常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の植林地 
5 ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原 
4 シバ群落等の背丈の低い草原 
3 果樹園、桑園、茶畑、苗圃等の樹園地 
2 畑地、水田等の耕作地、緑の多い住宅地 
1 市街地、造成地等の植生の殆ど存在しない地区 

資料：「植生自然度区分基準」（2024 年４月閲覧 環境省自然環境局生物多様性センターホームページ） 
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図 3.1-6 現存植生図  
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④ 水生植物(付着藻類) 
事後調査の結果、表 3.1-21 に示す合計 16 科 82 種類の付着藻類が確認されました。確

認種目録は資料編(p.資-26 参照)に示します。 
確認時期別の確認種数は、冬季 39 種、春季 44 種、夏季 55 種、秋季 45 種であり、流水

に生育する珪藻綱のほか、藍藻綱なども河川の中流から下流に普通に見られる種でした。 
 

表 3.1-21 確認種(付着藻類)  

門名 綱名 目名 確認種数 
確認時期 

冬季 春季 夏季 秋季 

藍色植物 藍藻 クロオコックス 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 
    ネンジュモ 2 科 4 種 2 種 2 種 2 種 3 種 
紅色植物 紅藻 - 1 科 1 種 1 種 0 種 1 種 1 種 
不等毛植物 珪藻 羽状 6 科 68 種 31 種 35 種 45 種 34 種 
    中心 2 科 3 種 1 種 3 種 2 種 3 種 
緑色植物 緑藻 カエトフォラ 1 科 2 種 1 種 1 種 2 種 2 種 
    クロロコックム 1 科 1 種 0 種 0 種 0 種 1 種 
    サヤミドロ 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 1 種 
    ミドリゲ 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 

合計 4 門 4 綱 8 目 16 科 82 種 39 種 44 種 55 種 45 種 
 

（従前調査における確認種数）合計 ３門３綱９目 16 科 76 種 － 
 

⑤ 陸生植物の植物相、水生植物相の変化の内容及びその程度 
事後調査結果について、予測結果との比較を表 3.1-22 に示します。 

 
表 3.1-22 陸生植物の植物相、水生植物相の変化の内容及びその程度（予測結果との比較） 

予測結果（概要） 事後調査結果 
河川水辺や河川敷における植物相の生育

環境は、河川区域内での仮設工事に伴う一時
的な改変範囲を必要最小限の範囲に抑え、原
則として現状復旧する計画であるため、工事
完了後に時間の経過とともに回復し、供用時
においても、その生育環境は維持されると予
測します。また、対象事業実施区域内におい
て植栽を行う箇所においては、時間の経過と
ともに新たな樹林地等として機能し、植物相
や植生の多様性の向上に寄与するものと考
えます。 

河川水辺や河川敷における植物相の生育
環境は、河川区域内での仮設工事に伴う一時
的な改変範囲を必要最小限の範囲に抑え、現
状復旧したため、工事完了後に時間の経過と
ともに回復していると考えます。これは事後
調査の結果、工事着手前に確認された種の多
くが確認されたことから、生育環境が維持・
回復していると考えます。 
また、周辺において従前確認された種のほ

か、多種・多様な植栽を多く施し、新たな樹
林地等を形成したことから、植物相や植生の
多様性の向上に寄与していると考えます。対
象事業実施区域内に整備した新たな樹林地
等は、今後さらに時間の経過とともに樹林地
等としての機能を増し、植物相や植生の多様
性が向上することが期待されます。 
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(3) 生態系 
① 生態系を構成する要素の状況 

調査範囲及び周辺の基盤環境と植生、地形等を考慮し、表 3.1-23 に示す環境類型区分を
作成しました。環境類型区分図を図 3.1-7 に示します。 
環境類型区分として、調査範囲の中央南北方向は、平地の河川であり、水際は湿生植物、

河川両岸にはコンクリートの歩道、堤防法面は草本植物で覆われており、堤防上にはサク
ラが植栽されています。対象事業実施区域外の周辺（区域境界から 50ｍの範囲）にまとま
った樹林は、付近に存在しておらず、その他は市街地及び道路となっています。対象事業
実施区域内は、本事業の植栽により、樹林（中高木の樹木がある主な箇所）や芝地が存在
しています。具体的には、西側敷地の西側（緑道）及び東側敷地の西側を中心に、まとま
った範囲で多種多様な植栽（高木・中木・低木・草本）を施しており、東側敷地の中央は、
将来用地を活用して芝地を広く設けています。 
河川水際では、ツルヨシ群落、ヒメガマ群落がみられ、水際ではイトモ、ミズキンバイ、

カワヂシャ等の植物のほか、イソシギ、クサガメ、トンボ類（ヤゴ）、ミナミメダカ、ナガ
オカモノアラガイ等がみられました。夜間には河川上空で採餌するコウモリ類が確認され
ました。 
河川敷では、ヨシ・オギ群落、クズ・ヨモギ群落、オギ・セイタカアワダチソウ群落、

オオイヌタデ群落等の草地環境がみられ、オオヨシキリ、セッカ、ヒガシニホントカゲ、
ニホンカナヘビ、バッタ類、チョウ類、コウチュウ類などが確認されました。 
対象事業実施区域内では、植栽した樹木や芝地環境の中で、シジュウカラ、コチドリ、

バッタ類、カメムシ類、チョウ類等がみられました。 
 

表 3.1-23 環境類型区分 

環境類型区分 
植生等 

概観 主な植物群落等 
樹林 
（中高木の樹木が 
ある主な箇所） 

植栽 植栽樹群 

芝地 芝地 芝地 
河川敷 河川敷の高茎草地及び

低茎草地 
ヨシ・オギ群落、クズ・ヨモギ
群落、オギ・セイタカアワダチ
ソウ群落、セイバンモロコシ群
落、オオイヌタデ群落、荒地雑
草群落 

河川 解放水域、湿性草地 ツルヨシ群落、ヒメガマ群落、
開放水域 

市街地 市街地、道路 － 
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図 3.1-7 環境類型区分図  
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環境類型区分の変化の内容及びその程度について、予測結果との比較を表 3.1-24～25 に
示します。 
予測時点よりも更なる緑化の充実化を図り、樹林（中高木の樹木がある主な箇所）の環

境類型区分の面積は従前の約９倍(約３ha）になりました。 
 
表 3.1-24 環境類型区分の変化の内容及びその程度（予測結果との比較①） 

環境類型区分 

従前状況 予測結果 事後調査結果 比較 

従前(ha) 供用時 
(ha) 

 
 
③ 
 

増減 
(ha) 

 
 
④ 

(③－①) 

供用後(ha) 予測 
からの
増減 
(ha) 
⑦ 

(⑤－③) 

従前 
からの
増減 
(ha) 
⑧ 

(⑤－①) 

 
 
 
① 
 

うち対象 
事業実施 
区域(ha) 

② 
 

 
 
 
⑤ 
 

うち対象 
事業実施 
区域(ha) 

⑥ 
 

樹林（中高木の樹木が 
ある主な箇所） 

0.29 0.09 2.02 ＋1.73 2.59 2.35  ＋0.57  ＋2.30 

芝地 0.00 0.00 0.00 ±0 4.05  4.05  ＋4.05  ＋4.05  
河川敷 1.33 0.24 1.33 ±0 2.27  0.46  ＋0.94  ＋0.94  
河川 1.05 0.17 1.05 ±0 0.78  0.14  －0.27  －0.27  
市街地（造成地含む） 28.02 17.21 26.29 －1.73 21.00  10.71  －5.29  －7.02  

合 計 30.69 17.71 30.69 － 30.69  17.71  － － 
注）四捨五入等の関係で合計等が合わない場合があります。 

 
  



－ 52 － 

表 3.1-25 環境類型区分の変化の内容及びその程度（予測結果との比較②） 
予測結果 事後調査結果 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、原則として現状
復旧する計画であるため、河川及び河川敷の
環境類型区分は工事後時間の経過とともに
回復すると予測します。 
対象事業実施区域内においては、郷土種を

主体とした樹種により、新たな植栽を行いま
す。植栽を行う箇所においては、時間の経過
とともに新たな樹林地等として機能し、樹林
性種の生息・生育がみられるようになりま
す。その結果、落葉広葉樹林や常緑広葉樹林
の指標生物が増加すると予測します。 
対象事業実施区域内においては、中高木等

の植栽により、樹林（中高木の樹木がある主
な箇所）の環境類型区分の面積は従前(現況)
の約 7 倍(約 2ha）になります。植栽を行う箇
所は、時間の経過とともに新たな樹林地等と
して機能し、動植物の新たな生息・生育環境
が形成されます。 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、現状復旧したた
め、河川及び河川敷の環境類型区分は工事後
時間の経過とともに回復していると考えま
す。 
対象事業実施区域内においては、郷土種を

主体とした樹種により、新たな植栽を行いま
した。植栽を行った箇所においては、時間の
経過とともに新たな樹林地等として機能し、
周辺も含めて樹林性種の生息・生育がみられ
るようになり、落葉広葉樹林や常緑広葉樹林
の指標生物が増加しています。 
対象事業実施区域内においては、中高木等

の植栽により、樹林（中高木の樹木がある主
な箇所）の環境類型区分の面積は従前の約９
倍(約３ha）になり、予測時点よりも更なる緑
化の充実化を図りました。植栽を行った箇所
は、時間の経過とともに新たな樹林地等とし
て機能し、動植物の新たな生息・生育環境が
形成されていると考えます。 
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② 食物連鎖関係からみた生態系の構成要素 
市街地を除く環境類型区分について、図 3.1-8 に示す主要な食物連鎖模式図を作成しま

した。予測結果と同様に、各環境類型には、それぞれの環境に生育する植物（生産者）と、
それらを摂食する植物食の昆虫や底生動物など（一次消費者）がみられました。一次消費
者を捕食する肉食性昆虫類や小型哺乳類、鳥類、両生類（二次消費者）は複数の環境類型
を利用する種群がみられました。さらに環境を広く利用する種として高次消費者としては、
サギ類、猛禽類、タヌキなどがみられました。 
食物連鎖の変化の内容及びその程度について、予測結果との比較を表 3.1-26 に示しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1-8 食物連鎖模式図  
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表 3.1-26 食物連鎖の変化の内容及びその程度（予測結果との比較） 
予測結果 事後調査結果 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、原則として現状
復旧する計画であるため、工事後時間の経過
とともに回復し、河川及び河川敷系統の食物
連鎖に係る影響は小さいと予測します。 
対象事業実施区域内においては、中高木等

の植栽により、樹林（中高木の樹木がある主
な箇所）の環境類型区分の面積は増加し、現
況の約 7 倍(約 2ha）になります。植栽を行う
箇所においては、時間の経過とともに樹林の
生産者が増加します。その結果、樹林の一次
消費者が増加し、その一次消費者を捕食する
肉食性昆虫類や鳥類（二次消費者）の増加が
みられると予測します。 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、現状復旧したた
め、河川及び河川敷の環境類型区分は工事後
時間の経過とともに回復していると考えら
れ、河川及び河川敷系統の食物連鎖に係る影
響は小さいと考えます。 
対象事業実施区域内においては、中高木等

の植栽により、樹林（中高木の樹木がある主
な箇所）の環境類型区分の面積は従前の約９
倍(約３ha）になり、予測時点よりも更なる緑
化の充実化を図りました。植栽箇所において
は、時間の経過とともに樹林の生産者が増加
するに伴い、樹林の一次消費者も増加し、そ
の一次消費者を捕食する肉食性昆虫類や鳥
類（二次消費者）の増加もみられていると考
えます。 

 
③ 生物多様性の変化の内容及びその程度 

「横浜市生物多様性保全再生指針 ～横浜に人と生き物のにぎわいを！～」（横浜市環
境創造局 平成 21 年３月）（以降、「指針」と言います。）において、自然環境の状態を知
る手がかりの一つとして、指標生物が示されています（資料編 p.27～30 参照）。 
設定した環境類型区分における主な指標生物の変化の事後調査結果を表 3.1-27 に、予測

結果との比較を表 3.1-28 に示します。 
植栽等に伴い供用時に増加すると想定していた主な動物種として、鳥類のエナガが事後

調査により確認されました。なおこの他、指針における目標種(「緑の多い住宅地」の目標
種)として挙げられている、アオゲラも確認されました。 
予測時に想定していた昆虫類のムラサキシジミについては、今回の事後調査で確認され

ませんでしたが、対象事業実施区域内には、ムラサキシジミを誘因するブナ科常緑樹であ
るシラカシの他、アラカシやスダジイ等も植栽したため、樹木の生育に応じて、今後確認
される可能性があると考えます。 
なお、本事業の植栽樹種について、緑化計画の詳細検討によりニリンソウは植栽しませ

んでしたが、この他、指針における目標種(「市街地」・「草地・林縁」・「落葉広葉樹林」の
目標種)として挙げられている、イカリソウ、カワラナデシコ、スミレ、ツワブキ、リンド
ウ等を植栽しました。植栽にあたっては、場所に応じて多種多様な種類を採用し、樹種は
郷土種を主体とするとともに鳥類やチョウ類の生息にも配慮したことで、計画地周辺の生
物多様性の向上に寄与しているものと考えます。 
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表 3.1-27 環境類型区分における主な指標生物の変化の事後調査結果 

環境類型区分 
主な指標生物※1 既存資料

で確認さ
れた種 

現地調査
で確認さ
れた種 

予測 
 結果※2 

事後調査
結果 分類 種名 

樹林 
（中高木の 
樹木がある
主な箇所） 

植物 エゴノキ ○ － ◎ ◎ 
エノキ ○ － ◎ ◎ 
ウグイスカグラ ○ － ◎ ◎ 
ガマズミ ○ ○ ◎ ◎ 
シラカシ ○ － ◎ ◎ 
タチツボスミレ ○ － ◎ ◎ 
タブノキ ○ － ◎ ◎ 
ニリンソウ － － ◎ － 
ヤブツバキ ○ － ◎ ◎ 
ヤマツツジ ○ － ◎ ◎ 

鳥類 ウグイス ○ ○ ○ ○ 
エナガ ○ － ● ● 
シジュウカラ ○ ○ ○ ○ 
メジロ － ○ ○ ○ 

昆虫類 アオスジアゲハ ○ ○ ○ ○ 
ツクツクボウシ － ○ ○ ○ 
ムラサキシジミ ○ － ● － 

河川敷 植物 ススキ ○ ○ ○ ○ 
チガヤ － ○ ○ ○ 
ヤブカンゾウ － ○ ○ ○ 

鳥類 セッカ － ○ ○ ○ 
両生・ 
爬虫類 

アオダイショウ － ○ ○ － 
トカゲ － ○ ○ ○ 

昆虫類 トノサマバッタ － ○ ○ ○ 
河川 植物 オギ － ○ ○ ○ 

タコノアシ － ○ ○ ○ 
ヨシ － ○ ○ ○ 
オオカナダモ － ○ ○ ○ 

鳥類 イソシギ － ○ ○ ○ 
カワセミ － ○ ○ ○ 

昆虫類 ハグロトンボ － ○ ○ ○ 
魚類 アユ ○ ○ ○ ○ 

市街地 植物 エノコログサ － ○ ○ ○ 
鳥類 スズメ ○ ○ ○ ○ 

ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ 
ムクドリ ○ ○ ○ ○ 

※1：環境類型区分毎に「横浜市生物多様性保全再生指針～横浜に人と生き物のにぎわいを！～」（横浜市環境
創造局 平成 21 年３月）に示されている指標生物のうち、以下の環境分類から抽出しました。 
・樹 林：樹林地生態系（落葉広葉樹林、常緑広葉樹林）、市街地生態系（緑の多い住宅地、市街地） 
・河川敷：草地生態系（草地・林縁） 
・河 川：水辺湿地生態系（水辺）及び河川生態系（中流－下流） 
・市街地：市街地生態系（市街地） 

※2：◎は、上記資料に示される指標生物のうち、本事業による主な植栽予定樹種/植栽樹種を示します。 
●は、上記資料に示される指標生物のうち、植栽等に伴い供用時に増加すると想定していた/確認された
主な動物種を示します。増加すると想定していた動物種の根拠は次のとおりです。 
・エナガ：既存資料（舞岡公園）で確認記録があり、落葉広葉樹の植栽により飛来が想定されると予測

した種。 
・ムラサキシジミ：幼虫の食草はシイ類やカシ類などのブナ科常緑樹です。既存資料（舞岡公園）で確

認記録があり、ブナ科常緑樹の植栽により成虫の飛来が想定されると予測した種。 
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表 3.1-28 生物多様性の変化の内容及びその程度（予測結果との比較） 
予測結果 事後調査結果 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、原則として現状
復旧する計画であるため、工事後時間の経過
とともに回復し、供用時においても指標生物
の変化はほとんどなく、生物多様性に係る影
響は小さいと予測します。 
対象事業実施区域内においては、郷土種を

主体とした樹種により、新たな植栽を行いま
す。植栽を行う箇所においては、時間の経過
とともに新たな樹林地等として機能し、樹林
性種の生息・生育がみられるようになりま
す。その結果、落葉広葉樹林や常緑広葉樹林
の指標生物が増加すると予測します。 

河川及び河川敷の環境類型区分は、河川区
域内での仮設工事に伴う一時的な改変範囲
を必要最小限の範囲に抑え、現状復旧したた
め、工事後時間の経過とともに回復している
と考えます。また供用時において、従前と比
べて指標生物の変化はほとんどなく、一方で
従前にみられなかった種も確認されたこと
から、生物多様性に係る影響は小さく、本事
業の植栽等により生物多様性の向上に寄与
していると考えます。 
対象事業実施区域内においては、郷土種を

主体とした樹種により、新たな植栽を行いま
した。植栽箇所においては、時間の経過とと
もに新たな樹林地等として機能し、周辺も含
めて樹林性種の生息・生育がみられるように
なり、落葉広葉樹林や常緑広葉樹林の指標生
物が増加しています。 
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(4) 環境の保全のための措置の実施状況 
生物多様性（動物、植物、生物多様性）に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表

3.1-29(1)～(4)に示すとおりです。 
 

表 3.1-29(1) 環境の保全のための措置の実施状況（動物） 

動物 

環境の保全のための措置 実施状況 

・更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれ
ぞれに橋脚を設ける計画とします。 

 更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれぞ
れに橋脚を設けました。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画を行い、高木、中木、低木、
草本で構成し、立体的な階層となるよう
多様な環境の創出を図ります。 

 郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画として、高木、中木、低木、
草本で構成した、立体的な階層の多様な環
境を創出しました。また、西側敷地の緑道に
はレインガーデン等、グリーンインフラと
して多機能(雨水流出抑制や生物多様性へ
の配慮)を有する環境を創出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レインガーデン・グリーンインフラ案内板 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立体的な階層の植栽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レインガーデン（緑道内の窪地） 

通行橋 
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表 3.1-29(2) 環境の保全のための措置の実施状況（動物） 

動物 

環境の保全のための措置 実施状況 
・植栽する樹木等については、適切な管理
に努めます。 

植栽した樹木等については、年間を通じて、
剪定、除草、潅水、施肥、病害虫駆除等の適切
な植栽管理を行っています。 

 
・敷地内で特定外来生物等の繁茂がない
ように、適切に管理を行い、樹木等の育
成に配慮します。 

 敷地内で特定外来生物等の繁茂がないよう
に、除草等の適切な管理を行い、樹木等の育成
に配慮しています。 
 

・東側敷地の建築用地（将来）においては、
将来用地の工事が着工されるまでの間、
一定期間の措置として、コチドリの生息
空間への配慮のため、一部に 20ｍ四方
の砂利敷の空間を設けます。なお、本事
業の工事中において、可能な限り早期に
整備するよう努めます。 

東側敷地の建築用地（将来）においては、将
来用地の工事が着工されるまでの間、一定期
間の措置として、コチドリの生息空間への配
慮のため、一部に 20ｍ四方の砂利敷の空間を
設けました。 
 この砂利敷の空間は、工事中の 2020 年 1 月
に仮設後、2022 年 5 月に本設し、2022 年 10
月の本事業の工事完了に先駆けて早期に整備
しました。 
なお、今回の現地調査においては、砂利敷範

囲内での営巣や営巣の痕跡等は確認されませ
んでしたが、砂利敷範囲付近の周囲の芝地に
おいて、砂利敷範囲に執着するような動きも
確認されました。以上のことから、対象事業実
施区域内における営巣のポテンシャルはある
と考えられます。 
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表 3.1-29(3) 環境の保全のための措置の実施状況（植物） 

植物 

環境の保全のための措置 実施状況 

・更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれ
ぞれに橋脚を設ける計画とします。 

 更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれぞ
れに橋脚を設けました(表 3.1-29(1)参照)。 
 

・郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画を行い、高木、中木、低木、
草本で構成し、立体的な階層となるよう
多様な環境の創出を図ります。 

 郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画として、高木、中木、低木、
草本で構成した、立体的な階層の多様な環
境を創出しました。また、西側敷地の緑道に
はレインガーデン等、グリーンインフラと
して多機能(雨水流出抑制や生物多様性へ
の配慮)を有する環境を創出しました(表
3.1-29(1)参照)。 
 

・植栽する樹木等については、適切な管理に
努めます。 

 植栽した樹木等については、年間を通じ
て、剪定、除草、潅水、施肥、病害虫駆除等
の適切な植栽管理を行っています。 
 

・敷地内で特定外来生物等の繁茂がないよ
うに、適切に管理を行い、樹木等の育成に
配慮します。 

 敷地内で特定外来生物等の繁茂がないよ
うに、除草等の適切な管理を行い、樹木等の
育成に配慮しています。 
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表 3.1-29(4) 環境の保全のための措置の実施状況（生態系） 

生態系 

環境の保全のための措置 実施状況 

・更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれ
ぞれに橋脚を設ける計画とします。 

 更新後の橋（通行橋）は、河川区域内に橋
脚を設けず、西側敷地と東側敷地のそれぞ
れに橋脚を設けました(表 3.1-29(1)参照)。 
 

・郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画を行い、高木、中木、低木、
草本で構成し、立体的な階層となるよう
多様な環境の創出を図ります。 

 郷土種を主体とした生物多様性向上に貢
献する植栽計画として、高木、中木、低木、
草本で構成した、立体的な階層の多様な環
境を創出しました。また、西側敷地の緑道に
はレインガーデン等、グリーンインフラと
して多機能(雨水流出抑制や生物多様性へ
の配慮)を有する環境を創出しました(表
3.1-29(1)参照)。 
 

・植栽する樹木等については、適切な管理に
努めます。 

植栽した樹木等については、年間を通じ
て、剪定、除草、潅水、施肥、病害虫駆除等
の適切な植栽管理を行っています。 

 
・敷地内で特定外来生物等の繁茂がないよ
うに、適切に管理を行い、樹木等の育成に
配慮します。 

 敷地内で特定外来生物等の繁茂がないよ
うに、除草等の適切な管理を行い、樹木等の
育成に配慮しています。 
 

・東側敷地の建築用地（将来）においては、
将来用地の工事が着工されるまでの間、
一定期間の措置として、コチドリの生息
空間への配慮のため、一部に 20ｍ四方の
砂利敷の空間を設けます。なお、本事業の
工事中において、可能な限り早期に整備
するよう努めます。 

 東側敷地の建築用地（将来）においては、
将来用地の工事が着工されるまでの間、一
定期間の措置として、コチドリの生息空間
への配慮のため、一部に 20ｍ四方の砂利敷
の空間を設けました(表 3.1-29(2)参照)。 
 この砂利敷の空間は、工事中の 2020 年 1
月に仮設後、2022 年 5 月に本設し、2022 年
10 月の本事業の工事完了に先駆けて早期に
整備しました(表 3.1-29(2)参照)。 
なお、今回の現地調査においては、砂利敷

範囲内での営巣や営巣の痕跡等は確認され
ませんでしたが、砂利敷範囲付近の周囲の
芝地において、砂利敷範囲に執着するよう
な動きも確認されました。以上のことから、
対象事業実施区域内における営巣のポテン
シャルはあると考えられます。 
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3.1.3 事後調査結果の考察 
  評価書で示した環境保全目標は表 3.1-30 に示すとおりです。 
 

表 3.1-30 環境保全目標（生物多様性） 
区 分 環境保全目標 

【供用時】 
建物の存在 

陸生動物の動物相、 

水生生物相の 

変化の内容及びその程度 

動物相及びその生息環境への影響を最小限に留めること。 

陸生植物の植物相、 

水生植物相の 

変化の内容及びその程度 

植物相の生育環境への影響を最小限に留め、植物相や植生
の多様性を維持または回復もしくは向上に寄与すること。 

生態系の状況の 

変化の内容及びその程度 
地域の生物多様性に係る影響を最小限に留めること。 

 
  評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較は、表 3.1-31(1)～(2)に示すとおりです。 

このほか、表 3.1-29 に示したとおり、各種の環境の保全のための措置を講じました。 
以上のことから、環境保全目標「動物相及びその生息環境への影響を最小限に留めること。」、

「植物相の生育環境への影響を最小限に留め、植物相や植生の多様性を維持または回復もし
くは向上に寄与すること」、「地域の生物多様性に係る影響を最小限に留めること。」は達成さ
れていると考えます。 
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表 3.1-31(1) 評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較 
予測・調査項目 評価書で示した予測結果 事後調査結果 

(1) 陸生動物の動物
相、水生生物相
の変化の内容及
びその程度 

【供用時】 
河川水辺や河川敷における動物

種の生息環境は、河川区域内での仮
設工事に伴う一時的な改変範囲を
必要最小限の範囲に抑え、原則とし
て現状復旧する計画であるため、工
事完了後に時間の経過とともに回
復し、供用時においても、その生息
環境は維持されると予測します。ま
た、対象事業実施区域内において植
栽を行う箇所においては、時間の経
過とともに新たな樹林地等として
機能し、生息環境が現状より増加す
ると予測します。 
このほか、環境の保全のための措

置を講じることで、可能な限り影響
の低減に努めます。 
このように、予測結果を踏まえ、

影響低減に向けた環境の保全のた
めの措置を講じることから、環境保
全目標「動物相及びその生息環境へ
の影響を最小限に留めること」は達
成されるものと評価します。 

河川水辺や河川敷における動物
種の生息環境は、河川区域内での仮
設工事に伴う一時的な改変範囲を
必要最小限の範囲に抑え、現状復旧
したため、工事完了後に時間の経過
とともに回復していると考えます。
これは事後調査の結果、工事着手前
に確認された種の多くが確認され
たことから、生息環境が維持・回復
していると考えます。 
また、対象事業実施区域内におい

て多種・多様な植栽を多く施し、新
たな樹林地等を形成したことから、
多くの種が確認されており、生息環
境が従前よりも増加していると考
えます。対象事業実施区域内に整備
した新たな樹林地等は、今後さらに
時間の経過とともに生息環境とし
ての機能を増し、より多くの種が生
息できる環境となることが期待さ
れます。 
このほか、表 3.1-29(1)～(2)で示

した環境の保全のための措置を実
施し、可能な限り影響の低減に努め
ました。 
以上のことから、環境保全目標

「動物相及びその生息環境への影
響を最小限に留めること」は達成さ
れていると考えます。 

(2) 陸生植物の植物
相、水生植物相
の変化の内容及
びその程度 

【供用時】 
河川水辺や河川敷における植物

相の生育環境は、河川区域内での仮
設工事に伴う一時的な改変範囲を
必要最小限の範囲に抑え、原則とし
て現状復旧する計画であるため、工
事完了後に時間の経過とともに回
復し、供用時においても、その生育
環境は維持されると予測します。ま
た、対象事業実施区域内において植
栽を行う箇所においては、時間の経
過とともに新たな樹林地等として
機能し、植物相や植生の多様性の向
上に寄与するものと考えます。 
このほか、環境の保全のための措

置を講じることで、可能な限り影響
の低減に努めます。 
このように、予測結果を踏まえ、

影響低減に向けた環境の保全のた
めの措置を講じることから、環境保
全目標「植物相の生育環境への影響
を最小限に留め、植物相や植生の多
様性を維持または回復もしくは向
上に寄与すること」は達成されるも
のと評価します。 

河川水辺や河川敷における植物
相の生育環境は、河川区域内での仮
設工事に伴う一時的な改変範囲を
必要最小限の範囲に抑え、現状復旧
したため、工事完了後に時間の経過
とともに回復していると考えます。
これは事後調査の結果、工事着手前
に確認された種の多くが確認され
たことから、生育環境が維持・回復
していると考えます。 
また、周辺において従前確認され

た種のほか、多種・多様な植栽を多
く施し、新たな樹林地等を形成した
ことから、植物相や植生の多様性の
向上に寄与していると考えます。対
象事業実施区域内に整備した新た
な樹林地等は、今後さらに時間の経
過とともに樹林地等としての機能
を増し、植物相や植生の多様性が向
上することが期待されます。 
このほか、表 3.1-29(3)～(4)で示

した環境の保全のための措置を実
施し、可能な限り影響の低減に努め
ました。 
以上のことから、環境保全目標

「植物相の生育環境への影響を最
小限に留め、植物相や植生の多様性
を維持または回復もしくは向上に
寄与すること」は達成されていると
考えます。 
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表 3.1-31(2) 評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較 
予測・調査項目 評価書で示した予測結果 事後調査結果 

(3) 生態系の状況の
変化の内容及び
その程度 

【供用時】 

河川及び河川敷の環境類型区分
は、河川区域内での仮設工事に伴う
一時的な改変範囲を必要最小限の
範囲に抑え、原則として現状復旧す
る計画であるため、工事後時間の経
過とともに回復し、河川及び河川敷
系統の食物連鎖の変化に係る影響
は小さく、供用時においても指標生
物の変化はほとんどなく、生物多様
性に係る影響は小さいと予測しま
す。 

対象事業実施区域内においては、
中高木等の植栽により、樹林（中高
木の樹木がある主な箇所）の環境類
型区分の面積は増加します。植栽を
行う箇所は、時間の経過とともに樹
林地等として動植物の新たな生息・
生育環境が形成されると予測しま
す。 

このほか、環境の保全のための措
置を講じることで、可能な限り影響
の低減に努めます。 

このように、予測結果を踏まえ、
影響低減に向けた環境の保全のた
めの措置を講じることから、環境保
全目標「地域の生物多様性に係る影
響を最小限に留めること」は達成さ
れるものと評価します。 

 
河川及び河川敷の環境類型区分

は、河川区域内での仮設工事に伴う
一時的な改変範囲を必要最小限の
範囲に抑えました。 
事後調査の結果、工事着手前に確

認された種の多くが確認され、生
息・生育環境は維持・回復している
と考えられることから、食物連鎖の
変化に係る影響は小さいと考えま
す。供用時において、従前と比べて
指標生物の変化はほとんどなく、一
方で従前にみられなかった種も確
認されたことから、生物多様性に係
る影響は小さく、本事業の植栽等に
より生物多様性の向上に寄与して
いると考えます。 
対象事業実施区域内においては、

中高木等の植栽により、樹林（中高
木の樹木がある主な箇所）の環境類
型区分の面積は従前の約９倍(約３
ha）に増加し(図 3.1-7 参照)、時間
の経過とともに樹林地等として動
植物の新たな生息・生育環境が形成
されていると考えます。 
このほか、表 3.1-29(5)で示した環

境の保全のための措置を実施し、可
能な限り影響の低減に努めました。 
以上のことから、環境保全目標

「地域の生物多様性に係る影響を
最小限に留めること」は達成されて
いると考えます。 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

3.2 大気質 
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3.2 大気質 
3.2.1 事後調査結果 
(1) 設備機器等の稼働に伴う大気質(二酸化窒素)濃度 
  大気質濃度(二酸化窒素)の現地調査結果は、表 3.2-1 に示すとおりです(詳細は資料編 p.資

-31～36 参照）。 
調査期間中の大気質濃度について、調査期間の平均値は 0.010～0.014ppm でした。また、

１日平均値は 0.004～0.022ppm であり、環境基準値(0.06ppm)を下回っていました。調査期
間中の１時間値の最大値は 0.036ppm であり、二酸化窒素の短期暴露指針値(0.2ppm)を下回
っていました。 
現地調査期間中における計画地周辺の大気汚染常時監視測定局（戸塚区汲沢小学校(一般環

境大気測定局)、戸塚区矢沢交差点(自動車排出ガス測定局))の大気質濃度は、表 3.2-2 に示す
とおりです(詳細は資料編 p.資-37～40 参照）。図 3.2-1 に示すとおり、調査期間中における
常時監視測定局の測定結果と事後調査結果の日平均値の経日変化については、概ね同様の変
動傾向を示していました。 

 
表 3.2-1 大気質濃度の現地調査結果(二酸化窒素) 

単位：ppm 

項目 地点 
2023 年 期間 

平均値 最大値 11/7 
(火) 

11/8 
(水) 

11/9 
(木) 

11/10 
(金) 

11/11 
(土) 

11/12 
(日) 

11/13 
(月) 

１時間値
の 
１日 
平均値 

W-1 0.005  0.009  0.022  0.020  0.007  0.007  0.009  0.011  0.022  
W-2※ 0.007  0.015  0.022  0.019  0.007  0.011  0.016  0.014  0.022  
W-3※ 0.010  0.016  0.018  0.012  0.009  0.009  0.013  0.012  0.018  
E-1 0.004  0.008  0.019  0.019  0.006  0.007  0.008  0.010  0.019  

１時間値
の 

最大値 

W-1 0.029  0.023  0.036  0.031  0.018  0.012  0.027  － 0.036 
W-2※ － － － － － － － － － 
W-3※ － － － － － － － － － 
E-1 0.021  0.021  0.032  0.031  0.015  0.012  0.016  － 0.032 

※：地点 W-２,W-3 は、簡易法による測定のため、二酸化窒素の各日の 1 日値(9 時頃～翌日 9 時頃)のみに基づいた測定
結果(公定法と簡易法の並行測定の測定結果から回帰分析した補正値：詳細は資料編 p.資-36 参照）。 

 
表 3.2-2 現地調査期間における常時監視測定局の大気質濃度(二酸化窒素) 

単位：ppm 

項目 測定
局 

2023 年 期間 
平均値 最大値 11/7 

(火) 
11/8 
(水) 

11/9 
(木) 

11/10 
(金) 

11/11 
(土) 

11/12 
(日) 

11/13 
(月) 

１時間値
の 
１日 
平均値 

戸塚区 
汲沢 
小学校 

0.005 0.009 0.020 0.019 0.007 0.008 0.008 0.011 0.020 

戸塚区 
矢沢 
交差点 

0.011 0.014 0.027 0.024 0.010 0.010 0.014 0.016 0.027 

１時間値
の 

最大値 

戸塚区 
汲沢 
小学校 

0.019 0.027 0.040 0.035 0.020 0.012 0.018 － 0.040 

戸塚区 
矢沢 
交差点 

0.029 0.029 0.051 0.038 0.026 0.015 0.032 － 0.051 
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図 3.2-1 大気質濃度の経日変化(二酸化窒素：1 日平均値) 

  
(2) 設備機器等の配置状況 
  大気質に係る設備機器の諸元(煙源条件)は表 3.2-3 に、熱源の排気口(煙源)位置は図 3.2-2
に示すとおりです。設備機器等の諸元・配置は、評価書時点以降の詳細検討により変更して
いますが、脱硝装置を備えた設備機器を採用し、「横浜市生活環境の保全等に関する条例の手
引き」(横浜市環境創造局)に示されている窒素酸化物濃度参考値を満足する機器としており、
「横浜市生活環境の保全等に関する条例」に基づく指定事業所設置許可申請書を横浜市に届
出の上、適切に設備機器を設置・使用しています。 

 
表 3.2-3 大気質に係る設備機器の諸元(煙源条件) 

区分 

諸 元 

蒸気ボイラー 
(3t/h) 

ジェネリンク 
(800 冷凍トン) 

ガス機関 
(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ) 

(1,998kW) 
燃料 都市ガス 13A 都市ガス 13A 都市ガス 13A 

湿り排出ガス量（m3N/h） 
15,804 

(2,634/台) 
6,026 

(3,013/台) 
9,550 

(4,775/台) 

乾き排出ガス量（m3N/h） 
12,894 

(2,149/台) 
4,918 

(2,459/台) 
7,794 

(3,897/台) 
排出ガス温度（℃） 75 100 376 

排出ガスの窒素酸化物濃度（ppm） 27 31 146 
残存酸素濃度（％） ５ ５ ０ 

設置場所 
（排気口高さ※1） 

屋上設備置場 
高さ約 31ｍ 

屋上設備置場 
高さ約 31ｍ 

屋上設備置場 
高さ約 31ｍ 

台数※2 6 台 2 台 2 台 
※1：高さは、各計画建物の地上レベル(地盤嵩上げ後)からの高さを示します。 
※2：蒸気ボイラー(6台)は、同一の煙突を使用しています。 

ジェネリンク(2台)は、同一の煙突を使用しています。 
ガス機関(2台)は、別々の煙突を使用しています。 

0.000

0.010

0.020

0.030

11/7(火) 8(水) 9(木) 10(金) 11(土) 12(日) 13(月)

NO2[ppm]

[月 日]

日平均変化
W-1

W-2

W-3

E-1

戸塚区汲沢小学校

戸塚区矢沢交差点
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図 3.2-2 熱源の排気口(煙源)位置図  
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(3) 環境の保全のための措置の実施状況 
  大気質に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表 3.2-4 に示すとおりです。 
 

表 3.2-4 環境の保全のための措置の実施状況(大気質) 
環境の保全のための措置 実施状況 

・環境負荷の少ない設備機器で、可能な限り最
新の設備機器を採用するなど、排出ガス対策
に努めます。 

環境負荷の少ない設備機器で、最新の設備機
器を採用し、コージェネレーションシステムの
ガス機関は、脱硝装置を備えた設備機器を採用
するなど、排出ガス対策に努めています。 

 
 

・コージェネレーションシステムのガス機関
は、脱硝装置を備えた設備機器を採用しま
す。 

・計画建物の熱負荷低減により、設備機器利用
による排出ガスの排出量の抑制に努めます。 

W-08(事務エリア)棟の外装(写真参照)では
ダブルスキン※・Low-e 複層ガラス・自動制御
ブラインドの採用により計画建物の熱負荷低
減を図っているほか、室内の人の歩行・滞在を
個別検知する画像センサ等を利用した省エネ
照明・空調制御や、実験系の研究棟では排気系
統に設置した排熱回収装置で外気処理用の冷
水温水負荷を低減するなど、設備機器利用によ
る排出ガスの排出量の抑制に努めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※：内外二重のガラス間に対流による外気を通すシステムの建物外装により、断熱・遮熱性能を上げる。  
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3.2.2 事後調査結果の考察 
  評価書で示した環境保全目標は表 3.2-5 に示すとおりです。 
 

表 3.2-5 環境保全目標(大気質) 
区 分 環境保全目標 

【供用時】 
建物の供用 
（設備機器の稼働） 

二酸化窒素 
・年平均値：周辺の生活環境に著しい影響を及ぼさないこと。 
・日平均値：二酸化窒素は日平均値の年間 98％値が 0.06ppm を超えないこと。 

 
  評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較は、表 3.2-6 に示すとおりです。 

事後調査における大気質濃度(二酸化窒素)について、最大地点における期間平均値は
0.014ppm であり、予測結果(年平均値：0.018108ppm)を下回りました。事後調査における１
時間値の 1 日平均値の最大値は 0.022ppm であり、予測結果(日平均値の年間 98％値：
0.035ppm)を下回っていました。 
また、事後調査における期間平均値は 0.010～0.014ppm、１日平均値は 0.004～0.022ppm

であり、環境基準値(0.06ppm)を下回っていました。 
 

表 3.2-6 評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較 

予測・調査 
項目 

評価書で示した予測結果 事後調査結果 

年平均値 日平均値の 
年間 98％値※ 

期間平均値 
(最大地点) 

１時間値の 
1 日平均値の 

最大値 

二酸化窒素 
（ppm） 0.018108 0.035 0.014 0.022 

※：年平均値の予測結果を日平均値の年間 98％値に換算した結果。 
 
本事業における設備機器は、脱硝装置を備えた設備機器を採用し、「横浜市生活環境の保全

等に関する条例の手引き」(横浜市環境創造局)に示されている窒素酸化物濃度参考値を満足
する設備機器としており、「横浜市生活環境の保全等に関する条例」に基づく指定事業所設置
許可申請書を横浜市に届出の上、適切に設備機器を設置・使用しています。また、前述のと
おり事後調査結果は予測結果及び環境基準を下回っていたことから、本事業により著しい影
響を及ぼしていないと考えます。 
このほか、表 3.2-4 に示したとおり、各種の環境の保全のための措置を講じました。 
 
以上のことから、環境保全目標「年平均値：周辺の生活環境に著しい影響を及ぼさないこ

と」「日平均値：二酸化窒素は日平均値の年間 98％値が 0.06ppm を超えないこと。」は達成
されているものと考えます。 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

3.3 騒音 
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3.3 騒音 
3.3.1 事後調査結果 
(1) 建物の供用(設備機器等の稼働)に伴う騒音レベル 
  建物の供用(設備機器等の稼働)に伴う騒音レベル（L5）の現地調査結果は、表 3.3-1 に示
すとおりです(詳細は資料編 p.資-41～45 参照)。 
時間区分(朝、昼間、夕、夜間)毎の調査結果の最大値は、朝が 46～49dB、昼間が 47～50dB、

夕が 44～48dB、夜間が 41～47dB であり、すべての地点と時間帯で規制基準値を下回って
いました。 

表 3.3-1 騒音レベル測定結果 
【調査期間】2023 年 11 月 8 日(水)6 時 ～ 9 日(木)6 時                     単位：dB 

項 目 等 
  
 
時 間 等 

地点 W-1 
西側敷地 南側 

地点 W-2 
西側敷地 西側 

地点 W-3 
西側敷地 北側 

地点 E-1 
東側敷地 北側 

Ｌ5 規制 
 基準※ Ｌ5 規制 

 基準※ Ｌ5 規制 
 基準※ Ｌ5 規制 

 基準※ 

朝 
6:00～7:00 49 

55 
45 

65 
46 

57.5 
44 

65 
7:00～8:00 49 46 47 46 

昼 
 
間  

8:00～9:00 50 

60 

46 

70 

50 

62.5 

46 

70 

 9:00～10:00 49 46 48 47 
10:00～11:00 48 48 47 45 
11:00～12:00 48 45 47 47 
12:00～13:00 47 44 46 46 
13:00～14:00 48 43 46 47 
14:00～15:00 47 43 46 46 
15:00～16:00 48 43 46 46 
16:00～17:00 48 44 46 47 
17:00～18:00 48 48 48 47 

夕  

18:00～19:00 48 

55 

44 

65 

47 

57.5 

45 

65 
19:00～20:00 48 43 45 46 
20:00～21:00 47 43 45 44 
21:00～22:00 47 42 42 43 
22:00～23:00 46 42 41 43 

夜 
 
間 

23:00～24:00 46 

47.5 

43 

55 

41 

50 

43 

55 

0:00～1:00 45 42 41 42 
1:00～2:00 45 42 40 42 
2:00～3:00 45 41 39 42 
3:00～4:00 45 41 39 42 
4:00～5:00 45 42 39 46 
5:00～6:00 46 43 41 47 

朝 最 大 49 55 46 65 47 57.5 46 65 
昼間 最 大 50 60 48 70 50 62.5 47 70 
夕 最 大 48 55 44 65 47 57.5 46 65 
夜間 最 大 46 47.5 43 55 41 50 47 55 
※：「横浜市生活環境の保全等に関する条例施行規則 別表第 13（騒音の規制基準）」に基づき、地点に応じ

て、隣接する地域の基準値を考慮しています。 
・地点 W-1：工業地域／第二種中高層住居専用地域（隣接する地域） 
・地点 W-2：工業地域 
・地点 W-3：工業地域／準住居地域（隣接する地域） 
・地点 E-1：工業地域 

注）｢JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法｣に定める方法に準拠して、対象騒音以外(電車や道路交通等)の
騒音データ除外及び処理を行いました。  



− 72 − 

(2) 設備機器等の配置状況 
  騒⾳に係る主な設備機器等の諸元(⾳源)は表 3.3-2(1)〜(3)に、位置は図 3.3-1(1)〜(2)に

⽰すとおりです。設備機器等の諸元・配置は、評価書時点以降の詳細検討により変更してい
ますが、屋上に設置した設備機器は消⾳ボックス内に格納するとともに防⾳壁を設置してお
り、「騒⾳規制法」に基づく特定施設設置届出書を横浜市に届出の上、適切に設備機器を設置・
使⽤しています。 

表 3.3-2(1) 騒⾳に係る主な設備機器等の諸元(屋上設備機器等) 

施設名称 
諸 元 

種別 台数 
⾳源⾼さ※1 

(ｍ) 
騒⾳レベル※2 

(dB/台) 
W-01、W-02 

（ｴﾝﾄﾗﾝｽｴﾘｱ） 
(会議ｴﾘｱ) 

室外機 1 15.0 69 
室外機 1 15.0 49 
室外機 1 15.0 59 

W-03 
（研究ｴﾘｱ） 

排気スクラバー 3 31.0 68 
室外機(電気室) 2 31.0 63 
HP式給湯器(エコキュート) 1 31.0 85 
室外機(冷凍冷蔵ユニット) 6 31.0 80 

W-04 
（研究ｴﾘｱ） 

排気スクラバー 3 31.0 68 
室外機(電気室) 2 31.0 63 
HP式給湯器(エコキュート) 1 31.0 85 
室外機(冷凍冷蔵ユニット) 4 31.0 65 

W-05 
（研究ｴﾘｱ） 

排気スクラバー 3 31.0 68 
室外機(電気室) 2 31.0 63 
HP式給湯器(エコキュート) 1 31.0 85 
室外機(保管室) 12 31.0 68 
室外機(冷凍冷蔵ユニット) 2 31.0 76 

W-07 
（研究ｴﾘｱ） 

排気スクラバー 6 31.0 72 
排気スクラバー 6 31.0 72 
室外機(冷凍冷蔵ユニット) 3 31.0 70 
室外機(電気室) 2 31.0 66 
HP式給湯器(エコキュート) 1 31.0 85 

W-08 
（事務ｴﾘｱ） 

排気ファン 1 31.0 55 
室外機 4 31.0 61 
室外機 1 31.0 59 
室外機 7 31.0 60 
室外機 3 31.0 62 
排気ファン 4 31.0 62 

W-09 
（ 動 物 飼 育 ｴ ﾘｱ

/RI実験ｴﾘｱ） 

排気ファン 10 31.0 83 
排気スクラバー 4 31.0 72 
室外機 8 31.0 60 

W-10 
（ｴﾈﾙｷﾞｰｴﾘｱ） 

冷却塔 2 31.0 72 
冷却塔 3 31.0 72 
冷却塔 3 31.0 72 
冷却塔 2 31.0 72 
空冷HPチラー 5 31.0 88 

※１：⾼さは、各計画建物の地上レベル(地盤嵩上げ後)からの⾼さを⽰します。 
※２：機器から１ｍ離れた地点における騒⾳レベルを⽰します。 

  



− 73 − 

表 3.3-2(2) 騒⾳に係る主な設備機器等の諸元(屋上設備機器等) 

施設名称 
諸 元 

種別 台数 
⾳源⾼さ※1 

(ｍ) 
騒⾳レベル※2 

(dB/台) 

E-01 

空冷HPチラー 12 31.0 71 
空冷HPチラー(排熱回収) 1 31.0 66 

室外機 2 31.0 55 
室外機 2 31.0 57 
室外機 6 31.0 57 
室外機 3 31.0 67 

排気スクラバー 1 31.0 66 
排気スクラバー 1 31.0 79 

排気ファン(⼀般排気) 1 31.0 83 
排気ファン(⼀般排気) 1 31.0 81 
排気ファン(⼀般排気) 6 31.0 80 
排気ファン(⼀般排気) 4 31.0 75 

排気スクラバー 1 31.0 77 
排気スクラバー 1 31.0 70 
排気スクラバー 1 31.0 69 

HP式給湯器(エコキュート) 1 31.0 72 
排気スクラバー 1 31.0 78 
排気スクラバー 1 31.0 70 

冷却塔 1 31.0 57 
※１：⾼さは、各計画建物の地上レベル(地盤嵩上げ後)からの⾼さを⽰します。 
※２：機器から１ｍ離れた地点における騒⾳レベルを⽰します。 

 
表 3.3-2(3) 騒⾳に係る主な設備機器等の諸元(換気⼝) 

敷地 
諸 元 

種別 台数 
⾳源⾼さ※ 

(ｍ) 
騒⾳レベル 

(dB/台) 

⻄側敷地 

換気⼝  3.5ｍ 44 3.5 80 
換気⼝  9.4ｍ 48 9.4 80 
換気⼝ 15.5ｍ 34 15.5 80 
換気⼝ 21.0ｍ 22 21.0 80 
換気⼝ 23.0ｍ 2 23.0 80 
換気⼝ 26.0ｍ 4 26.0 80 

東側敷地 
換気⼝  4.0ｍ 6 4.0 80 
換気⼝ 16.0ｍ 1 16.0 80 
換気⼝ 22.0ｍ 1 22.0 80 

※：⾼さは、各計画建物の地上レベル(地盤嵩上げ後)からの⾼さを⽰します。 
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図 3.3-1(1) 設備機器位置図(主な屋上設備機器等)  
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図 3.3-1(2) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 3.5ｍ) 
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図 3.3-1(3) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 9.4ｍ) 



－ 77 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3-1(4) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 15.5ｍ) 
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図 3.3-1(5) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 21.0ｍ) 
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図 3.3-1(6) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 23.0ｍ) 
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図 3.3-1(7) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 26.0ｍ) 
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図 3.3-1(8) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 4.0ｍ) 



－ 82 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3-1(9) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 16.0ｍ) 
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図 3.3-1(10) 設備機器位置図(主な換気口：高さ 22.0ｍ) 
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(3) 環境の保全のための措置の実施状況 
  騒音に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表 3.3-3 に示すとおりです。 
 

表 3.3-3 環境の保全のための措置の実施状況(騒音) 
環境の保全のための措置 実施状況 

・今後更なる影響低減のため、防音壁や消音装
置等を検討します。 

屋上に設置した設備機器は消音ボックス内
に格納するとともに、防音壁を設置すること
で、騒音の影響低減に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の整備・点検を定期的に実施します。 設備の整備・点検を定期的に実施し、適切な
運転・稼働に努めています。 
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3.2.2 事後調査結果の考察 
  評価書で示した環境保全目標は表 3.3-4 に示すとおりです。 
 

表 3.3-4 環境保全目標(騒音) 
区 分 環境保全目標 

【供用時】 
建物の供用 
(設備機器の稼働) 

事業所において発生する騒音の規制基準（工業地域）以下とすること。 

 
  評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較は、表 3.3-5 に示すとおりです。 
  事後調査における騒音レベル(LA5)の最大値は 50dB であり、予測結果(最大値：51.0dB)を
下回っていました。 
また、時間区分(朝、昼間、夕、夜間)毎の調査結果の最大値は、朝が 46～49dB、昼間が 47

～50dB、夕が 44～48dB、夜間が 41～47dB であり、すべての地点と時間帯で規制基準値を
下回っていました。 

 
表 3.3-5 設備機器の稼働に伴う騒音 

評価書で示した予測結果 事後調査結果 

騒音レベル最大地点 
騒音レベル(LA5) 
最大値(dB) 

騒音レベル最大地点 
騒音レベル(LA5) 
最大値(dB) 

西側敷地 
北側区域境界上 

51.0 
西側敷地 

北側及び南側 
区域境界付近 

50（昼間） 

注）河川を挟んで両敷地が相対する範囲（「横浜市生活環境の保全等に関する条例」に係る騒音の規制基準
の適用範囲外）を除きます。 

 
本事業における設備機器について、屋上に設置した設備機器は消音ボックス内に格納する

とともに防音壁を設置しており、「騒音規制法」に基づく特定施設設置届出書を横浜市に届出
の上、適切に設備機器を設置・使用しています。また、前述のとおり事後調査結果は予測結
果及び規制基準値を下回っていたことから、本事業により著しい影響を及ぼしていないと考
えます。 
このほか、表 3.3-3 に示したとおり、各種の環境の保全のための措置を講じました。 
 
以上のことから、環境保全目標「事業所において発生する騒音の規制基準以下とすること。」

は達成されているものと考えます。 
 



 

 



 

 

 

 

 

 

3.4 安全（火災・爆発、有害物漏洩、実験動物の逸走） 
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3.4 安全（⽕災・爆発、有害物漏洩、実験動物の逸⾛） 
3.4.1 事後調査結果 
(1) 安全管理等の実施状況 

本事業では、計画⽴案時から各種安全管理対策の検討を進め、建物の供⽤時において、薬
品等の適正な安全管理対策（実験に関する管理計画、管理組織の整備、管理規程の策定、社
内の教育・研修の実施、災害・事故時の対応、排⽔計画、排気計画、⾼圧ガスの取扱い、防
災等に関する計画）を実施しています。 

事後調査において確認した安全管理等の実施状況は、表 3.4-1〜21 に⽰すとおりであり、
評価書時点以降の検討も踏まえ、安全管理対策を実施しており、概要を下記に⽰します。 

 
【概要】 
・実験等の内容に応じて、関係法令に基づき、安全管理対策を図っています。 
・実験等の内容に応じて、管理組織を整備し、運⽤しています。 
・実験等の内容に応じて、管理規程を策定し、運⽤しています。 
・定期的に社内の教育・研修を実施し、実験従事者に対して、ルールの周知徹底や意識向

上を図っています。 
・災害・事故時については、今後策定する消防計画に従い、消⽕、避難誘導などの初期対

応を図るとともに、法令に則った届出など適切に⾏っています。 
・実験室からの排⽔及び実験動物飼育室からの排⽔は、排⽔処理設備にて適切な⼯程で処

理の上、下⽔の⽔質基準以下として公共下⽔道に放流しています。実験で使⽤する薬品
の廃棄薬品・廃液・⼀次洗浄⽔については、排⽔に流さず、専⽤タンクで回収し、許可
を有する産業廃棄物処理業者に処理を委託しています。 

・排気にあたっては、⽬的に応じて対象物質除去に適したフィルタ（HEPA フィルタ、活
性炭フィルタ等）や化学物質を除去する排気洗浄装置（スクラバー）等を通して排気し
ています。 

・⾼圧ガスの取扱いにあたっては、法令に準拠し、供給元・使⽤場所での安全管理を徹底
しています。 

・災害時に備え、建物の免震構造の採⽤や、浸⽔想定を踏まえた盛⼟による施設全般の配
置レベルの検討等、各種防災性能の充実を図ることにより、安全性の確保に努めていま
す。 
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表 3.4-1 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜化学薬品を使⽤する実験＞ 
本事業において購⼊したPRTR法該当品（令和５年）は、以下に⽰すとおりです。 
 
 
 
 

本事業において購⼊したPRTR法該当品 
PRTR 法該当品（購⼊実績及び利⽤予定のあるもの） 

1,2-ジクロロエタン 
1,3,5-トリメチルベンゼン 
1,4-ジオキサン 
1-オクタノール 
2-アミノエタノール 
N,N-ジメチルアセトアミド 
N,N-ジメチルホルムアミド 
n-ヘプタン 
N-メチル-2-ピロリドン 
アセトニトリル 
エタンチオール 
キシレン 
グルタルアルデヒド 
クロロベンゼン 
クロロホルム 
ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 
テトラヒドロフラン 
ドデシル硫酸ナトリウム 
トリエチルアミン 
トリクロロ酢酸 
トルエン 
ノルマルヘキサン 
ピリジン 
ポリ（オキシエチレン）ドデシルエーテル硫酸エステルナトリウム 
ポリ（オキシエチレン）ノニルフェニルエーテル 
ホルムアルデヒド 
メチルアミン 
四塩化炭素 
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表 3.4-2(1) 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 
    本事業における使⽤核種は、以下に⽰すとおりです。 

 
本事業における使⽤核種 

使⽤核種 
3Ｈ    

14Ｃ    
32Ｐ    
35Ｓ    
45Ｃａ   
51Ｃｒ   

125Ｉ    
33Ｐ    

 
＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 

本事業においては、感染症法で分類される⼀〜四種病原体は、使⽤していません。 
遺伝⼦組換え実験においては、カルタヘナ法の第⼆種使⽤等※に該当する施設、

設備その他の構造物の外の⼤気、⽔⼜は⼟壌中への遺伝⼦組換え⽣物等の拡散を防
⽌する意図をもって⾏う使⽤等の措置（拡散防⽌措置）を執って⾏っており、「研究
開発等に係る遺伝⼦組換え⽣物等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき拡散防⽌措
置等を定める省令」で定義される以下の拡散防⽌措置を施すことによって実施でき
るレベルの実験までを実施しています。 

 
    ・微⽣物使⽤実験：P1レベル並びにP2レベルの実験（概ねクラス１、２の⽣物（表

3.4-2(2)参照）を取扱う実験）を⾏っており、P3レベル以上の
実験は⾏っていません（表3.4-2(3)参照）。 

    ・動物使⽤実験 ：P1Aレベル並びにP2Aレベルの実験（概ねクラス１、２の⽣
物（3.4-3(2)参照）を取扱う実験）を⾏っており、P3Aレベル
の実験は⾏っていません（表3.4-2(4)参照）。 

 
＜実験動物を使⽤する実験＞ 
 実験動物として供給されるラット、マウス、モルモット、ハムスター、ウサギ、
イヌ、サル等を使⽤しています。 
 

 
 
 
 
 
※：遺伝⼦組換え⽣物の「第⼆種使⽤等」とは、「施設、設備その他の構造物の外の⼤気、⽔⼜は⼟壌中

への遺伝⼦組換え⽣物等の拡散を防⽌する意図を持って⾏う使⽤等」、すなわち、施設外の環境中へ
の組換え⽣物等の拡散を防⽌する措置を執った上で⾏う使⽤等であり、例えば実験室内での実験な
どが該当します。また、「保管」や「運搬」も該当します。（研究開発段階における遺伝⼦組換え⽣物
等の第⼆種使⽤等の⼿引き（平成30年３⽉版：⽂部科学省研究振興局ライフサイエンス課⽣命倫理・
安全対策室） 
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表3.4-2(2) 研究開発等に係る遺伝⼦組換え⽣物等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき 
拡散防⽌措置等を定める省令（平成16年１⽉29⽇⽂部科学省・環境省令第１号） 

第三条、実験分類 
実験分類の名称 各実験分類に属する宿主⼜は核酸供与体 

クラス１ 
微⽣物、きのこ類及び寄⽣⾍のうち、哺乳綱及び⿃綱に属する動物（ヒトを
含む。以下「哺乳動物等」という。）に対する病原性がないものであって、⽂
部科学⼤⾂が定めるもの並びに動物（ヒトを含み、寄⽣⾍を除く。）及び植物 

クラス２ 
微⽣物、きのこ類及び寄⽣⾍のうち、哺乳動物等に対する病原性が低いもの
であって、⽂部科学⼤⾂が定めるもの 

クラス３ 
微⽣物及びきのこ類のうち、哺乳動物等に対する病原性が⾼く、かつ、伝播
性が低いものであって、⽂部科学⼤⾂が定めるもの 

クラス４ 
微⽣物のうち、哺乳動物等に対する病原性が⾼く、かつ、伝播性が⾼いもの
であって、⽂部科学⼤⾂が定めるもの 
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表 3.4-2(3) 研究開発等に係る遺伝⼦組換え⽣物等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき 
拡散防⽌措置等を定める省令（平成 16 年⽂部科学・環境省令第１号） 

別表第⼆（第四条第⼀号関係） 
拡散防⽌措置の区分 拡散防⽌措置の内容 

⼀ Ｐ１レベル イ 施設等について、実験室が、通常の⽣物の実験室としての構造及び設備を有
すること。 

ロ 遺伝⼦組換え実験の実施に当たり、次に掲げる事項を遵守すること。 
(1) 遺伝⼦組換え⽣物等を含む廃棄物（廃液を含む。以下同じ。）については、

廃棄の前に遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するための措置を講ずること。 
(2) 遺伝⼦組換え⽣物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄⼜

は再使⽤（あらかじめ洗浄を⾏う場合にあっては、当該洗浄。 以下「廃
棄等」という。）の前に遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するための措置を講
ずること。 

(3) 実験台については、実験を⾏った⽇における実験の終了後、及び遺伝⼦
組換え⽣物等が付着したときは直ちに、遺伝⼦組換え⽣物等を不活化す
るための措置を講ずること。 

(4) 実験室の扉については、閉じておくこと（実験室に出⼊りするときを除
く。）。 

(5) 実験室の窓等については、昆⾍等の侵⼊を防ぐため、閉じておく等の必
要な措置を講ずること。 

(6) すべての操作において、エアロゾルの発⽣を最⼩限にとどめること。 
(7) 実験室以外の場所で遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するための措置を講じ

ようとするときその他の実験の過程において遺伝⼦組換え⽣物等を実
験室から持ち出すときは、遺伝⼦組換え⽣物等が漏出その他拡散しない
構造の容器に⼊れること。 

(8) 遺伝⼦組換え⽣物等を取り扱う者に当該遺伝⼦組換え⽣物等が付着し、
⼜は感染することを防⽌するため、遺伝⼦組換え⽣物等の取扱い後にお
ける⼿洗い等必要な措置を講ずること。 

(9) 実験の内容を知らない者が、みだりに実験室に⽴ち⼊らないための措置
を講ずること。 

⼆ Ｐ２レベル イ 施設等について、次に掲げる要件を満たすこと。 
(1) 前号イに掲げる要件 
(2) 実験室に研究⽤安全キャビネットが設けられていること（エアロゾルが

⽣じやすい操作をする場合に限る。）。 
(3) 遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するために⾼圧滅菌器を⽤いる場合には、

実験室のある建物内に⾼圧滅菌器が設けられていること。 
ロ 遺伝⼦組換え実験の実施に当たり、次に掲げる事項を遵守すること。 

(1) 前号ロに掲げる事項 
(2) エアロゾルが⽣じやすい操作をするときは、研究⽤安全キャビネットを

⽤いることとし、当該研究⽤安全キャビネットについては、実験を⾏っ
た⽇における実験の終了後に 及び遺伝⼦組換え⽣物等が付着したとき
は直ちに、遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するための措置を講ずること。 

(3) 実験室の⼊⼝及び遺伝⼦組換え⽣物等を実験の過程において保管する設
備（以下「保管設備」という。）に、「Ｐ２レベル実験中」と表⽰するこ
と。 

(4) 執るべき拡散防⽌措置がＰ１レベル、Ｐ１Ａレベル⼜はＰ１Ｐレベルで
ある実験を同じ実験室で同時に⾏うときは、これらの実験の区域を明確
に設定すること、⼜はそれぞれＰ２レベル、Ｐ２Ａレベル若しくはＰ２
Ｐレベルの拡散防⽌措置を執ること。 
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表 3.4-2(4) 研究開発等に係る遺伝⼦組換え⽣物等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき 
拡散防⽌措置等を定める省令（平成 16 年⽂部科学・環境省令第１号） 

別表第四（第四条第三号関係） 
拡散防⽌措置の区分 拡散防⽌措置の内容 

⼀ Ｐ１Ａレベル イ 施設等について、次に掲げる要件を満たすこと。 
(1) 実験室については、通常の動物の飼育室としての構造及び設備を有する

こと。 
(2) 実験室の出⼊⼝、窓その他の動物である遺伝⼦組換え⽣物等及び遺伝⼦

組換え⽣物等を保有している動物（以下「組換え動物等」という。）の逃
亡の経路となる箇所に、当該組換え動物等の習性に応じた逃亡の防⽌の
ための設備、機器⼜は器具が設けられていること。 

(3) 組換え動物等のふん尿等の中に遺伝⼦組換え⽣物等が含まれる場合に
は、当該ふん尿等を回収するために必要な設備、機器若しくは器具が設
けられていること、⼜は実験室の床が当該ふん尿等を回収することがで
きる構造であること。 

ロ 遺伝⼦組換え実験の実施に当たり、次に掲げる事項を遵守すること。 
(1) 別表第⼆第⼀号ロ(1)から(6)まで、(8)及び(9)に掲げる事項 
(2) 実験室以外の場所で遺伝⼦組換え⽣物等を不活化するための措置を講じ

ようとするときその他の実験の過程において組換え動物等を実験室か
ら持ち出すときは、遺伝⼦組換え⽣物等が逃亡その他拡散しない構造の
容器に⼊れること。 

(3) 組換え動物等を、移⼊した組換え核酸の種類⼜は保有している遺伝⼦組
換え⽣物等の種類ごとに識別することができる措置を講ずること。 

(4) 実験室の⼊⼝に、「組換え動物等飼育中」と表⽰すること。 
⼆ Ｐ２Ａレベル イ 施設等について、次に掲げる要件を満たすこと。 

(1) 別表第⼆第⼆号イ(2)及び(3)に掲げる要件 
(2) 前号イに掲げる要件 

ロ 遺伝⼦組換え実験の実施に当たり、次に掲げる事項を遵守すること。 
(1) 別表第⼆第⼀号ロ(1)から(6)まで、(8)及び(9)並びに第⼆号ロ(2)及び(4)

に掲げる事項 
(2) 前号ロ(2)及び(3)に掲げる事項 
(3) 実験室の⼊⼝に、「組換え動物等飼育中（Ｐ２）」と表⽰すること。 
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表 3.4-3 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

  建物の供⽤時には、以下に⽰す対応（実験に関する管理計画、管理組織の整備、管
理規程の策定、社内の教育・研修の実施、災害・事故時の対応、排⽔計画、排気計画、
⾼圧ガスの取扱い、防災等に関する計画）を図っていることから、対象事業実施区域
周辺の安全性を確保していると考えます。 

 
(ｱ) 実験に関する管理計画等  
＜化学薬品を使⽤する実験＞ 

実験については、「⿇薬及び向精神薬取締法」、「毒物及び劇物取締法」、「医薬品、
医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（以下、「薬機法」と
いう）、並びに「消防法」等を遵守し、実験を実施しています。 

実験操作、作業について訓練された実験従事者のみが実験を実施しています。 
実験エリアを特定し、実験を実施する実験室については、関係法令を遵守した実

験室運⽤規程を定めています。 
薬品を使⽤する実験を実施するエリアは、セキュリティカードにより厳重に管理

しています。 
特に、⿇薬及び向精神薬取締法、毒物及び劇物取締法、薬機法に基づき規定され

る⿇薬、向精神薬、毒物、劇物、毒薬、劇薬、指定薬物などの薬品については、そ
れぞれの法令に準拠した⽅法で、適正に保管、管理しています。 

また、消防法に基づく危険物第 4 類を主体とした危険物（試薬や溶媒類）は法令
及び届け出る指定数量を遵守して保管、管理しています。廃棄薬品や実験廃液につ
いては、許可を有する産業廃棄物処理業者に処理を委託しています。 

 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 

「放射性同位元素等の規制に関する法律」に基づき、実験を実施しています。 
教育訓練を受けた者のみが、社内で承認された使⽤計画書に従いRIを実験に使⽤

しています。 
W-09棟内に、「放射性同位元素等の規制に関する法律」に基づき、RIを使⽤する

エリアを管理区域と定めています。 
管理区域⼊退出においては、教育訓練を受けて登録されたセキュリティカードを

持つ者のみが⼊退出できる体制を整えています。⼊退出記録は個⼈認証により⾃動
的に記録、管理しています。 

RIの貯蔵施設、廃棄物貯蔵施設等は、管理区域内でもさらにセキュリティのレベ
ルを上げ、厳重に管理しています。管理区域からの⼊退出エリア、並びに貯蔵施設
内や廃棄物貯蔵施設内については監視カメラによる記録監視を⾏っています。 

RIの使⽤量や廃棄量、あるいは管理区域外の放射線量を随時、記録、管理してい
ます。管理区域からの外部への排気、排⽔、廃棄物（実験廃液を含む）処分に関し
ては、外部への拡散を防⽌するための設備・システムを整えています。実験従事者
等が管理区域から外へ退出する際に汚染検査を⾏える設備を設けています。また、
RI廃棄物（廃液を含む）については、専⾨業者に引渡して処分しています。 
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表 3.4-4 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」並びに「遺伝⼦組換

え⽣物等の使⽤等の規制による⽣物の多様性の確保に関する法律」（カルタヘナ法）に
基づき、実験を⾏っています。 

病原体や遺伝⼦組換え⽣物等の取扱いに関する教育・訓練を受けた者のみが実験に
従事しています。 

本事業における施設には、バイオセーフティレベル 2（BSL-2）までの実験を⾏う、
P1 並びに P2 実験室、実験動物を飼育する P1A 並びに P2A 飼育室を備えており、こ
れらの実験室や実験動物飼育室は、あらかじめ「研究開発等に係る遺伝⼦組換え⽣物
等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき拡散防⽌措置等を定める省令」に基づく設備要
件に従い、P1、P2 あるいは P1A、P2A の指定を⾏っています。 

これらの実験室を有するエリアへの⼊退出においては、セキュリティカードを持つ
者のみが⼊退出できる体制を整えています。 

研究棟の当該実験を実施する実験エリアでは専⽤の履物・実験着を着⽤し、万⼀、
実験室等で床にこぼれた場合でも、履物等を通じて実験エリア外に微⽣物等が出るこ
とのないようにしています。 

また、実験に使⽤した微⽣物並びに遺伝⼦組換え⽣物等については、⽣物の特性に
応じて施設内で不活化処理（⾼圧蒸気滅菌処理もしくは塩素処理等）したのち、許可
を有する産業廃棄物処理業者に処理を委託しています。 
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表 3.4-5 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜実験動物を使⽤する実験＞ 
「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、研究に⽤いられる実験動物の取扱

いについては、当社が定めた「実験動物の飼育と使⽤に関する指針」に従い、動物に
できる限り苦痛を与えないように配慮した取り組みを実践しています。 

動物に対する福祉的配慮や⼈や環境への安全性の確保を⽬的とした教育・訓練を実
施し、社内資格登録制度※1 に基づいて認定された実験従事者や飼育担当者が業務に従
事しています。 

実験動物の飼育室や実験室は、W-09 棟の建物内のみに設けています。 
実験動物を飼育するエリアへの⼊退出においては、セキュリティカードを持つ者の

みが⼊退出できる体制を整えています。 
実験動物は、飼育室にて逸⾛できないように専⽤のケージ等で飼育しています。さ

らに飼育室や実験動物を扱う実験室から W-09 棟外に通じる通路には 3 つ以上の扉を
設置し、また近接する扉については同時に開かないように⼯夫し、実験動物が逸⾛で
きない措置を講じています。 

実験に使⽤した実験動物は、すべて安楽死させたのち、施設内において⼀時的に適
正に保管し、許可を有する産業廃棄物処理業者に処理を委託しています。 

また、万が⼀、実験動物が施設外に逸⾛した場合は、直ちに選任獣医師や飼育施設
管理責任者に報告し、実験動物の捕獲に努めると共に保健所及び警察署に届け出ま
す。加えて、逸⾛した実験動物が特定外来⽣物（サル）の場合は環境省、遺伝⼦組換
え動物の場合は⽂部科学省に届け出ます。 

全ての動物実験は、社外の⼀般市⺠を審査委員に加えた実験動物委員会で、より客
観的に研究の妥当性を審査し、社会環境の変化や科学の進歩に対応した改善を⾏って
います。このような取組みが世界的な第三者評価機関である AAALAC International※2

により評価され、本事業における施設でも、この認証を取得しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１：社内資格登録制度とは、実務経験が豊富で⾼い技術・知識レベルを有するトレーナーにより、動物

福祉、疾病統御、労働安全衛⽣、動物飼育管理、動物施設⼊退法及び動物種別の実験⼿技等につい
て教育を受けた者を登録する制度です。当施設で動物関連の業務に従事する者は本教育の受講を必
須としております。 

※2：AAALAC International（Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care 
International）とは、任意の評価認証プログラムを通じて、科学社会における動物の⼈道的な取扱
いを推進する⺠間⾮営利組織であり、50 か国の 1,100 を超える施設（2024 年４⽉現在）が認証を
取得しています。 
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表 3.4-6 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｲ) 管理組織の整備 
＜化学薬品を使⽤する実験＞ 

化学薬品を使⽤する実験の管理体制ならびに化学薬品の保管に関する管理体制を
置き、これらを統括する形で事業所代表を最⾼責任者に位置づけています（図3.4-1
参照）。 

化学薬品を使⽤する実験の管理は、本部⻑を責任者とした実験管理体制としてい
ます。⼀般実験に関しては実験操作・作業について訓練を受けた実験従事者のみが
実施し、各研究部の基本組織⻑を⻑として、職制を通じた指導、連絡、報告を⾏う
実験管理体制（図3.4-1左側）を整えています。 

⼀⽅で、各種法令により規制される薬品は施錠管理されたエリアに保管するとと
もに、研究業務推進部⻑（化学物質管理責任者）の下に、以下のような薬品を保管
管理する体制（図3.4-1右側）を敷いています。 

⿇薬は法令に従い、⿇薬管理責任者を選任し、⿇薬管理担当者（法令上の⿇薬研
究者にあたる）は購⼊量、使⽤量、保管量等を記録するとともに、薬品庫に保管し
て施錠管理しています。向精神薬は法令に従い、本事業における施設を向精神薬試
験研究施設として登録しています。向精神薬等管理責任者を選任し、向精神薬等管
理担当者に購⼊量、使⽤量、保管量等を記録させるとともに、薬品庫に保管して施
錠管理させています。毒物、劇物、毒薬、劇薬は法令に従い、毒劇物等管理責任者
を選任しています。毒劇物等管理責任者は、毒劇物等管理担当者による保管庫に所
定の表⽰を指⽰し、他の薬品と分けて保管し、さらに定期的な数量管理とその報告
も⾏わせています。指定薬物は法令に従い、指定薬物管理責任者を選任しています。
指定薬物管理責任者は、指定薬物管理担当者による保管庫に所定の表⽰を指⽰し、
他の薬品と分けて保管し、さらに定期的な数量管理とその報告を⾏わせています。
また、消防法に基づく危険物第 4 類を主体とした危険物（試薬や溶媒類）は危険物
保安監督者を選任し、保管量の適正な管理を⾏っています。また、⿇薬管理責任者、
向精神薬等管理責任者、毒劇物等管理責任者、指定薬物管理責任者、危険物保安監
督者は、法令等の改正などに応じ、各基本組織⻑に対し、管理変更等の指⽰を⾏い、
その変更に対しての対応を実施した旨の報告を基本組織⻑から受けることとして
います。⿇薬管理担当者、向精神薬等管理担当者、毒劇物等管理担当者、指定薬物
管理担当者は、実験従事者に対し、取扱いについて助⾔を⾏い、対応状況の報告を
受けることとしています。 
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表 3.4-7 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

 

 
図 3.4-1 化学薬品を使⽤する実験管理体制と保管管理体制 
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表 3.4-8 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 
密封されていない放射性同位元素（以下「⾮密封放射性同位元素」という。）を使

⽤する場合は、事業所代表の責任の下、関係法令、および原⼦⼒規制委員会に届け
出た本施設の「放射線障害予防規程」に定めた事項を遵守すると共に、以下の管理
体制を敷いています（図 3.4-2 参照）。 

放射線取扱主任者は、放射線障害の防⽌についての監督、組織の⻑等への意⾒及
び放射線施設に⽴ち⼊る者に対して法令や予防規程の遵守を確保するための指⽰を
⾏っています。予防規程等の改廃等放射線障害防⽌について必要な事項を企画審議
するために、放射線安全委員会を設置しています。放射線安全委員会の構成メンバ
ーに関しては、事業所代表を委員⻑に、放射線取扱主任者、本部⻑、基本組織⻑、
安全管理統括者、RI 管理責任者、施設管理責任者、健康管理責任者、その他として
います。 

また、安全管理統括者は、放射性同位元素使⽤にかかわる安全管理、施設管理、
健康管理を統括しています。RI 管理責任者は、放射性同位元素の受⼊れ及び払出し、
使⽤、保管、運搬、廃棄、放射線施設等の点検、並びに教育及び訓練等に係る記録
を管理しています。 

 

図 3.4-2 RI 管理体制 
 

また、⾮密封放射性同位元素を使⽤する場合、その放射線業務従事者はあらかじ
め使⽤に係る計画書を作成し、当該使⽤計画書について放射線業務責任者、放射線
取扱主任者及び RI 管理責任者の同意のもとに基本組織⻑の承認を受けることとし
ています。放射線業務従事者は、計画書の主担当者に当該⾮密封放射性同位元素の
所在、保管量等の使⽤状況について把握させています。放射線業務従事者は、放射
線取扱主任者による放射線障害の防⽌についての監督下、⾮密封放射性同位元素を
使⽤しています。 

 
 
 

  

健康管理担当者

施設管理責任者 健康管理責任者

本部長

放射線取扱主任者 放射線安全委員会

事業所代表

施設管理担当者放射線業務従事者

放射線業務責任者

各基本組織長

RI管理責任者
（安全管理室長）

RI管理担当者

研究業務推進部長

安全管理統括者
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表 3.4-9 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 
遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験については、図3.4-3に⽰す管理体制を定め、

全体を統括する形で横浜研究所の機関の⻑を最⾼責任者に位置づけています。 
遺伝⼦組換え実験責任者は、各基本組織⻑の任命により、研修を受講した上で登

録しています。実験責任者は、実験従事者に対し、安全確保に関する教育訓練を⾏
うとともに、関連の法律・省令・告⽰、条例、並びに「遺伝⼦組換え⽣物等使⽤実
験の安全管理マニュアル」を遵守し、実験計画書に従って実験するよう、実験従事
者を指導・監督しています。 

 

 
図3.4-3 遺伝⼦組換え実験管理体制 

 
バイオセーフティ委員会は、ヒト／サル由来材料、病原微⽣物等、サル、並びに

遺伝⼦組換え⽣物等を⽤いる実験に係わる諸問題を調査・審議し、実験の円滑な推
進と安全確保を図る事を⽬的として設置しています（図3.4-4参照）。 

 

 
図3.4-4 バイオセーフティ委員会の構成 

 
実験責任者は、実験計画書をバイオセーフティ委員会に申請し、委員会の審査を

経て、機関の⻑の承認が下りたのち、実験を開始することとしています。 
 
 
 
 
 
 

  

バイオセーフティ
委員会

遺伝子組換え
実験従事者

事業所代表

本部長

基本組織長

遺伝子組換え
実験責任者

横浜研究所の 
機関の長 
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表 3.4-10 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜実験動物を使⽤する実験＞ 
実験動物の管理体制は、実験動物を⽤いた実験に係る諸問題を調査・審議し、実

験の円滑な推進と安全確保を図る事を⽬的に構築しています（図3.4-5参照）。 
事業所代表は、動物実験に関する最⾼責任者であり、試験計画書の最終承認及び

活動計画全般の実効性を確保するために必要な資源の配分に関する権限を有してい
ます。実験責任者は、本部⻑の下、各基本組織⻑が任命しています。 

実験動物委員会は、選任獣医師、scientific 委員、non-scientific 委員、社外の⼀
般市⺠で構成し、実験計画書審査、実験動物のケア及び使⽤に関するプログラムの
監視（施設調査報告、事例報告、実験計画承認後モニタリング報告等）、教育訓練等
を⾏っています。また、選任獣医師は本施設で使⽤される全ての実験動物の健康と
福祉に対する責任を有すると共に、この達成に向け、実験責任者・実験者を指導・
監督しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3.4-5 実験動物管理体制 

 
動物実験を⾏う際、実験責任者は、実験動物委員会に実験計画書を申請し、実験

動物委員会での審査を経て、事業所代表の承認が下りたのち、実験を開始するもの
としています。 
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表 3.4-11 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｳ) 管理マニュアル等の策定 
＜化学薬品を使⽤する実験＞ 

化学薬品の安全性及び取扱い対象の特性に応じて、化学物質取扱運⽤マニュアル
を作成、運⽤しています。法規制物質の取扱いについては、関連する法規制に基づ
き、⿇薬、向精神薬、毒物、劇物、毒薬、劇薬、指定薬物の管理マニュアルを定め
ています。加えて、⿇薬、向精神薬、毒物、劇物、毒薬、劇薬、指定薬物について
も適正使⽤と取扱いSOPを作成しています。また実験従事者の安全管理及び環境に
配慮した廃棄物の適正な処理を⾏うため、関係法令を遵守し実験室運⽤マニュアル
を作成しています。 

 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 

実験従事者の安全のほか環境汚染予防を図ることを⽬的に、RIの取扱いについて
は関連する法規制に従い、「放射線障害予防規程」を作成し、原⼦⼒規制委員会に提
出しています。予防規程の細則として、安全作業マニュアル、緊急時措置マニュア
ル等を作成しています。 
 
＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 

微⽣物並びに遺伝⼦組換え⽣物等の取扱いについては、実験の安全かつ適正な実
施を図ることを⽬的に、「バイオハザード安全管理マニュアル」並びに「遺伝⼦組換
え⽣物等使⽤実験の安全管理マニュアル」において、実施にあたり遵守すべき安全
確保の基準及び運⽤を⽰しています。また、これらの安全管理を主管するバイオセ
ーフティ委員会設置に関するマニュアルも設けています。 

「バイオハザード安全管理マニュアル」では、ヒト／サル由来材料、病原微⽣物
等、サルの使⽤実験を計画し、実施する際に遵守すべき安全確保の基準及び運⽤を
⽰し、実験の安全かつ適正な実施を図ることを⽬的に定め、実験を⾏う組織及び職
務、実験室の備えるべき要件、扱う対象となる微⽣物等の範囲（感染症法で⼀〜四
種病原体等を取り扱わない旨の記載）、実験計画の⽴案と実施、対象となる微⽣物の
⼊⼿・保管・運搬、事故時の措置、教育訓練及び健康管理、並びに記録の保管につ
いて規定しています。 

「遺伝⼦組換え⽣物等使⽤実験の安全管理マニュアル」では、遺伝⼦組換え⽣物
等の第⼆種使⽤等に当たって遵守すべき安全確保の基準及び運⽤を⽰し、使⽤等の
⾏為の安全かつ適正な実施を図ることを⽬的に定め、実験を⾏う組織及び職務、実
験室の備えるべき要件、実験計画の⽴案と実施、遺伝⼦組換え⽣物等の保管・運搬・
譲渡、事故時の措置、教育訓練及び健康管理、並びに記録の保管について規定して
います。 

「バイオセーフティ委員会マニュアル」は、委員会の構成要件、運営について規
定しています。 

諸⼿続きなどのマニュアルについては、社内ウェブサイト等に表⽰し、実験従事
者が随時閲覧できるようにしています。また、国内研究施設で発⽣している法令逸
脱事案に対し、本施設での発⽣を防⽌する⽬的で、遺伝⼦組換え⽣物等をこぼした
時の対応、遺伝⼦組換え動物の拡散防⽌SOP、遺伝⼦組換え製品納品時対応SOP等
を定めています。 
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表 3.4-12 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜実験動物を使⽤する実験＞ 
「実験動物の飼育と使⽤に関する規程」では、実験動物を⽤いた実験の実施に際

して、動物の福祉的な取扱いに関する考え⽅を明⽰すると共に、遵守すべき法規制
や労働安全衛⽣上の注意点を⽰しています。また、委員会の設置や実験計画の⽴案、
教育訓練、⾃⼰点検評価並びに検証、情報公開についても規定しています。 
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表 3.4-13 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｴ) 社内の教育・研修の実施 
防災、実験中の事故防⽌のため毎⽉開催する安全衛⽣委員会からのヒヤリハット

事例等の周知、共有などを⾏い実験従事者の意識向上に努めています。すべての実
験において、本部⻑を責任者とした実験管理体制とし、その下に組織される各基本
組織の⻑である各基本組織⻑（研究部⻑）、基本組織の下に位置づけられる個別組織
があり、その下に実験従事者が位置付けられています。⽇常の実験業務においては、
この職制を通じて指導等を⾏うので、この基本組織⻑が、各組織で責任を持って指
導を⾏っています。 

また、それぞれの実験の特性に応じて、以下のように教育研修を実施しています。 
 
＜化学薬品を使⽤する実験＞ 

予想される危険度に応じた実験操作、実験作業について訓練済みの実験従事者が
実験を⾏うことで安全性を確保しています。新たに配属される実験従事者等に対し
て、法規制のある薬品等に関する取扱いの研修を実施し、その後も実験従事者につ
いては講習を年１回以上⾏っています。加えて、社内ホームページに関連マニュア
ルを掲載するなどしてルールの周知を徹底しています。また、法律の改正等が⾏わ
れた場合は、その変更に応じて社内マニュアルを改定し、研修を⾏うなどその周知
を図ります。 

 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 

放射線管理区域に⽴⼊る者および放射性同位元素等の取扱業務に従事する者に対
し、予防規程の周知等を図っているほか、放射線障害の発⽣を防⽌するために必要
な教育および訓練を実施しています。法令に従い、初めて管理区域に⽴⼊る前に初
回教育訓練を実施し、管理区域に⽴⼊った後にあっては１年ごとに定期教育訓練を
実施しています。また、管理区域に⼀時的に⽴⼊る者については、放射線障害の発
⽣を予防するために必要な注意事項を熟知させています。 

 
＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 

実験責任者並びに実験従事者に対し、関連法令及び社内運⽤マニュアルを熟知さ
せるとともに、実験に伴う災害を防⽌するために、教育訓練を⾏っています。 

本施設で遺伝⼦組換え実験に初めて従事する際に、関連する法規制や拡散防⽌措
置の⼿法、安全キャビネットや⾼圧蒸気滅菌器の使⽤⽅法などを理解させ、安全に
実験を⾏うための導⼊研修を⾏っています。本研修を受講した者のみ、本施設で遺
伝⼦組換え実験に従事できるものとし、遺伝⼦組換え実験従事者並びに実験責任者
を対象に年次講習を年１回実施し、法規制の変更点、他施設での事故・違反事例と
その対策の共有などについての内容を周知させています。実験責任者に対しては、
さらに実験責任者の責務の再確認、⼿続きの変更点などを周知させています。この
ほかに、施設運営に係る実験動物飼育担当者に対し、⽇常の作業の中での注意点、
異常発⽣時の対応⽅法等について、導⼊時及び年１回開催の研修で周知させていま
す。 
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表 3.4-14 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜実験動物を使⽤する実験＞ 
実験動物の飼育と使⽤に関わるすべての従事者に対して教育訓練の受講を義務づ

け、これにより動物福祉と従事者の労働安全衛⽣の達成を⽬的としています。 
本施設で動物実験に従事する際には、事前に動物実験従事者に対して、実験動物

総論及び実験動物種毎の教育を⾏うと共に、実験責任者に対してはその責務や異常
発⽣時の対応等について教育を⾏っています。また、飼育管理を⾏うケアテーカー
についても飼育管理に関する教育訓練を実施し、専⾨性に応じた教育訓練の受講を
必須としています。さらに、継続研修として年１回の講習会（最新の動物福祉に関
する情報や事例報告の共有等）の受講を義務づけています。 
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表 3.4-15 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｵ) 災害・事故時の対応 
防⽕・防災にあたっては、事業所代表を管理権原者とし、防⽕･防災管理者を選任

するとともに、消防計画、地震対策等について審議する防⽕･防災管理委員会を設置
しています。 

災害・事故時については、今後策定する消防計画に従い、消⽕、避難誘導などの
初期対応を図るとともに、法令に則って消防計画作成届出書、防⽕・防災管理者選
任届出書、⾃衛消防組織設置届出書を⼾塚消防署へ提出しました。 

災害、事故等が発⽣した場合はすぐに管理部署等に連絡することとし、従業員の
安全の確保を図るとともに策定した消防計画に従い、本施設内外への災害、被害の
拡⼤の防⽌に努めることとしています。⽕事等が発⽣した場合に備え、⾃衛消防組
織を設置し、所轄消防署が対応開始する前に初期消⽕に努めることができるように
しました（図3.4-6、図3.4-7参照）。 

 
＜化学薬品＞ 

薬品については法令等について従事者に周知、教育し、定められた⽅法により適
正に使⽤及び廃棄することを徹底しています。万⼀、誤廃棄や漏洩などが発⽣した
場合はその旨を保健所、警察署、または消防機関等の関係機関に届け出るとともに
必要な応急の措置を講じることとしています。 

 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））＞ 

放射性同位元素等に関し、地震、⽕災、運搬中の事故等の災害が起ったことによ
り放射線障害が発⽣した場合、細則「緊急時措置マニュアル」に従い、直ちに災害
の拡⼤防⽌、通報および避難警告等応急の措置を講じることとしています。放射線
取扱主任者またはRI管理責任者は、前項の事態が⽣じた場合は、直ちに関係機関に
通報するとともに遅滞なく原⼦⼒規制委員会（運搬中の事故は、原⼦⼒規制委員会
に加え国⼟交通⼤⾂）に届出を⾏うこととしています。放射性同位元素等が盗取ま
たは所在不明が⽣じたとき、または、管理区域外に漏洩した場合、細則「緊急時措
置マニュアル」に従い、発⽣した旨を直ちに原⼦⼒規制委員会に報告し、さらにそ
の状況およびそれに対する処置、経過などについても報告することとしています。 

 
＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等＞ 

実験実施中に、遺伝⼦組換え⽣物等を床にこぼすなどの事故が発⽣した際には、
マニュアルに則り、直ちに拡散を防⽌する措置を講じることとしています。施設設
備担当者は、施設外へ漏出しないよう、施設外への排⽔の停⽌などの措置を執るこ
ととしています。 

施設外への漏出の恐れや遺伝⼦組換え⽣物の紛失が⽣じた際には、⽂部科学省に
報告し、対応等の指⽰に従うこととしています。 
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表 3.4-16 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

＜実験動物＞ 
万⼀、実験動物が施設外に逸⾛した場合は、直ちに選任獣医師や飼育施設管理責

任者に報告し、実験動物の捕獲に努めると共に保健所及び警察署に届け出ることと
しています。加えて、逸⾛した実験動物が特定外来⽣物（サル）の場合は環境省、
遺伝⼦組換え動物の場合は⽂部科学省に届け出ることとしています。 

 
＜災害時の連絡体制、⾃衛消防組織＞ 

災害時の連絡フローは図3.4-6に、⾃衛消防組織の編成図は図3.4-7に⽰すとおりで
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3.4-6 災害発⽣時の連絡フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

災害発⽣ 
（発⾒者） 

【社内緊急連絡】 
・事業所代表 
・管理部署⻑・管理部署担当者 
・防⽕・防災管理者 
・⾃衛消防組織 

⾏政関連部署 
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表 3.4-17 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

（現地対策本部 組織図） 

 
 
 
 
 
 
⾃衛消防隊組織図 

 
 
（⾃衛消防地区隊組織図） 

 
図 3.4-7 ⾃衛消防組織の編成図 

 

＜研究機能現地対策本部（地震）＞
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初期消⽕統括班
（初期消⽕班）

避難誘導統括班
（避難誘導班） 応急救護班 警備担当研究リソース班

⾃衛消防地区隊

⾃衛消防組織統括管理者
（⾃衛防災隊⻑）

（⾃衛消防組織統括者）
＜⾃衛消防本部隊＞

＜⾃衛消防隊＞

⾃衛消防地区隊

通報連絡班 初期消⽕班 避難誘導班 応急救護班
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表 3.4-18 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｶ) 排⽔計画 
排⽔計画は下記及び図3.4-8(1)〜(6)に、排⽔処理⽅式は表3.4-19-1に⽰すとおり

です。 
 
＜⽣活系排⽔＞ 

⽣活系⼀般汚⽔排⽔は、公共下⽔道に放流しています。 
事務エリアに計画している社員⾷堂の厨房排⽔は、油⽔分離槽（グリーストラッ

プ）を介し、排⽔処理設備で処理後、公共下⽔道に放流しています。なお、油⽔分
離槽については、定期的に点検・清掃等を⾏っています。 
 
＜⼀般実験排⽔及び実験動物飼育排⽔＞ 

実験室からの排⽔及び実験動物飼育室からの排⽔は、排⽔処理設備にて適切な⼯
程で処理の上、下⽔の⽔質基準以下として公共下⽔道に放流しています。実験で使
⽤する薬品の廃棄薬品・廃液・⼀次洗浄⽔・⼆次洗浄⽔については、排⽔に流さず、
専⽤タンクで回収し、許可を有する産業廃棄物処理業者に処理を委託しています。 
また、排⽔処理する前の配管は、定期的に点検可能な場所に設置することで、容易 
に漏⽔を確認できる状態にし、漏出事故を防いでいます。 
 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））＞ 

RI実験室からの排⽔は、RI排⽔専⽤の処理設備において、貯留・希釈・放射線量
監視の上、法定の線量以下であることを確認した後に、実験室からの排⽔と同様の
⼯程で処理の上、公共下⽔道に放流しています。排⽔処理する前の配管は、定期的
に点検可能な場所に設置することで、容易に漏⽔を確認できる状態にし、漏出事故
を防いでいます。 
 
＜機械系＞ 

機械系排⽔（ボイラー・冷却塔等）は、温度の⾼い排⽔は降温槽で温度調整を⾏
い、排⽔処理設備で処理の上、下⽔の⽔質基準以下として公共下⽔道に放流してい
ます。 

 
なお、排⽔処理設備で処理した後の排⽔については、⾃動計測または定期的な⽔

質監視（モニタリング）を⾏い、⽔質管理を⾏っています。異常が⾒つかった場合
には、緊急貯留槽に切り替えられる計画とし、再度排⽔処理と⽔質監視を⾏った上、
下⽔の⽔質基準以下として公共下⽔道に放流しています。 

敷地内に降った⾬⽔は、そのまま公共下⽔道には流さず、「横浜市開発事業の調整
等に関する条例」に基づく⾬⽔流出抑制槽に貯めながら、少しずつ公共下⽔道に放
流し、公共下⽔道への負荷を軽減しています。また、省資源の観点から、⾬⽔を植
物灌⽔や⼀部のトイレ洗浄⽔に有効利⽤しています。 
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表 3.4-19 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

 

図 3.4-8(1) 排⽔フロー模式図（⽣活系排⽔） 
 

図 3.4-8(2) 排⽔フロー模式図（実験室系：⼀般実験排⽔） 
 

図 3.4-8(3) 排⽔フロー模式図（実験室系：実験動物飼育排⽔） 
 

図 3.4-8(4) 排⽔フロー模式図（実験室系：RI 排⽔） 
 

図 3.4-8(5) 排⽔フロー模式図（機械系：ボイラーブロー排⽔、冷却塔ブロー排⽔） 
 

 
図 3.4-8(6) 排⽔フロー模式図（⾬⽔） 

 
表 3.4-19-1 排⽔処理⽅式 

処理⽅式 処理⽅法 
⽣物処理 微⽣物の働きを利⽤し排⽔浄化を⾏う。 
中和処理 薬品によるpH調整により⽔質管理を⾏う。 

不活化処理 薬品による不活化処理を⾏う。 
 

  

⾬⽔流出抑制槽 公共下⽔道 
へ放流 ろ過消毒 

⾬⽔ 
⾬⽔貯留 ⾬⽔利⽤ 

公共下⽔道 
へ放流 

冷却塔ブロー排⽔ 

ボイラーブロー排⽔ 中和処理 ⽔質監視 
(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 

緊急貯留槽 

降温槽 

RI 排⽔ 
ＲＩ排⽔処理設備 

 
貯留 希釈 放射線量監視 

実験室系排⽔処理（⼀般実験排⽔）フローと同様 

体 

実験動物 
飼育排⽔ 固液分離 

液体 

産業廃棄物 
処理業者 回収 

実験室系排⽔処理（⼀般実験排⽔）フローと同様 

⼀般実験排⽔・ 
器具洗浄排⽔ ⽣物処理 公共下⽔道 

へ放流 不活化処理 中和処理 ⽔質監視 
(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 

緊急貯留槽 

⽣活系⼀般汚⽔排⽔ 

厨房排⽔ 油⽔分離槽(ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ) 

公共下⽔道へ放流 

⽣物処理 

NG 

OK 

NG 

OK 
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表 3.4-20 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｷ) 排気計画 
実験施設等の排気処理計画は、下記及び表3.4-20-1に⽰すとおりです。なお、フ

ィルタやスクラバーについては、定期的に点検・清掃等を⾏っています。 
 

＜化学薬品を使⽤する実験＞ 
化学薬品を取り扱う実験室で化学物質・粉じんの⾶散のおそれを伴う場合は、対

象物質に応じてHEPAフィルタ、活性炭フィルタや化学物質を除去する排気洗浄装
置（スクラバー）等を通して排気しています。 

 
＜放射性同位体（ラジオアイソトープ（RI））を使⽤する実験＞ 

RI実験室の排気は、RI専⽤フィルタを並列に設置し、⽚⽅の故障時にも機能が停
⽌しないようにバックアップを設けています。フィルタ通過後の放射線量は、常時
監視（モニタリング）を⾏っています。また、RI実験室は陰圧状態を担保し、管理
区域全体としても、室内空気の室外への漏出を防⽌するほか、各室差圧マノメータ
を設置することで、それらを容易に監視できるようにしています。 

 
＜微⽣物・遺伝⼦組換え⽣物等を使⽤する実験＞ 

空気中に微⽣物が⾶散しやすい実験を⾏う場合は、HEPAフィルタ（空気中から
細菌やウイルスなどの病原体や微粒⼦を除去するためのフィルタ）を装着した安全
キャビネット内で実施し、安全キャビネットからHEPAフィルタを通して排気して
います。 

 
＜実験動物を使⽤する実験＞ 

動物実験施設における排気は、対象物質に応じてHEPAフィルタ、活性炭フィル
タや脱臭装置（光触媒脱臭装置）等を通して排気しています。 

 
 

表 3.4-20-1 実験施設等の排気処理計画 
実験施設等 主な除去対象物質 除去処理⽅法 

⼀般実験施設 
有機溶媒等 
化学物質全般 

HEPA フィルタ 
活性炭フィルタ 
排気洗浄装置（スク
ラバー） 
 

対象物質除去に応じて HEPA フィル
タを設置しています。 

活性炭フィルタや噴霧した⽔等により
排気を洗浄する排気洗浄装置（スクラバ
ー）を通して、化学物質を除去していま
す。 

化学実験施設 

動物実験施設 臭気 

HEPA フィルタ 
活性炭フィルタ 
脱臭装置（光触媒脱
臭装置） 

対象物質除去に応じてや HEPA フィ
ルタを設置しています。 

活性炭フィルタや光触媒脱臭装置によ
り排気中の臭気を除去しています。 

RI 実験施設 放射性同位体 
プレフィルタ 
HEPA フィルタ 
活性炭フィルタ 

RI 専⽤フィルタを設置しています。 
フィルタ交換時に除去した物質が拡散

するのを防⽌する構造としています。 
注）HEPA フィルタ…空気中から細菌やウイルスなどの病原体や微粒⼦を除去するためのフィルタ 
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表 3.4-21 事後調査結果（安全管理等の実施状況） 
実施状況 

(ｸ) ⾼圧ガスの取扱い 
本事業においては、⾼圧ガスの使⽤・保管・管理を⾏っています。⾼圧ガスの取

扱いにあたっては、⾼圧ガス保安法に準拠し、供給元での安全管理（転倒防⽌等）
と、使⽤場所での安全管理を徹底しています。ガス漏洩による２次災害を防⽌する
ため、必要に応じてガスの流量監視や圧⼒監視を⾏い、⾮常の場合には元バルブで
の緊急遮断などを⾏っています。 

 
(ｹ) 防災等に関する計画 

本事業においては、災害時に備え、以下に⽰すとおり、建物の免震構造の採⽤や、
浸⽔想定を考慮した盛⼟による施設全般の配置レベルの検討等、各種防災性能の充
実を図ることにより、安全性の確保に努めています。 
 
・地震対策としては、主な建物は免震構造（⼀部の建物は耐震構造）の採⽤により、

建物の耐久性の向上を図っています。 
・浸⽔対策としては、柏尾川の氾濫による浸⽔が想定されていることを踏まえ、盛

⼟による地盤の嵩上げなど、施設全般の配置レベルを考慮しています。盛⼟の⾼
さについては、⼀律の⾼さではなく、緑道・緑地・スロープ・階段等を配置しな
がら、敷地の周囲から徐々に⾼さが上がるようにし、最⼤で約２ｍ（⻄側敷地）
の盛⼟を⾏っています。 

・災害⽤備品の整備・備蓄とともに、災害時の⼀時避難場所として、近隣の⽅々の
⼀時避難を受け⼊れられる場所を屋内外に設けています。 

・⽕災対策としては、アナログ式感知器導⼊による注意表⽰警報を利⽤し⽕災の早
期発⾒を図り、⽕災リスクの低減が可能な計画としています。この他にも、消防
法、横浜市⽕災予防条例等に基づき、各種消防設備を設けています（表 3.4-21-1
参照）。 

・防災センター、防災設備、排⽔処理設備、RI 実験室の排気設備等については、停
電時にも機能及び安全対策を維持できるよう⾮常電源対応としています。 

・薬品類や廃棄物の保管場所については、必要に応じて耐薬品性床や防液堤、転倒
防⽌策を図るなど対策を講じています。 

表 3.4-21-1 主な消防設備 
区 分 主な消防設備 

発⾒・通報 
・⾃動⽕災報知設備 
・ガス漏れ警報設備 
・⾮常放送設備 

避難 ・⾮常照明設備 
・誘導灯及び誘導標識 

初期消⽕ 
・消⽕器具 
・屋内消⽕栓設備 
・屋外消⽕栓設備 

本格消⽕ 
・消防⽤⽔ 
・連結送⽔管 
・連結散⽔設備 
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(2) 環境の保全のための措置の実施状況 
  安全に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表 3.4-22 に⽰すとおりです。 

 
表 3.4-22 環境の保全のための措置の実施状況（安全） 

環境の保全のための措置 実施状況 
・実験に関する管理組織・管理規程の運⽤、社

内の教育・研修等を継続的に実施し、適正な
安全管理対策を図ります。 

実験に関する管理組織・管理規程の運⽤、社
内の教育・研修等を継続的に実施し、適正な安
全管理対策を図っています。 

 

・実験設備については、⽇常的に点検整備を⾏
い、必要に応じて専⾨会社がメンテナンスを
⾏います。 

実験設備については、⽇常的に点検整備を⾏
い、必要に応じて専⾨会社がメンテナンスを⾏
っています。 

 

・実験動物を使⽤する実験は W-09 棟に限定し
て実施し、実験動物を扱う実験室や飼育室か
ら W-09 棟外に通じる通路には 3 つ以上の
扉を設置し、施設⾯での実験動物の逸⾛防⽌
策を講じます。 

実験動物を使⽤する実験は W-09 棟に限定
して実施し、実験動物を扱う実験室や飼育室か
ら W-09 棟外に通じる通路には 3 つ以上の扉
を設置し、施設⾯での実験動物の逸⾛防⽌策を
講じています。 

 

・建物が被災するなどにより、実験で使⽤する
薬品等が外部に漏出した場合の、近隣住⺠へ
の周知⽅法については、今後⼾塚区と協議の
上、供⽤時までに連絡体制を構築することを
検討します。 

建物が被災するなどにより、実験で使⽤する
薬品等が外部に漏出した場合の、近隣住⺠への
周知⽅法については、⼾塚区と協議の上、連絡
体制を構築しています。 
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3.4.2 事後調査結果の考察 
  評価書で⽰した環境保全⽬標は表 3.4-23 に⽰すとおりです。 
 

表 3.4-23 環境保全⽬標（安全） 
区 分 環境保全⽬標 

【供⽤時】 
建物の供⽤ 

薬品等の適正な管理を図り、対象事業実施区域周辺の安全性を確
保すること。 

 
  評価書で⽰した予測結果と事後調査結果の⽐較は、表 3.4-24 に⽰すとおりです。 

本事業では、計画⽴案時から各種安全管理対策の検討を進め、建物の供⽤時において、薬
品等の適正な安全管理対策（実験に関する管理計画、管理組織の整備、管理規程の策定、社
内の教育・研修の実施、災害・事故時の対応、排⽔計画、排気計画、⾼圧ガスの取扱い、防
災等に関する計画）を実施しています。 

このほか、表 3.4-22 に⽰したとおり、各種の環境の保全のための措置を講じました。 
以上のことから、環境保全⽬標「薬品等の適正な管理を図り、対象事業実施区域周辺の安

全性を確保すること。」は達成されているものと考えます。 
 

表 3.4-24 評価書で⽰した予測結果と事後調査結果の⽐較 
予測・調査項⽬ 評価書で⽰した予測結果 事後調査結果 

対象事業の実施によ
る安全性の確保 

本事業では、計画⽴案時から各種
安全管理対策の検討を進め、建物の
供⽤時において、薬品等の適正な安
全管理対策を実施することで、環境
保全⽬標「薬品等の適正な管理を図
り、対象事業実施区域周辺の安全性
を確保すること。」は達成されるも
のと考えます。 

本事業では、計画⽴案時から各種
安全管理対策の検討を進め、建物の
供⽤時において、薬品等の適正な安
全管理対策（実験に関する管理計
画、管理組織の整備、管理規程の策
定、社内の教育・研修の実施、災害・
事故時の対応、排⽔計画、排気計画、
⾼圧ガスの取扱い、防災等に関する
計画）を実施しています。 

  



 

 
 



 

 

 

 

 

 

3.5 景観 
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3.5 景観 
3.5.1 事後調査結果 
(1) 主要な眺望地点からの景観の変化 

主要な眺望地点からの眺望の状況は、表 3.5-1 に示す 17 地点について、現地写真撮影を
行い（表 3.5-2 参照）、予測時のフォトモンタージュと、供用後の写真を並記することにより
比較しました。主要な眺望地点からの眺望の状況は、図 3.5-1(1)～(17)に示すとおりです。 
計画建物が現れ景観が変化しましたが、主要な眺望地点からは、概して下記のとおりです。 
 
・対象事業実施区域から離れた眺望地点（地点１～７）からは、計画建物は突出して認識
されることはなく、柏尾川沿いの一連の建物群と連なる景観構成要素の一部として認識
されています。 

・西側敷地の西側及び南西側の離れた眺望地点（地点８～９）からは、計画建物は、建物
の外観デザインの工夫や色彩の配慮により、既存の市街地と連なる景観構成要素の一部
として認識されています。 

・柏尾川沿いの近傍の眺望地点（地点 10～13）等からは、柏尾川沿いの連続的なまとまり
のある建物群として認識されています。 

・西側敷地の西側近傍の眺望地点（地点 14～17）においては、工事前にあった万年塀を撤
去し、道路を拡幅整備するとともに、緑道・公園等の植栽を施すことで、植栽等と一体
となって、緑を感じられる道路沿道景観が形成されています。 
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表 3.5-1 主要な眺望地点(撮影地点) 

地点 主要な眺望地点 距離 
1 柏尾川南側 約560ｍ 
2 朝日橋 約530ｍ 
3 桜橋 約300ｍ 
4 上倉田団地前 約180ｍ 
5 戸塚小学校前 約230ｍ 
6 十八ノ区第二公園北側階段上 約400ｍ 
7 八坂神社前交差点付近 約110ｍ 
8 戸塚町交差点南側停車線付近 約140ｍ 
9 戸塚町486番地付近 約200ｍ 

10 豊田跨線橋 約 10ｍ 
11 上倉田南バス停付近 約 30ｍ 
12 西側敷地南側 約 30ｍ 
13 高嶋橋南東側 約 70ｍ 
14 西側敷地北西側（東方向を眺望） 約 30ｍ 
15 西側敷地北西側（南方向を眺望） 約 30ｍ 
16 西側敷地南西側（東方向を眺望） 約 20ｍ 
17 西側敷地南西側（北方向を眺望） 約 20ｍ 

注）距離は、対象事業実施区域境界からのおおよその直線距離を示しています。 
 

表 3.5-2 撮影条件 
使用カメラ Nikon Z６ 
使用レンズ Nikon NIKKOR Z 14-30mm f/4 S 
撮影高さ G.L. +1.5ｍ 
撮影日 2023年７月13日、８月28日 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、柏尾川沿いの既存樹木の背後に、計画建物の
頂部がわずかに認識されます。計画建物は突出することなく、認識される部分は頂部
の一部に限られており、景観に大きな変化はありません。 
 

図 3.5-1(1) 景観の変化（地点 1：柏尾川南側）  

計画建物(東側敷地) 計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、柏尾川沿いに西側敷地の計画建物が認識され
ます。計画建物は突出することなく、川沿いの一連の建物群と連なる景観構成要素の
一部として認識されています。 
 

図 3.5-1(2) 景観の変化（地点 2：朝日橋）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、柏尾川沿いに西側敷地の計画建物が認識され
ます。計画建物は左側の上倉田団地と相まって、柏尾川を軸とする一連の建物群と連
なる景観構成要素の一部として認識され、まとまりのあるスカイラインを形成してい
ます。 
 

図 3.5-1(3) 景観の変化（地点 3：桜橋）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、柏尾川の背後に西側敷地の計画建物が認識さ
れます。計画建物は川沿いの一連の建物群と連なる景観構成要素の一部として認識さ
れ、まとまりのあるスカイラインを形成しています。 
 

図 3.5-1(4) 景観の変化（地点 4：上倉田団地前）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、既存の街並みの上部に、西側敷地の計画建物
の頂部がわずかに認識されます。計画建物が認識される部分は、頂部の一部に限られ
ており、景観に大きな変化はありません。 
 

図 3.5-1(5) 景観の変化（地点 5：戸塚小学校前）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、既存の街並みの中に、計画建物が認識されま
す。計画建物は突出することなく、建物の外観デザインの工夫や色彩の配慮により、
既存の市街地と連なる景観構成要素の一部として認識されています。 
 

図 3.5-1(6) 景観の変化（地点 6：十八ノ区第二公園北側階段上）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、道路沿道に、西側敷地の計画建物北面等の一
部が認識されます。計画建物は、既存の中高層建築物等の建物群と連なる景観構成要
素の一部として認識されています。 

図 3.5-1(7) 景観の変化（地点 7：八坂神社前交差点付近）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、西側敷地の計画建物の一部が認識されます。
計画建物は、周辺の集合住宅の外壁から 50ｍ程度離して配置し、最上階の壁面を一部
後退させ高さを抑え、外観デザインの工夫や色彩の配慮等したことで、既存の中高層
建築物等の建物群と連なる景観構成要素の一部として認識されています。 
 

図 3.5-1(8) 景観の変化（地点 8：戸塚町交差点南側停車線付近）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、西側敷地の計画建物等が正面に認識されます。 
計画建物は、建物の外観デザインの工夫や色彩の配慮により、既存の市街地と連なる
景観構成要素の一部として認識されています。 

図 3.5-1(9) 景観の変化（地点 9：戸塚町 486 番地付近）  

計画建物 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、東側敷地のグラウンドや計画建物、その後方
に西側敷地の計画建物が認識されます。グラウンドが正面に開け開放的な空間が広が
るとともに、計画建物は連続的なまとまりのある建物群として認識されています。 

図 3.5-1(10) 景観の変化（地点 10：豊田跨線橋）  

計画建物 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、線路の背後に東側敷地の計画建物、その後方
に西側敷地の計画建物が認識されます。計画建物は、連続的なまとまりのある建物群
として認識されています。なお、東側敷地の計画建物については、外形等を変更して
いますが、西側敷地の計画建物の外観デザインと同様の外観デザインとすることで、
統一感のある景観形成に配慮しました。 

図 3.5-1(11) 景観の変化（地点 11：上倉田南バス停付近）  

計画建物(東側敷地) 計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、柏尾川左側に樹木越しに西側敷地の計画建物
の上部が認識され、柏尾川右側に東側敷地の計画建物等が認識されます。計画建物は、
川沿いの連続的なまとまりのある建物群として認識されています。また、工事前にあ
った動力橋を撤去したことから河川上空の見通しがよくなっています。なお、東側敷
地の計画建物については、外形等を変更していますが、西側敷地の計画建物の外観デ
ザインと同様の外観デザインとすることで、統一感のある景観形成に配慮しました。 

図 3.5-1(12) 景観の変化（地点 12：西側敷地南側）  

計画建物(東側敷地) 

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、道路及び柏尾川の背後に西側敷地の計画建物
等が認識されます。計画建物は、川沿いの連続的なまとまりのある建物群として認識
されています。 
 

図 3.5-1(13) 景観の変化（地点 13：高嶋橋南東側）  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、道路の背後に西側敷地の計画建物が認識され
ます。計画建物は、まとまりのある建物群として認識され、新たな道路沿道景観が形
成されています。 

図 3.5-1(14) 景観の変化（地点 14：西側敷地北西側（東方向を眺望））  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、道路の背後に西側敷地の計画建物が認識され
ます。計画建物は、周辺建物と概ね同程度の建物高さであり突出することはなく、ま
とまりのある建物群として認識されています。 

図 3.5-1(15) 景観の変化（地点 15：西側敷地北西側（南方向を眺望））  

計画建物(西側敷地) 
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【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、西側敷地の南西角付近の提供公園及び緑地、
その背後に計画建物が認識されます。工事前にあった万年塀が撤去され、道路が拡幅
整備されるとともに、植栽が施されたことで、提供公園や緑地が一体となって、緑を
感じられる道路沿道景観が形成されています。 

図 3.5-1(16) 景観の変化（地点 16：西側敷地南西側（東方向を眺望））  

計画建物(西側敷地) 



－ 133 － 

【予 測】 
 

 
【供用時】 
 

 
景観の 
変化 
 
 
 

 この地点からは、予測結果のとおり、西側敷地の南西角付近の提供公園及び緑地、
その背後に計画建物が認識されます。工事前にあった万年塀が撤去され、道路が拡幅
整備されるとともに、植栽が施されたことで、提供公園や緑地が一体となって、緑を
感じられる道路沿道景観が形成されています。 

図 3.5-1(17) 景観の変化（地点 17：西側敷地南西側（北方向を眺望））  

計画建物(西側敷地) 
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(2) 環境の保全のための措置の実施状況 
  景観に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表 3.5-3(1)～(5)に示すとおりです。 
 

表 3.5-3(1) 環境の保全のための措置の実施状況（景観） 
環境の保全のための措置 実施状況 

・「横浜市景観ビジョン」、「横浜市都市計画マ
スタープラン 戸塚区プラン 戸塚のまちづ
くり」等を踏まえ、街並みや周辺環境との調
和に配慮した計画とします。 

「横浜市景観ビジョン」に示される「商工業・
住居が混在した市街地」の方向性として、 
・街並みや周辺環境との調和に配慮した建築 
・建物等の形態の一部や色相などの統一に 
よる街並み形成 
「横浜市都市計画マスタープラン 戸塚区プ

ラン 戸塚のまちづくり」の中では、 
・桜並木の維持と更新 
・柏尾川を軸とした景観形成 
等が示されており、これらを踏まえ、街並みや
周辺環境との調和に配慮した計画としました
(図 3.5-1(1)～(17)及び表 3.5-3(2)～(5)参照)。 
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表 3.5-3(2) 環境の保全のための措置の実施状況（景観） 
環境の保全のための措置 実施状況 

・西側敷地の研究棟は、周辺の集合住宅の外壁
から 50ｍ以上離すように建物を配置すると
ともに、ひとつながりの長大な壁面とならな
いよう建物を分けて配置し、建物の外観デザ
インの工夫（単一な壁面として視認されない
よう、壁面の意匠上の分節化により視覚的な
変化をつけるなど）等の配慮を行います。 

・西側敷地の研究棟のうち西側の建物につい
ては、西側最上階の壁面を約 10ｍ後退させ
建物の西側高さを約 26ｍとする、建物西側
外壁の幅をそれぞれ約７ｍ小さくするなど
配慮します。 

西側敷地の研究棟は、周辺の集合住宅の外壁
から 50ｍ以上離すように建物を配置しまし
た。また、ひとつながりの長大な壁面とならな
いよう建物を分けて配置し、建物の外観デザイ
ンは、単一な壁面として視認されないよう、壁
面の意匠上の分節化により視覚的な変化をつ
けるなどの圧迫感低減の配慮を行いました。 
西側敷地の研究棟のうち西側の建物につい

ては、西側最上階の壁面を約 10ｍ後退させ建
物の西側高さを約 26ｍとし建物西側外壁の幅
をそれぞれ約７ｍ小さくするなど配慮しまし
た。 

 

 
西側敷地の西側に対しての計画建物の配慮状況① 

 
西側敷地の西側に対しての計画建物の配慮状況② 

  

西側マンション外壁から 
50ｍ以上離す 

長大な壁面とならないよう建物を分けて配置するとともに、
アースカラーを採用し、壁面の分節化により視覚的な変化を
つけた外観デザインの工夫 
(木立が連続するような表情を持つ縦基調の立面) 

前面の外壁幅を小さく 

前面の高さを低く 

緑道を配置し 
高木等を植栽 
 
工事前にあった 
万年塀を撤去し 
道路拡幅整備により 
歩道も整備 
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表 3.5-3(3) 環境の保全のための措置の実施状況（景観） 
環境の保全のための措置 実施状況 

・西側敷地においては、敷地外周の既存の万年
塀を撤去するとともに、近隣の皆様が利用で
きる緑道・公園等を確保して、連続するまと
まった緑の空間を創出すること、さらに道路
拡幅整備により歩道も拡幅整備するなど、街
の魅力向上に寄与する計画とします。 

西側敷地においては、工事前にあった万年塀
を撤去し、近隣の皆様が利用できる緑道・公園
等を整備し、サクラのほか四季折々に花が咲く
樹種を織り交ぜた、連続するまとまった緑の空
間を創出しました。さらに道路拡幅整備により
歩道も拡幅整備するなど、街の魅力向上に寄与
する整備を行いました。 

 

 

 

 
緑道 

 
緑道案内図 

 

 

 
 

 
緑道案内板（四季の花・実図鑑） 

 
緑道案内板（緑道に植えられているサクラ） 

 

  
公園（四ノ区公園） 道路拡幅整備後の歩道及び緑道 
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表 3.5-3(4) 環境の保全のための措置の実施状況（景観） 
環境の保全のための措置 実施状況 

・緑化にあたっては、多くの人の目に触れる場
所に緑を創出します。また、柏尾川沿いの桜
並木の連続性に配慮し、対象事業実施区域
内においても柏尾川沿いには、サクラを植
栽する計画とします。 

緑化にあたっては、緑道や柏尾川沿い等、多
くの人の目に触れる場所に緑を創出しました。 

 
また、柏尾川沿いの桜並木の連続性に配慮

し、柏尾川沿いにサクラを植栽しました。緑
道内にも桜を植栽しました。 

  
西側敷地 柏尾川沿いのサクラ列植(写真中の左側は計画地外の既存のサクラで、右側が計画地内のサクラ) 
 

  
緑道内のサクラ 
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表 3.5-3(5) 環境の保全のための措置の実施状況（景観） 
環境の保全のための措置 実施状況 

・周辺建物の色調と調和するよう、外壁にはア
ースカラーを取り入れる計画とします。 

周辺建物の色調と調和するよう、外壁にはア
ースカラーを取り入れました。 

 
周辺建物の色調と調和したアースカラーの採用状況 

 
西側敷地 W-03 前方の西側歩道上からの眺望（焦点距離 14 ㎜相当の画角） 

 
西側敷地 W-03 前方の西側歩道上からの眺望（焦点距離 35 ㎜相当の画角(点線内拡大)） 

アースカラー 
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3.5.2 事後調査結果の考察 
  評価書で示した環境保全目標は表 3.5-4 に示すとおりです。 
 

表 3.5-4 環境保全目標（景観） 
区 分 環境保全目標 

【供用時】 
建物の存在 

周辺景観との調和を図り、眺望を著しく阻害しないこと。 

 
  評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較は、表 3.5-5 に示すとおりです。 
  事後調査の結果、計画建物が現れ景観が変化しましたが、主要な眺望地点からの景観の変
化の程度は、予測結果と同様でした。対象事業実施区域から離れた眺望地点からは、計画建
物は突出して認識されることはなく、建物の外観デザインの工夫や色彩の配慮により、既存
の市街地と連なる景観構成要素の一部として認識されています。近傍では、連続的なまとま
りのある建物群として認識されるとともに、緑を感じられる道路沿道景観が形成されていま
す。 
このほか、表 3.5-3 に示したとおり、各種の環境の保全のための措置を講じました。 
以上のことから、環境保全目標「周辺景観との調和を図り、眺望を著しく阻害しないこと。」

は達成されているものと考えます。 
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表 3.5-5 評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較 
予測・調査項目 評価書で示した予測結果 事後調査結果 

主要な眺望地点から
の景観の変化 

供用時には、計画建物が現れ景観
が変化しますが、主要な眺望地点か
らは、概して下記のとおりと予測し
ます。 

 

 

・対象事業実施区域から離れた眺望
地点からは、計画建物は突出して
認識されることはなく、柏尾川沿
いの一連の建物群と連なる景観
構成要素の一部として認識され
ると予測します。 

・西側敷地の西側及び南西側の離れ
た眺望地点からは、計画建物は、
建物の外観デザインの工夫や色
彩の配慮により、既存の市街地と
連なる景観構成要素の一部とし
て認識されると予測します。 

・柏尾川沿いの近傍の眺望地点等か
らは、柏尾川沿いの連続的なまと
まりのある建物群として認識さ
れると予測します。 

・西側敷地の西側近傍の眺望地点に
おいては、既存の万年塀を撤去
し、道路を拡幅整備するととも
に、緑道・公園等の植栽を施すこ
とで、工場跡地から、整った道路
沿道景観に変化すると予測しま
す。計画建物は、緑道・公園等の
後方に視認され、植栽等と一体と
なって、緑を感じられる道路沿道
景観が形成されると予測します。 

 

事後調査の結果、計画建物が現れ
景観が変化しましたが、主要な眺望
地点からの景観の変化の程度は、下
記のとおり、予測結果と同様でし
た。 

 
・対象事業実施区域から離れた眺望
地点（地点１～７）からは、計画
建物は突出して認識されること
はなく、柏尾川沿いの一連の建物
群と連なる景観構成要素の一部
として認識されています。 

・西側敷地の西側及び南西側の離れ
た眺望地点（地点８～９）からは、
計画建物は、建物の外観デザイン
の工夫や色彩の配慮により、既存
の市街地と連なる景観構成要素
の一部として認識されています。 

・柏尾川沿いの近傍の眺望地点（地
点 10～13）等からは、柏尾川沿い
の連続的なまとまりのある建物
群として認識されています。 

・西側敷地の西側近傍の眺望地点
（地点 14～17）においては、工事
前にあった万年塀を撤去し、道路
を拡幅整備するとともに、緑道・
公園等の植栽を施すことで、植栽
等と一体となって、緑を感じられ
る道路沿道景観が形成されてい
ます。 

 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

【資 料 編】 

 

 

  



 



－ 資-1 － 

１．生物多様性（動物、植物、生態系） 
1.1 現地調査 

現地調査による確認種目録及び現地調査結果は、次頁以降に示すとおりです。 
  



－ 資-2 － 

内 外
1 トンボ イトトンボ アジアイトトンボ Ischnura asiatica ○ ○ ○ ○
2 アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis ○ ○ ○ ○ ○
3 セスジイトトンボ Paracercion hieroglyphicum ○ ○ ○
4 カワトンボ ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ○ ○ ○ ○
5 ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○ ○ ○
6 サナエトンボ オナガサナエ Melligomphus viridicostus ○ ○ ○
7 ウチワヤンマ Sinictinogomphus clavatus ○ ○ ○ ○

8 トンボ コフキトンボ Deielia phaon ○ ○ ○

9 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ○ ○ ○
11 ウスバキトンボ Pantala flavescens ○ ○ ○ ○ ○
12 カマキリ カマキリ オオカマキリ Tenodera sinensis ○ ○ ○

13 シロアリ ミゾガシラシロアリ ヤマトシロアリ Reticulitermes speratus ○ ○ ○
14 ハサミムシ マルムネハサミムシ コバネハサミムシ Euborellia annulata ○ ○ ○ ○ ○

15 バッタ カマドウマ カマドウマ Atachycines apicalis apicalis ○ ○ ○

16 ツユムシ セスジツユムシ Ducetia japonica ○ ○ ○

17 ツユムシ Phaneroptera falcata ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 キリギリス ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ○ ○ ○ ○
19 ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ○ ○ ○
20 ヒガシキリギリス Gampsocleis mikado ○ ○ ○

21 ヤブキリ Tettigonia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 コオロギ ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris ○ ○ ○ ○
23 ミツカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi ○ ○ ○ ○
24 エンマコオロギ Teleogryllus emma ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus micado ○ ○ ○ ○
26 カネタタキ カネタタキ Ornebius kanetataki ○ ○ ○ ○
27 ヒバリモドキ マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus ○ ○ ○ ○ ○
28 シバスズ Polionemobius mikado ○ ○ ○ ○
29 クサヒバリ Svistella bifasciata ○ ○ ○
30 バッタ ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○ ○ ○ ○
31 ヒナバッタ Glyptobothrus maritimus maritimus ○ ○ ○ ○ ○
32 ショウリョウバッタモドキ Gonista bicolor ○ ○ ○ ○ ○
33 トノサマバッタ Locusta migratoria ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 イナゴ コバネイナゴ Oxya yezoensis ○ ○ ○
35 ツチイナゴ Patanga japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ○ ○ ○ ○ ○
37 ヒシバッタ トゲヒシバッタ Criotettix japonicus ○ ○ ○ ○

38 ハネナガヒシバッタ Euparatettix insularis ○ ○ ○
39 ヒメヒシバッタ Tetrix minor ○ ○ ○
40 カメムシ ウンカ ゴマフウンカ Cemus nigroclyeatus ○ ○ ○

41 ヒメトビウンカ Laodelphax stratellus ○ ○ ○ ○ ○
42 トビイロウンカ Nilaparvata lugens ○ ○ ○
43 テラウチウンカ Terauchiana singularis ○ ○ ○

44 アオバハゴロモ アオバハゴロモ Geisha distinctissima ○ ○ ○
45 ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ○ ○ ○
46 チュウゴクアミガサハゴロモ Pochazia shantungensis ○ ○ ○
47 グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ Kallitaxila sinica ○ ○ ○

48 セミ クマゼミ Cryptotympana facialis ○ ○ ○

49 アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ○ ○ ○
50 ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis ○ ○ ○

51 ツクツクボウシ Meimuna opalifera ○ ○ ○ ○
52 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ○ ○ ○
53 アワフキムシ シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ○ ○ ○

54 ハマベアワフキ Aphrophora maritima ○ ○ ○

55 トゲアワフキムシ ムネアカアワフキ Hindoloides bipunctata ○ ○ ○
56 ヨコバイ トバヨコバイ Alobaldia tobae ○ ○ ○
57 ヒメアオズキンヨコバイ Batracomorphus diminutus ○ ○ ○

58 オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○ ○ ○
59 ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ○ ○ ○

60 キジラミ カエデキジラミ Psylla japonica ○ ○ ○
61 アブラムシ エンドウヒゲナガアブラムシ Acyrthosiphon pisum ○ ○ ○ ○
62 セイタカアワダチソウヒゲナガアブラムシ Uroleucon nigrotuberculatum ○ ○ ○ ○
63 サシガメ ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ○ ○ ○
64 ビロウドサシガメ Ectrychotes andreae ○ ○ ○

65 グンバイムシ アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ヘクソカズラグンバイ Dulinius conchatus ○ ○ ○ ○ ○

67 ナシグンバイ Stephanitis nashi ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 ツツジグンバイ Stephanitis pyrioides ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ハナカメムシ ヤサハナカメムシ Amphiareus obscuriceps ○ ○ ○

70 カスミカメムシ ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ○ ○ ○ ○ ○
71 ブチヒゲクロカスミカメ Adelphocoris triannulatus ○ ○ ○

72 アカホシカスミカメ Creontiades coloripes ○ ○ ○ ○

73 Pilophorus属の一種 Pilophorus sp. ○ ○ ○
74 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ○ ○ ○
75 ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus apicalis ○ ○ ○ ○ ○
76 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ○ ○ ○ ○
78 オオホシカメムシ オオホシカメムシ Physopelta gutta ○ ○ ○

79 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus ○ ○ ○ ○
80 ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris ○ ○ ○ ○
81 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ○ ○ ○
82 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 ヒメトゲヘリカメムシ Coriomeris scabricornis ○ ○ ○

84 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ○ ○ ○
85 ヒメヘリカメムシ スカシヒメヘリカメムシ Liorhyssus hyalinus ○ ○ ○ ○ ○

86 コブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus minutus ○ ○ ○

87 イトカメムシ イトカメムシ Yemma exilis ○ ○ ○

88 ナガカメムシ コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ○ ○ ○

89 オオメナガカメムシ Geocoris varius ○ ○ ○ ○

90 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ Gyndes pallicornis ○ ○ ○ ○ ○
91 サビヒョウタンナガカメムシ Horridipamera inconspicua ○ ○ ○

92 キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis ○ ○ ○

93 ツマベニヒメナガカメムシ Neortholomus scolopax ○ ○ ○ ○ ○
94 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ○ ○ ○ ○ ○ ○
95 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ○ ○ ○ ○ ○ ○
96 モンシロナガカメムシ Panaorus albomaculatus ○ ○ ○

97 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ○ ○ ○

98 カメムシ ウズラカメムシ Aelia fieberi ○ ○ ○ ○
99 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ○ ○ ○ ○ ○
100 ハナダカカメムシ Dybowskyia reticulata ○ ○ ○

計

調査結果
№ 目名 科名 種名 学名 春

季
夏
季

秋
季

対象事業

表 1.1-1(1) 確認種目録（昆虫類） 
 
  



－ 資-3 － 

内 外
101 キマダラカメムシ Erthesina fullo ○ ○ ○ ○ ○ ○

102 ナガメ Eurydema rugosa ○ ○ ○ ○ ○
103 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ○ ○ ○

104 エビイロカメムシ Gonopsis affinis ○ ○ ○

105 オオクロカメムシ Scotinophara horvathi ○ ○ ○

106 マルカメムシ マルカメムシ Megacopta punctatissima ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ○ ○
108 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ○ ○ ○ ○
109 アミメカゲロウ クサカゲロウ スズキクサカゲロウ Chrysoperla suzukii ○ ○ ○
110 トビケラ シマトビケラ シマトビケラ科の一種 Hydropsychidae sp. ○ ○ ○ ○ ○
111 ヒゲナガトビケラ アオヒゲナガトビケラ Mystacides azurea ○ ○ ○

112 チョウ ハマキガ ヨモギネムシガ Epiblema foenella ○ ○ ○
113 スギヒメハマキ Epiblema sugii ○ ○ ○ ○
114 スネブトヒメハマキ Phaecadophora fimbriata ○ ○ ○
115 マダラガ タケノホソクロバ Fuscartona martini ○ ○ ○ ○

116 セセリチョウ イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ○ ○ ○

117 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ○ ○ ○ ○ ○ ○

118 シジミチョウ ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ○ ○ ○

119 ツバメシジミ Everes argiades argiades ○ ○ ○ ○ ○

120 ウラナミシジミ Lampides boeticus ○ ○ ○ ○

121 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ○ ○ ○

122 ヤマトシジミ本土亜種 Zizeeria maha argia ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 タテハチョウ ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○ ○ ○ ○

124 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ○ ○ ○

125 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○ ○ ○ ○

126 ヒメアカタテハ Vanessa cardui ○ ○ ○

127 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus ○ ○ ○ ○ ○

128 アゲハチョウ ジャコウアゲハ本土亜種 Atrophaneura alcinous alcinous ○ ○ ○ ○

129 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ○ ○ ○ ○ ○ ○

130 キアゲハ Papilio machaon hippocrates ○ ○ ○

131 クロアゲハ本土亜種 Papilio protenor demetrius ○ ○ ○ ○ ○

132 アゲハ Papilio xuthus ○ ○ ○

133 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographa ○ ○ ○ ○ ○

134 キタキチョウ Eurema mandarina ○ ○ ○ ○ ○ ○

135 スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ○ ○

136 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○ ○ ○ ○

137 ツトガ ヨシツトガ Chilo luteellus ○ ○ ○ ○

138 シバツトガ Parapediasia teterella ○ ○ ○

139 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ○ ○ ○

140 メイガ アカマダラメイガ Oncocera semirubella ○ ○ ○

141 シャクガ フタテンオエダシャク Chiasmia defixaria ○ ○ ○ ○

142 ウスサカハチヒメシャク Scopula semignobilis ○ ○ ○

143 スズメガ オオスカシバ Cephonodes hylas hylas ○ ○ ○ ○ ○

144 ヤガ ナカジロシタバ Aedia leucomelas ○ ○ ○

145 イチジクキンウワバ Chrysodeixis eriosoma ○ ○ ○

146 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis ○ ○ ○

147 Hypena属の一種 Hypena sp. ○ ○ ○

148 テングアツバ Latirostrum bisacutum ○ ○ ○

149 ウンモンクチバ Mocis annetta ○ ○ ○

150 マメチャイロキヨトウ Mythimna stolida ○ ○ ○

151 スジシロキヨトウ Mythimna striata ○ ○ ○

152 ハエ ヒメガガンボ Limonia属の一種 Limonia sp. ○ ○ ○

153 ガガンボ Tipula属の一種 Tipula sp. ○ ○ ○

154 チョウバエ チョウバエ科の一種 Psychodidae sp. ○ ○ ○

155 ユスリカ ユスリカ科の一種 Chironomidae sp. ○ ○ ○
156 カ ヒトスジシマカ Aedes albopictus ○ ○ ○
157 キノコバエ キノコバエ科の一種 Mycetophilidae sp. ○ ○ ○
158 ムシヒキアブ アオメアブ Cophinopoda chinensis ○ ○ ○

159 シオヤアブ Promachus yesonicus ○ ○ ○ ○ ○

160 ツリアブ クロバネツリアブ Ligyra tantalus ○ ○ ○ ○

161 アシナガバエ マダラホソアシナガバエ Condylostylus nebulosusu. ○ ○ ○

162 Dolichopus属の一種 Dolichopus sp. ○ ○ ○ ○ ○
163 ハナアブ オオヒメヒラタアブ Allograpta iavana ○ ○ ○

164 キゴシハナアブ Eristalinus quinquestriatus ○ ○ ○

165 シマハナアブ Eristalis cerealis ○ ○ ○ ○ ○

166 ナミハナアブ Eristalis tenax ○ ○ ○ ○

167 ナミホシヒラタアブ Eupeodes bucculatus ○ ○ ○

168 フタホシヒラタアブ Eupeodes corollae ○ ○ ○

169 ツヤヒラタアブ Melanostoma orientale ○ ○ ○

170 シママメヒラタアブ Paragus fasciatus ○ ○ ○ ○ ○

171 Platycheirus属の一種 Platycheirus sp. ○ ○ ○

172 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○

173 キモグリバエ キモグリバエ科の一種 Chloropidae sp. ○ ○ ○

174 ミギワバエ ミナミカマバエ Ochthera circularis ○ ○ ○ ○

175 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○ ○

176 クロバエ オオクロバエ Calliphora nigribarbis ○ ○ ○

177 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ○ ○ ○

178 イエバエ ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ○ ○ ○

179 ニクバエ シリグロニクバエ Sarcophaga melanura ○ ○ ○

- Sarcophaga属の一種 Sarcophaga sp. ○ ○ ○
180 ヤドリバエ Ctenophorinia属の一種 Ctenophorinia sp. ○ ○ ○
181 Cylindromyia属の一種 Cylindromyia sp. ○ ○ ○
182 シナヒラタヤドリバエ Ectophasia rotundiventris ○ ○ ○
183 Exorista属の一種 Exorista sp. ○ ○ ○
184 マルボシヒラタヤドリバエ Gymnosoma rotundata ○ ○ ○
185 コウチュウ オサムシ アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomum ○ ○ ○

186 マルガタゴミムシ Amara chalcites ○ ○ ○

187 コマルガタゴミムシ Amara simplicidens ○ ○ ○

188 オオホシボシゴミムシ Anisodactylus sadoensis ○ ○ ○

189 Bembidion属の一種 Bembidion sp. ○ ○ ○

190 ヒメキベリアオゴミムシ Chlaenius inops ○ ○ ○

191 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○ ○ ○

192 チビヒョウタンゴミムシ Dyschirius ordinatus ○ ○ ○

193 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○ ○ ○ ○

194 ニセクロゴモクムシ Harpalus simplicidens ○ ○ ○

195 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○ ○ ○

196 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ○ ○ ○

197 チャバネクビナガゴミムシ Odacantha aegrota ○ ○ ○

198 ウスイロコミズギワゴミムシ Paratachys pallescens ○ ○ ○ ○ ○

199 ウスオビコミズギワゴミムシ Paratachys sericans ○ ○ ○

計
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－ 資-4 － 

内 外
200 イツホシマメゴモクムシ Stenolophus quinquepustulatus ○ ○ ○

201 クリイロコミズギワゴミムシ Tachyura fumicata ○ ○ ○

202 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ○ ○ ○ ○

203 ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ Cylindera kaleea yedoensis ○ ○ ○

204 ゲンゴロウ チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ○ ○ ○ ○

205 ガムシ セマルケシガムシ Cryptopleurum subtile ○ ○ ○

206 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis ○ ○ ○ ○

207 シデムシ オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica ○ ○ ○

208 ハネカクシ Atheta属の一種 Atheta sp. ○ ○ ○

209 クロズトガリハネカクシ Lithocharis nigriceps ○ ○ ○

210 アカバナガエハネカクシ Monocrypta pectoralis ○ ○ ○ ○

211 Stenus属の一種 Stenus sp. ○ ○ ○ ○

212 ユミセミゾハネカクシ Thinodromus sericatus ○ ○ ○ ○

213 マルハナノミ トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ○ ○ ○

214 コガネムシ アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ○ ○ ○ ○ ○

215 コアオハナムグリ Gametis jucunda ○ ○ ○ ○

216 オオクロコガネ Holotrichia parallela ○ ○ ○

217 ヒメトラハナムグリ本土亜種 Lasiotrichius succinctus tokushimus ○ ○ ○ ○

218 マルガタビロウドコガネ Maladera secreta ○ ○ ○

219 コガネムシ Mimela splendens ○ ○ ○

220 マメコガネ Popillia japonica ○ ○ ○

221 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarmorea ○ ○ ○ ○ ○

222 マルトゲムシ シラフチビマルトゲムシ Simplocaria bicolor ○ ○ ○

223 タマムシ タマムシ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima ○ ○ ○

224 クズノチビタマムシ Trachys auricollis ○ ○ ○

225 コメツキムシ サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ○ ○ ○

226 オオハナコメツキ Dicronychus nothus ○ ○ ○

227 ヨツモンミズギワコメツキ Fleutiauxellus quadrillum ○ ○ ○

228 クロツヤクシコメツキ Melanotus annosus ○ ○ ○ ○

229 カントウツヤミズギワコメツキ Oedostethus kanmiyai ○ ○ ○

230 コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus pullatus ○ ○ ○ ○

231 マダラチビコメツキ Prodrasterius agnatus ○ ○ ○

232 ジョウカイボン セボシジョウカイ Lycocerus vitellinus ○ ○ ○

233 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci ○ ○ ○

234 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ Intybia historio ○ ○ ○ ○ ○ ○

235 テントウムシ ムーアシロホシテントウ Calvia muiri ○ ○ ○

236 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○ ○ ○ ○ ○

237 マクガタテントウ Coccinula crotchi ○ ○ ○

238 フタモンクロテントウ Cryptogonus orbiculus ○ ○ ○ ○

239 ナミテントウ Harmonia axyridis ○ ○ ○ ○ ○

240 ダンダラテントウ Menochilus sexmaculatus ○ ○ ○ ○ ○

241 モンクチビルテントウ Platynaspidius maculosus ○ ○ ○ ○

242 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○ ○ ○ ○

243 クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata ○ ○ ○

244 ムネアカオオクロテントウ Synona consanguinea ○ ○ ○ ○ ○

245 キスイムシ キイロセマルキスイ Atomaria lewisi ○ ○ ○

246 マルガタキスイ Curelius japonicus ○ ○ ○

247 ホソヒラタムシ ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus trimaculatus ○ ○ ○

248 アリモドキ ケオビアリモドキ Anthelephila cribriceps ○ ○ ○

249 ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ○ ○ ○ ○ ○

250 キアシクビボソムシ Macratria japonica ○ ○ ○

251 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes ○ ○ ○

252 ニセクビボソムシ オビモンニセクビボソムシ Syzeton quadrimaculatus ○ ○ ○

253 ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum ○ ○ ○ ○

254 オオメキバネハムシダマシ Lagria rufipennis ○ ○ ○

255 カミキリムシ ヘリグロリンゴカミキリ Nupserha marginella ○ ○ ○

256 リンゴカミキリ Oberea japonica ○ ○ ○

257 キクスイカミキリ Phytoecia rufiventris ○ ○ ○ ○

258 ケシカミキリ Sciades tonsus ○ ○ ○

259 ハムシ アカバナカミナリハムシ Altica oleracea ○ ○ ○ ○ ○

260 ヘリグロテントウノミハムシ Argopistes coccinelliformis ○ ○ ○

261 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis nigripennis ○ ○ ○ ○

262 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ○ ○ ○ ○ ○

263 キバラヒメハムシ Charaea flaviventre ○ ○ ○ ○

264 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ○ ○ ○ ○

265 ヒトミヒメサルハムシ Cleoporus variabilis ○ ○ ○

266 バラルリツツハムシ Cryptocephalus approximatus ○ ○ ○

267 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ○ ○ ○ ○

268 ヒメトビハムシ Hermaeophaga adamsii ○ ○ ○

269 ドウガネサルハムシ Heteraspis lewisii ○ ○ ○ ○ ○

270 トホシクビボソハムシ Lema decempunctata ○ ○ ○ ○

271 クズクビボソハムシ Lema diversipes ○ ○ ○ ○ ○ ○

272 ヨモギアシナガトビハムシ Longitarsus succineus ○ ○ ○

273 ホタルハムシ Monolepta dichroa ○ ○ ○ ○ ○

274 ブタクサハムシ Ophraella communa ○ ○ ○

275 ツヤキバネサルハムシ Pagria grata ○ ○ ○ ○

276 マルキバネサルハムシ Pagria ussuriensis ○ ○ ○

277 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○ ○ ○ ○ ○

278 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis ○ ○ ○ ○

279 クロルリトゲハムシ Rhadinosa nigrocyanea ○ ○ ○ ○ ○

280 ゾウムシ メナガクチブトゾウムシ Calomycterus setarius ○ ○ ○ ○ ○

281 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus ○ ○ ○ ○ ○

282 アルファルファタコゾウムシ Hypera postica ○ ○ ○ ○

283 チビヒョウタンゾウムシ Myosides seriehispidus ○ ○ ○

284 ヒレルクチブトゾウムシ Pseudoedophrys hilleri ○ ○ ○ ○

285 ハチ ミフシハバチ ルリチュウレンジ Arge similis ○ ○ ○ ○ ○

286 ハバチ ハグロハバチ Allantus luctifer ○ ○ ○ ○

287 セグロカブラハバチ Athalia infumata ○ ○ ○ ○ ○

288 イヌノフグリハバチ Athalia kashmirensis ○ ○ ○

289 ニホンカブラハバチ Athalia japonica ○ ○ ○

290 カブラハバチ Athalia rosae ruficornis ○ ○ ○ ○

291 ヒメバチ マダラヒメバチ Pterocormus generosus ○ ○ ○
292 アリ オオハリアリ Brachyponera chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

293 イトウオオアリ Camponotus itoi ○ ○ ○ ○

294 クロオオアリ Camponotus japonicus ○ ○ ○ ○ ○

295 ヨツボシオオアリ Camponotus quadrinotatus ○ ○ ○ ○ ○

296 ウメマツオオアリ Camponotus vitiosus ○ ○ ○ ○ ○

297 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ○ ○ ○ ○ ○

298 キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis ○ ○ ○ ○

299 クロヤマアリ Formica japonica (s. l.) ○ ○ ○ ○ ○ ○

計

調査結果
№ 目名 科名 種名 学名 春

季
夏
季

秋
季

対象事業

表 1.1-1(3) 確認種目録（昆虫類） 
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表 1.1-1(4) 確認種目録（昆虫類） 

 
注 1)分類・配列は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 4 年度生物リスト」（国土交通省 河川

環境データベースホームページ）に準拠しました。 
注 2)門名と綱名は、すべて「節足動物門、昆虫綱」です。 
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内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外
1 トンボ イトトンボ アジアイトトンボ ○ ○ ○ ○
2 アオモンイトトンボ ○ ○ ○ ○
3 セスジイトトンボ ○ ○
4 カワトンボ ハグロトンボ ○ ○ ○
5 ヤンマ ギンヤンマ ○ ○ ○ ○
6 サナエトンボ オナガサナエ ○ ○
7 ウチワヤンマ ○ ○ ○ ○
8 トンボ コフキトンボ ○ ○
9 シオカラトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 オオシオカラトンボ ○ ○
11 ウスバキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 カマキリ カマキリ オオカマキリ ○ ○
13 シロアリ ミゾガシラシロアリ ヤマトシロアリ ○ ○
14 ハサミムシ マルムネハサミムシ コバネハサミムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 バッタ カマドウマ カマドウマ ○ ○
16 ツユムシ セスジツユムシ ○ ○
17 ツユムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 キリギリス ウスイロササキリ ○ ○ ○
19 ヒメギス ○ ○
20 ヒガシキリギリス ○ ○
21 ヤブキリ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 コオロギ ハラオカメコオロギ ○ ○ ○ ○
23 ミツカドコオロギ ○ ○ ○ ○
24 エンマコオロギ ○ ○ ○ ○ ○
25 ツヅレサセコオロギ ○ ○ ○ ○
26 カネタタキ カネタタキ ○ ○ ○ ○
27 ヒバリモドキ マダラスズ ○ ○ ○ ○ ○
28 シバスズ ○ ○ ○
29 クサヒバリ ○ ○
30 バッタ ショウリョウバッタ ○ ○ ○
31 ヒナバッタ ○ ○ ○ ○ ○
32 ショウリョウバッタモドキ ○ ○ ○ ○ ○
33 トノサマバッタ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 イナゴ コバネイナゴ ○ ○
35 ツチイナゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 オンブバッタ オンブバッタ ○ ○ ○ ○ ○
37 ヒシバッタ トゲヒシバッタ ○ ○ ○
38 ハネナガヒシバッタ ○ ○
39 ヒメヒシバッタ ○ ○
40 カメムシ ウンカ ゴマフウンカ ○ ○
41 ヒメトビウンカ ○ ○ ○ ○
42 トビイロウンカ ○ ○
43 テラウチウンカ ○ ○
44 アオバハゴロモ アオバハゴロモ ○ ○
45 ハゴロモ ベッコウハゴロモ ○ ○
46 チュウゴクアミガサハゴロモ ○ ○
47 グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ ○ ○
48 セミ クマゼミ ○ ○
49 アブラゼミ ○ ○
50 ミンミンゼミ ○ ○
51 ツクツクボウシ ○ ○ ○ ○
52 ニイニイゼミ ○ ○
53 アワフキムシ シロオビアワフキ ○ ○
54 ハマベアワフキ ○ ○
55 トゲアワフキムシ ムネアカアワフキ ○ ○
56 ヨコバイ トバヨコバイ ○ ○
57 ヒメアオズキンヨコバイ ○ ○
58 オオヨコバイ ○ ○ ○
59 ヒシモンヨコバイ ○ ○
60 キジラミ カエデキジラミ ○ ○
61 アブラムシ エンドウヒゲナガアブラムシ ○ ○ ○ ○
62 セイタカアワダチソウヒゲナガアブラムシ ○ ○ ○ ○
63 サシガメ ヨコヅナサシガメ ○ ○
64 ビロウドサシガメ ○ ○
65 グンバイムシ アワダチソウグンバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ヘクソカズラグンバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
67 ナシグンバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 ツツジグンバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 ハナカメムシ ヤサハナカメムシ ○ ○
70 カスミカメムシ ナカグロカスミカメ ○ ○ ○ ○
71 ブチヒゲクロカスミカメ ○ ○
72 アカホシカスミカメ ○ ○ ○ ○
73 Pilophorus属の一種 ○ ○
74 アカスジカスミカメ ○ ○
75 ウスモンミドリカスミカメ ○ ○ ○ ○
76 イネホソミドリカスミカメ ○ ○ ○ ○ ○
77 マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ ○ ○ ○
78 オオホシカメムシ オオホシカメムシ ○ ○
79 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ ○ ○ ○ ○
80 ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ ○ ○ ○
81 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ ○ ○
82 ホソハリカメムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 ヒメトゲヘリカメムシ ○ ○
84 ホシハラビロヘリカメムシ ○ ○
85 ヒメヘリカメムシ スカシヒメヘリカメムシ ○ ○ ○ ○
86 コブチヒメヘリカメムシ ○ ○
87 イトカメムシ イトカメムシ ○ ○
88 ナガカメムシ コバネナガカメムシ ○ ○
89 オオメナガカメムシ ○ ○ ○ ○
90 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ ○ ○ ○ ○ ○
91 サビヒョウタンナガカメムシ ○ ○
92 キベリヒョウタンナガカメムシ ○ ○ ○
93 ツマベニヒメナガカメムシ ○ ○ ○ ○ ○
94 ヒメナガカメムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
95 ヒゲナガカメムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
96 モンシロナガカメムシ ○ ○
97 シロヘリナガカメムシ ○ ○
98 カメムシ ウズラカメムシ ○ ○ ○
99 ブチヒゲカメムシ ○ ○ ○ ○
100 ハナダカカメムシ ○ ○
101 キマダラカメムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
102 ナガメ ○ ○ 　 ○
103 シラホシカメムシ ○ ○
104 エビイロカメムシ ○ ○
105 オオクロカメムシ ○ ○
106 マルカメムシ マルカメムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 アメンボ アメンボ ○ ○ ○ ○
108 ヒメアメンボ ○ ○ ○
109 アミメカゲロウ クサカゲロウ スズキクサカゲロウ ○ ○
110 トビケラ シマトビケラ シマトビケラ科の一種 ○ ○ ○ ○ ○

春季 夏季 秋季

任意 ライトトラップ 任意 ライトトラップ
№ 目名 科名 種名

対象事業
実施区域

調査結果

任意ライトトラップ

表 1.1-2(1) 現地調査結果（昆虫類） 
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内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外
111 ヒゲナガトビケラ アオヒゲナガトビケラ ○ ○
112 チョウ ハマキガ ヨモギネムシガ ○ ○
113 スギヒメハマキ ○ ○ ○ ○
114 スネブトヒメハマキ ○ ○
115 マダラガ タケノホソクロバ ○ ○ ○ ○
116 セセリチョウ イチモンジセセリ ○ ○ ○ ○
117 チャバネセセリ ○ ○ ○ ○ ○
118 シジミチョウ ウラギンシジミ ○ ○
119 ツバメシジミ ○ ○ ○ ○
120 ウラナミシジミ ○ ○ ○ ○
121 ベニシジミ ○ ○
122 ヤマトシジミ本土亜種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
123 タテハチョウ ツマグロヒョウモン ○ ○ ○
124 ヒメジャノメ ○ ○
125 キタテハ ○ ○ ○
126 ヒメアカタテハ ○ ○
127 ヒメウラナミジャノメ ○ ○ ○ ○ ○
128 アゲハチョウ ジャコウアゲハ本土亜種 ○ ○ ○ ○
129 アオスジアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○
130 キアゲハ ○ ○
131 クロアゲハ本土亜種 ○ ○ ○ ○ ○
132 アゲハ ○ ○
133 シロチョウ モンキチョウ ○ ○ ○ ○
134 キタキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 スジグロシロチョウ ○ ○
136 モンシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
137 ツトガ ヨシツトガ ○ ○ ○ ○
138 シバツトガ ○ ○
139 シロオビノメイガ ○ ○
140 メイガ アカマダラメイガ ○ ○
141 シャクガ フタテンオエダシャク ○ ○ ○
142 ウスサカハチヒメシャク ○ ○ ○
143 スズメガ オオスカシバ ○ ○ ○ ○ ○
144 ヤガ ナカジロシタバ ○ ○
145 イチジクキンウワバ ○ ○
146 オオシラナミアツバ ○ ○ ○
147 Hypena属の一種 ○ ○
148 テングアツバ ○ ○
149 ウンモンクチバ ○ ○
150 マメチャイロキヨトウ ○ ○
151 スジシロキヨトウ ○ ○ ○
152 ハエ ヒメガガンボ Limonia属の一種 ○ ○ ○ ○
153 ガガンボ Tipula属の一種 ○ ○
154 チョウバエ チョウバエ科の一種 ○ ○
155 ユスリカ ユスリカ科の一種 ○ ○ ○
156 カ ヒトスジシマカ ○ ○
157 キノコバエ キノコバエ科の一種 ○ ○
158 ムシヒキアブ アオメアブ ○ ○
159 シオヤアブ ○ ○ ○ ○
160 ツリアブ クロバネツリアブ ○ ○ ○
161 アシナガバエ マダラホソアシナガバエ ○ ○
162 Dolichopus属の一種 ○ ○ ○ ○
163 ハナアブ オオヒメヒラタアブ ○ ○
164 キゴシハナアブ ○ ○
165 シマハナアブ ○ ○ ○ ○
166 ナミハナアブ ○ ○ ○ ○
167 ナミホシヒラタアブ ○ ○
168 フタホシヒラタアブ ○ ○
169 ツヤヒラタアブ ○ ○
170 シママメヒラタアブ ○ ○ ○ ○ ○
171 Platycheirus属の一種 ○ ○
172 ホソヒメヒラタアブ ○ ○ ○ ○ ○ ○
173 キモグリバエ キモグリバエ科の一種 ○ ○
174 ミギワバエ ミナミカマバエ ○ ○ ○
175 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ ○ ○
176 クロバエ オオクロバエ ○ ○
177 ツマグロキンバエ ○ ○
178 イエバエ ヘリグロハナレメイエバエ ○ ○
179 ニクバエ シリグロニクバエ ○ ○
- Sarcophaga属の一種 ○ ○

180 ヤドリバエ Ctenophorinia属の一種 ○ ○
181 Cylindromyia属の一種 ○ ○
182 シナヒラタヤドリバエ ○ ○
183 Exorista属の一種 ○ ○
184 マルボシヒラタヤドリバエ ○ ○
185 コウチュウ オサムシ アオグロヒラタゴミムシ ○ ○
186 マルガタゴミムシ ○ ○
187 コマルガタゴミムシ ○ ○
188 オオホシボシゴミムシ ○ ○
189 Bembidion属の一種 ○ ○
190 ヒメキベリアオゴミムシ ○ ○
191 セアカヒラタゴミムシ ○ ○
192 チビヒョウタンゴミムシ ○ ○
193 ヒメケゴモクムシ ○ ○ ○ ○
194 ニセクロゴモクムシ ○ ○
195 ウスアカクロゴモクムシ ○ ○
196 コルリアトキリゴミムシ ○ ○
197 チャバネクビナガゴミムシ ○ ○
198 ウスイロコミズギワゴミムシ ○ ○ ○ ○
199 ウスオビコミズギワゴミムシ ○ ○
200 イツホシマメゴモクムシ ○ ○
201 クリイロコミズギワゴミムシ ○ ○
202 ヨツモンコミズギワゴミムシ ○ ○ ○ ○ ○
203 ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ ○ ○
204 ゲンゴロウ チビゲンゴロウ ○ ○ ○
205 ガムシ セマルケシガムシ ○ ○
206 ヒメシジミガムシ ○ ○ ○ ○
207 シデムシ オオヒラタシデムシ ○ ○
208 ハネカクシ Atheta属の一種 ○ ○
209 クロズトガリハネカクシ ○ ○ ○
210 アカバナガエハネカクシ ○ ○ ○ ○
211 Stenus属の一種 ○ ○ ○
212 ユミセミゾハネカクシ ○ ○ ○ ○ ○
213 マルハナノミ トビイロマルハナノミ ○ ○
214 コガネムシ アオドウガネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
215 コアオハナムグリ ○ ○ ○ ○
216 オオクロコガネ ○ ○
217 ヒメトラハナムグリ本土亜種 ○ ○ ○ ○
218 マルガタビロウドコガネ ○ ○
219 コガネムシ ○ ○

春季 夏季 秋季

任意 ライトトラップ 任意 ライトトラップ
№ 目名 科名 種名

対象事業
実施区域

調査結果

任意ライトトラップ

表 1.1-2(2) 現地調査結果（昆虫類） 
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内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外
220 マメコガネ ○ ○
221 シロテンハナムグリ ○ ○ ○ ○ ○
222 マルトゲムシ シラフチビマルトゲムシ ○ ○
223 タマムシ タマムシ ○ ○
224 クズノチビタマムシ ○ ○
225 コメツキムシ サビキコリ ○ ○
226 オオハナコメツキ ○ ○
227 ヨツモンミズギワコメツキ ○ ○
228 クロツヤクシコメツキ ○ ○ ○ ○
229 カントウツヤミズギワコメツキ ○ ○
230 コハナコメツキ ○ ○ ○
231 マダラチビコメツキ ○ ○
232 ジョウカイボン セボシジョウカイ ○ ○ ○
233 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ ○ ○
234 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ ○ ○ ○ ○ ○
235 テントウムシ ムーアシロホシテントウ ○ ○
236 ナナホシテントウ ○ ○ ○ ○ ○
237 マクガタテントウ ○ ○
238 フタモンクロテントウ ○ ○ ○
239 ナミテントウ ○ ○ ○ ○
240 ダンダラテントウ ○ ○ ○ ○ ○
241 モンクチビルテントウ ○ ○ ○
242 ヒメカメノコテントウ ○ ○ ○ ○ ○
243 クモガタテントウ ○ ○
244 ムネアカオオクロテントウ ○ ○ ○ ○ ○
245 キスイムシ キイロセマルキスイ ○ ○
246 マルガタキスイ ○ ○
247 ホソヒラタムシ ミツモンセマルヒラタムシ ○ ○
248 アリモドキ ケオビアリモドキ ○ ○
249 ホソクビアリモドキ ○ ○ ○ ○ ○
250 キアシクビボソムシ ○ ○
251 ヨツボシホソアリモドキ ○ ○
252 ニセクビボソムシ オビモンニセクビボソムシ ○ ○
253 ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ ○ ○ ○ ○
254 オオメキバネハムシダマシ ○ ○
255 カミキリムシ ヘリグロリンゴカミキリ ○ ○
256 リンゴカミキリ ○ ○
257 キクスイカミキリ ○ ○ ○ ○
258 ケシカミキリ ○ ○
259 ハムシ アカバナカミナリハムシ ○ ○ ○ ○
260 ヘリグロテントウノミハムシ ○ ○
261 クロウリハムシ ○ ○ ○ ○
262 アオバネサルハムシ ○ ○ ○ ○ ○
263 キバラヒメハムシ ○ ○ ○ ○
264 ヨモギハムシ ○ ○ ○ ○
265 ヒトミヒメサルハムシ ○ ○
266 バラルリツツハムシ ○ ○
267 コガタルリハムシ ○ ○ ○ ○
268 ヒメトビハムシ ○ ○
269 ドウガネサルハムシ ○ ○ ○ ○
270 トホシクビボソハムシ ○ ○ ○
271 クズクビボソハムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
272 ヨモギアシナガトビハムシ ○ ○
273 ホタルハムシ ○ ○ ○ ○ ○
274 ブタクサハムシ ○ ○
275 ツヤキバネサルハムシ ○ ○ ○
276 マルキバネサルハムシ ○ ○
277 ヤナギルリハムシ ○ ○ ○ ○
278 ニレハムシ ○ ○ ○
279 クロルリトゲハムシ ○ ○ ○ ○
280 ゾウムシ メナガクチブトゾウムシ ○ ○ ○ ○
281 コフキゾウムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
282 アルファルファタコゾウムシ ○ ○ ○ ○
283 チビヒョウタンゾウムシ ○ ○
284 ヒレルクチブトゾウムシ ○ ○ ○ ○
285 ハチ ミフシハバチ ルリチュウレンジ ○ ○ ○ ○
286 ハバチ ハグロハバチ ○ ○ ○
287 セグロカブラハバチ ○ ○ ○ ○
288 イヌノフグリハバチ ○ ○
289 ニホンカブラハバチ ○ ○
290 カブラハバチ ○ ○ ○
291 ヒメバチ マダラヒメバチ ○ ○
292 アリ オオハリアリ ○ ○ ○ ○ ○
293 イトウオオアリ ○ ○ ○
294 クロオオアリ ○ ○ ○ ○ ○ ○
295 ヨツボシオオアリ ○ ○ ○ ○
296 ウメマツオオアリ ○ ○ ○ ○ ○
297 ハリブトシリアゲアリ ○ ○ ○ ○
298 キイロシリアゲアリ ○ ○ ○ ○ ○
299 クロヤマアリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
300 トビイロケアリ ○ ○ ○ ○ ○
301 カワラケアリ ○ ○ ○
302 ヒメアリ ○ ○
303 サクラアリ ○ ○
304 ヒゲナガアメイロアリ ○ ○
305 アズマオオズアリ ○ ○ ○
306 オオズアリ ○ ○ ○ ○
307 アミメアリ ○ ○ ○ ○ ○
308 ムネボソアリ ○ ○
309 トビイロシワアリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
310 スズメバチ セグロアシナガバチ本土亜種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
311 キボシアシナガバチ ○ ○
312 キアシナガバチ本土亜種 ○ ○
313 コアシナガバチ ○ ○ ○ ○
314 コガタスズメバチ ○ ○
315 クモバチ Auplopus属の一種 ○ ○
316 ツチバチ ヒメハラナガツチバチ本土亜種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
317 キンケハラナガツチバチ ○ ○
318 ギングチバチ クララギングチ ○ ○
319 ナミジガバチモドキ ○ ○
320 アナバチ アメリカジガバチ ○ ○ ○
321 キゴシジガバチ ○ ○
322 ミツバチ ニホンミツバチ ○ ○ ○ ○ ○
323 セイヨウミツバチ ○ ○ ○ ○ ○
324 トラマルハナバチ本土亜種 ○ ○
325 サトウチビツヤハナバチ ○ ○
326 ニッポンヒゲナガハナバチ ○ ○
327 シロスジヒゲナガハナバチ ○ ○
328 キムネクマバチ ○ ○
329 ムカシハナバチ スミスメンハナバチ ○ ○

春季 夏季 秋季

任意 ライトトラップ 任意 ライトトラップ
№ 目名 科名 種名

対象事業
実施区域

調査結果

任意ライトトラップ

表 1.1-2(3) 現地調査結果（昆虫類） 
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内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外 上流 下流 内 外
330 コハナバチ アカガネコハナバチ ○ ○ ○ ○ ○ ○
331 ニセキオビコハナバチ ○ ○ ○ ○
332 サビイロカタコハナバチ ○ ○
333 ハキリバチ バラハキリバチ本土亜種 ○ ○
334 オオハキリバチ ○ ○ ○ ○
335 ツルガハキリバチ ○ ○ ○

144種 295種 7種 7種 64種 133種 24種 4種 64種 113種 25種 23種 62種 108種
   

春季 夏季 秋季

合計　12目111科335科

任意 ライトトラップ 任意 ライトトラップ
№ 目名 科名 種名

対象事業
実施区域

調査結果

任意ライトトラップ

表 1.1-2(4) 現地調査結果（昆虫類） 
 
 

  
 
 
 
注 1)分類・配列は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 4 年度生物リスト」（国土交通省 河川

環境データベースホームページ）に準拠しました。 
注 2)門名と綱名は、すべて「節足動物門、昆虫綱」です。 
注 3)ライト：ライトトラップ、任意：任意踏査 
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冬
季

春
季

夏
季

秋
季

計

1 海綿動物 普通海綿 ザラカイメン タンスイカイメン カワカイメン Ephydatia fluviatilis ○ ○ ○

2 マキゲカイメン Heteromeyenia latitenta ○ ○

- タンスイカイメン科 Spongillidae ○ ○ ○

3 扁形動物 有棒状体 三岐腸 サンカクアタマウズムシ アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ○ ○ ○ ○

4 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina ○ ○ ○ ○

5 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○ ○

6 紐形動物 有針 ハリヒモムシ マミズヒモムシ ミミズヒモムシ属 Prostoma sp. ○ ○ ○ ○ ○

7 軟体動物 腹足 新生腹足 カワニナ カワニナ Semisulcospira libertina ○ ○

8 カワザンショウガイ ウスイロオカチグサガイ Solenomphala debilis ○ ○ ○

9 汎有肺 モノアラガイ ヒメモノアラガイ Galba ollula ○ ○ ○ ○

10 コシダカヒメモノアラガイ Galba cf. truncatula ○ ○ ○

11 モノアラガイ Radix auricularia japonica ○ ○ ○ ○ ○

- モノアラガイ科 Lymnaeidae ○ ○ ○ ○

12 サカマキガイ サカマキガイ Physella acuta ○ ○ ○

13 ヒラマキガイ ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus ○ ○

14 カワコザラガイ メリケンコザラ Ferrissia californica ○ ○

15 柄眼 オカモノアラガイ ナガオカモノアラガイ Oxyloma hirasei ○ ○ ○

16 二枚貝 マルスダレガイ シジミ シジミ属 Corbicula  sp. ○ ○ ○ ○ ○

17 マメシジミ マメシジミ属 Pisidium sp. ○ ○ ○

18 環形動物 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ科 Lumbriculidae ○ ○ ○ ○

19 イトミミズ ヒメミミズ ヒメミミズ科 Enchytraeidae ○ ○

20 ミズミミズ Allonais属 Allonais sp. ○ ○

21 トックリヤドリミミズ Chaetogaster diaphanus ○ ○

22 シロウチワミミズ Dero nivea ○ ○ ○

23 ハリミズミミズ Nais barbata ○ ○

24 ミツゲミズミミズ Nais bretscheri ○ ○ ○ ○

25 ナミミズミミズ Nais communis ○ ○ ○ ○

26 カワリミズミミズ Nais pardalis ○ ○ ○

27 ミズミミズ Nais variabilis ○ ○ ○

- ミズミミズ属 Nais sp. ○ ○ ○

28 フサゲミズミミズ Ripistes parasita ○ ○

29 ヨゴレミズミミズ Slavina appendiculata ○ ○ ○ ○ ○

30 テングミズミミズ Stylaria fossularis ○ ○

31 トガリミズミミズ属 Pristina sp. ○ ○

32 エラミミズ Branchiura sowerbyi ○ ○ ○ ○ ○

33 ユリミミズ Limnodrilus hoffmeisteri ○ ○ ○

- イトミミズ亜科 Tubificinae ○ ○ ○ ○ ○

34 ツリミミズ フトミミズ フトミミズ科 Megascolecidae ○ ○ ○

35 カイヨウミミズ カイヨウミミズ科 Ocnerodrilidae ○ ○ ○

36 ヒル 吻無蛭 ナガレビル ヌマイシビル Barbronia weberi ○ ○

37 キバビル Odontobdella blanchardi ○ ○

- ナガレビル科 Salifidae ○ ○ ○ ○

38 節足動物 クモ ダニ アオイダニ アオイダニ属 Lebertia sp. ○ ○ ○ ○ ○

39 ナガレダニ ナガレダニ属 Sperchon sp. ○ ○ ○ ○ ○

40 ケイリュウダニ カメダニ属 Testudacarus sp. ○ ○

41 ケイリュウダニ属 Torrenticola sp. ○ ○ ○ ○ ○

42 オヨギダニ マガリアシダニ属 Atractides sp. ○ ○ ○

43 オヨギダニ オヨギダニ属 Hygrobates sp. ○ ○ ○ ○

44 軟甲 ヨコエビ ハマトビムシ ニホンオカトビムシ Morinoia japonica ○ ○

45 マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ○ ○ ○ ○ ○

46 ワラジムシ ミズムシ ミズムシ（甲） Asellus hilgendorfi hilgendorfi ○ ○ ○ ○ ○

47 エビ ヌマエビ ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ○ ○ ○ ○ ○

48 シナヌマエビ Neocaridina davidi ○ ○ ○ ○ ○

49 テナガエビ ミナミテナガエビ Macrobrachium formosense ○ ○ ○ ○ ○

50 ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum ○ ○

51 テナガエビ Macrobrachium nipponense ○ ○ ○ ○ ○

52 スジエビ Palaemon paucidens ○ ○

53 チュウゴクスジエビ Palaemon sinensis ○ ○ ○

54 アメリカザリガニ アメリカザリガニ Procambarus clarkii ○ ○ ○

55 モクズガニ モクズガニ Eriocheir japonica ○ ○ ○ ○

56 昆虫 カゲロウ ヒメシロカゲロウ ヒメシロカゲロウ属 Caenis sp. ○ ○ ○ ○

57 マダラカゲロウ エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ○ ○

58 コカゲロウ ミジカオフタバコカゲロウ Acentrella sibirica ○ ○

59 サホコカゲロウ Baetis sahoensis ○ ○

60 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis ○ ○ ○ ○ ○

61 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ○ ○

62 フタバカゲロウ属 Cloeon sp. ○ ○ ○

63 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis ○ ○ ○ ○ ○

64 Dコカゲロウ Nigrobaetis sp. D ○ ○

65 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora ○ ○ ○ ○ ○

66 トンボ アオイトトンボ アオイトトンボ属 Lestes sp. ○ ○

67 イトトンボ アオモンイトトンボ属 Ischnura sp. ○ ○ ○ ○

68 クロイトトンボ属 Paracercion sp. ○ ○ ○ ○

- イトトンボ科 Coenagrionidae ○ ○ ○

69 カワトンボ ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ○ ○ ○ ○ ○

70 ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○

- ギンヤンマ属 Anax sp. ○ ○

71 サナエトンボ オナガサナエ Melligomphus viridicostus ○ ○ ○ ○ ○

72 コオニヤンマ Sieboldius albardae ○ ○ ○

- サナエトンボ科 Gomphidae ○ ○

73 トンボ シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ○

74 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ○ ○

75 コシアキトンボ Pseudothemis zonata ○ ○

76 カメムシ アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ○

77 カタビロアメンボ ナガレカタビロアメンボ属 Pseudovelia sp. ○ ○

78 ミズギワカメムシ エゾミズギワカメムシ Saldula recticollis ○ ○

79 ミズムシ チビミズムシ属 Micronecta sp. ○ ○

80 トビケラ ムネカクトビケラ ムネカクトビケラ属 Ecnomus sp. ○ ○ ○

81 シマトビケラ コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ○ ○ ○ ○ ○

- コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. ○ ○ ○ ○ ○

82 クダトビケラ クダトビケラ属 Psychomyia sp. ○ ○ ○

83 ヒメトビケラ ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. ○ ○ ○

84 ハエ ヒメガガンボ ウスバガガンボ属 Antocha sp. ○ ○ ○ ○

85 ガガンボ ガガンボ属 Tipula  sp. ○ ○ ○ ○

86 ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae ○ ○

87 ユスリカ ダンダラヒメユスリカ属 Ablabesmyia sp. ○ ○ ○

88 トラフユスリカ属 Conchapelopia sp. ○ ○

№ 門名 綱名 目名 科名 学名

調査結果

種名

表 1.1-3(1) 確認種目録（底生動物） 
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表 1.1-3(2) 確認種目録（底生動物） 

 
注)分類・配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 4 年度生物リスト」（国土交通

省 河川環境データベースホームページ）に準拠し、ミズミミズ科は「水田の水生小型貧毛類の記録」
(大高 2018)、ダニ目は「日本産ミズダニ類目録」(安部 2006)、ヒメガガンボ科は「日本産水生昆虫第二
版」(川合・谷田 2018)、ユスリカ科は「ユスリカの世界」(近藤他 2001)に準拠しました。 

 
 
 
 
  

冬
季

春
季

夏
季

秋
季

計

89 ウスギヌヒメユスリカ属 Rheopelopia sp. ○ ○ ○

90 セマダラヒメユスリカ属 Thienemannimyia sp. ○ ○ ○

- ヤマトヒメユスリカ族 Pentaneurini ○ ○ ○ ○

- モンユスリカ亜科 Tanypodinae ○ ○

91 フサユキユスリカ属 Sympotthastia sp. ○ ○

92 ケブカエリユスリカ属 Brillia sp. ○ ○ ○

93 ハダカユスリカ属 Cardiocladius sp. ○ ○

94 コナユスリカ属 Corynoneura sp. ○ ○

95 ツヤユスリカ属 Cricotopus sp. ○ ○ ○ ○ ○

96 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. ○ ○

97 コガタエリユスリカ属 Nanocladius sp. ○ ○ ○ ○

98 エリユスリカ属 Orthocladius sp. ○ ○

99 ニセケバネエリユスリカ属 Parametriocnemus sp. ○ ○ ○ ○

100 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. ○ ○ ○ ○ ○

101 ヌカユスリカ属 Thienemanniella sp. ○ ○

102 ニセテンマクエリユスリカ属 Tvetenia sp. ○ ○ ○

- エリユスリカ亜科 Orthocladiinae ○ ○ ○ ○ ○

103 ユスリカ属 Chironomus sp. ○ ○

104 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. ○ ○ ○ ○

105 スジカマガタユスリカ属 Demicryptochironomus sp. ○ ○

106 ホソミユスリカ属 Dicrotendipes sp. ○ ○

107 セボリユスリカ属 Glyptotendipes sp. ○ ○

108 ケバコブユスリカ属 Paracladopelma sp. ○ ○ ○ ○

109 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. ○ ○ ○ ○ ○

110 エダゲヒゲユスリカ属 Cladotanytarsus sp. ○ ○ ○ ○

111 フトオヒゲユスリカ属 Neozavrelia sp. ○ ○ ○

112 ニセヒゲユスリカ属 Paratanytarsus  sp. ○ ○

113 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. ○ ○ ○ ○ ○

114 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. ○ ○ ○ ○ ○

- ユスリカ亜科 Chironominae ○ ○ ○ ○

115 ブユ アシマダラブユ属 Simulium sp. ○ ○ ○

116 アシナガバエ アシナガバエ科 Dolichopodidae ○ ○

117 オドリバエ オドリバエ科 Empididae ○ ○ ○

118 コウチュウ ゲンゴロウ ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ○ ○

59種 64種 74種 72種 118種

学名

調査結果

種名№ 門名

合計　6門10綱21目55科118種

綱名 目名 科名
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表 1.1-4(1) 確認種目録（植物） 
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表 1.1-4(2) 確認種目録（植物） 
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表 1.1-4(3) 確認種目録（植物） 
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表 1.1-4(4) 確認種目録（植物） 
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表 1.1-4(5) 確認種目録（植物） 
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表 1.1-4(6) 確認種目録（植物） 

 
※：対象事業地内で確認された種のうち「●」表記のものは、植栽された種を示しています。  
注）配列は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 4 年度生物リスト」（国土交通省 河川環境デ

ータベースホームページ）に準拠しました。 
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 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) W

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 7 °

139.532750

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 8 種

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3886667

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経)

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

Ⅳ 草 本 層(H2) ～

Ⅳ 草 本 層(H1) ツルヨシ ～ 1.5 100

群落名：ツルヨシ群落 調査日: 令和5年9月20日

Ｖ コ ケ 層(M) ～

階層 D･S 種　名

Ⅳ 5･5 ツルヨシ

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

+･2 セイタカアワダチソウ

+ セリ

+ メリケンガヤツリ

+ クサヨシ

+ ユウゲショウ

+ ホシアサガオ

+ オオブタクサ

　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

表 1.1-5(1) 確認種目録（植物） 
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D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

+ スゲ属sp.

+ ミツバ

+ オオチドメ

+ オオカワヂシャ

+ マメトマト

H2 +･2 カントウヨメナ

+ クサヨシ

1･2 オギ

H1 5･5 ヨシ

群落名：ヨシ・オギ群落 調査日: 令和5年7月11日

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

Ⅳ 草 本 層(H2) カントウヨメナ 0.1 ～ 1 5

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅳ 草 本 層(H1) ヨシ 1 ～ 2 100

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

× 2 ㎡ (東　　経) 139.532833

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 9 種

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) -

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) - °

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3926111

(面　積) 2

表 1.1-5(2) 確認種目録（植物） 
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D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

+ ミツバ

+ ナガバギシギシ

+ オオブタクサ

+ イノコヅチ

+ オオカワヂシャ

+ オオチドメ

+ イヌガラシ

+ アレチギシギシ

+･2 ミゾソバ

1･1 ボントクタデ

H2 2･2 メリケンガヤツリ

+ オオイヌタデ

1･1 オオブタクサ

1･2 ツルヨシ

H1 3･3 ヒメガマ

群落名：ヒメガマ群落 調査日: 令和5年7月11日

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

Ⅳ 草 本 層(H2) メリケンガヤツリ 0 ～ 1 30

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅳ 草 本 層(H1) ヒメガマ 1 ～ 2.5 60

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経) 139.532972

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 14 種

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) -

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) - °

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3926389

表 1.1-5(3) 確認種目録（植物） 
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D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

+ センニンソウ

+ ベニバナホシアサガオ

+ ツユクサ

+ ユウゲショウ

+ オオブタクサ

+ セイタカアワダチソウ

+･2 オギ

+･2 ヨモギ

Ⅳ 5･5 クズ

群落名：クズ・ヨモギ群落 調査日: 令和5年9月20日

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

Ⅳ 草 本 層(H2) ～

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅳ 草 本 層(H1) クズ ～ 1.5 100

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経) 139.532944

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 9 種

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) E

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 7 °

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3936389

表 1.1-5(4) 確認種目録（植物） 
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D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

+ スゲ属sp.

+ スイバ

+ ヨモギ

H2 + スギナ

+ コヒルガオ

+ ヨモギ

+ セイバンモロコシ

+ クズ

+･2 ヤブカラシ

3･3 セイタカアワダチソウ

H1 4･4 オギ

群落名：オギ・セイタカアワダチソウ群落 調査日: 令和5年7月11日

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

Ⅳ 草 本 層(H2) なし 0 ～ 1 <5

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅳ 草 本 層(H1) オギ 1 ～ 2.5 90

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経) 139.532583

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 10 種

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) E

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 5 °

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3900833

表 1.1-5(5) 植生調査票 
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　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

+ シナダレスズメガヤ

+ ユウゲショウ

+ ケキツネノボタン

+ ヘラオオバコ

+ センニンソウ

+ オオキンケイギク

+ メマツヨイグサ

+ ヤブガラシ

+ メドハギ

+･2 スゲ属sp.

+･2 スギナ

+･2 クスダマツメクサ

+･2 ヨモギ

1･1 ヒメジョオン

1･1 チガヤ

3･3 ネズミムギ

階層 D･S 種　名

H1 3･3 セイタカアワダチソウ

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

群落名：荒地雑草群落 調査日: 令和5年7月11日

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅳ 草 本 層(H2) ～

Ⅳ 草 本 層(H1)セイタカアワダチソウ 0 ～ 1 90

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

(出現種数) 17 種10 ｍ

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3938889

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経)

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) E

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 8 °

139.532972

(標　高)

表 1.1-5(6) 植生調査票 
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　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

+ ススキ

+ エノキグサ

+ スギナ

+ ヒメジョオン

+･2 ヤブカラシ

+･2 クズ

+･2 コヒルガオ

+･2 アレチウリ

1･1 クコ

1･1 ネズミムギ

1･1 セイタカアワダチソウ

1･2 ヨモギ

階層 D･S 種　名

Ⅳ 4･4 セイバンモコロシ

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

群落名：セイバンモロコシ群落 調査日: 令和5年7月11日

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅳ 草 本 層(H2) ～

Ⅳ 草 本 層(H1) セイバンモロコシ 0 ～ 2 80

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

139.533083

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 13 種

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3918056

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経)

強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) -

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) - °

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当)

表 1.1-5(7) 植生調査票 
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　　 S…１:単独で生育,２:少群落,３:まだら状,４:ｶｰﾍﾟｯﾄに穴がある状態,５:ｶｰﾍﾟｯﾄ状

D･S：D…ｒ:希,＋:少数少被,１:多数(1/20以下)又少数(1/10以下),２:多数(1/10以下)又1/10～1/4,３:1/4～1/2,４:1/2～3/4,５:3/4以上

+ オオチドメ

+ オオクサキビ

+ ギシギシ属sp.

+ カントウヨメナ

+ オオオナモミ

+･2 アメリカセンダングサ

1･2 ミゾソバ

1･2 ガマ

1･2 オオブタクサ

1･2 オギ

2･2 ヤナギタデ

階層 D･S 種　名

Ⅳ 3･3 オオイヌタデ

階層 D･S 種　名 階層 D･S 種　名

群落名：オオイヌタデ群落 調査日: 令和5年9月20日

Ｖ コ ケ 層(M) ～

Ⅳ 草 本 層(H2) ～

Ⅳ 草 本 層(H1) オオイヌタデ 0 ～ 1.2 90

Ⅲ 低 木 層(S2) － ～

Ⅲ 低 木 層(S1) － ～

Ⅱ 亜高木層(T2) － ～

(階　層) (優 占 種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) － ～

139.533333

(標　高) 10 ｍ (出現種数) 12 種

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 35.3948611

(面　積) 2 × 2 ㎡ (東　　経)

強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) -

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) - °

 調査地： 横浜市戸塚区柏尾川

(地　形) 河川敷

(土　壌)

ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ

擬グライ・沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑

固岩屑・水面下・黒ボク・その他

(風　当)

表 1.1-5(8) 植生調査票 
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表 1.1-6 確認種目録（付着藻類） 

 
注)アスタリスク「＊」を付した種は、群体または糸状体を計数したことを示します。 
 
  

上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流

1 藍色植物 藍藻 クロオコックス エントフィサリス Entophysalis sp.* ○ ○ ○ 2 24 4

2 ネンジュモ ヒゲモ Homoeothrix janthina* ○ ○ ○ ○ 150 50 72 2,400 12,000 2,600 360 1,100

3 ユレモ Lyngbya sp.* ○ ○ ○ 2 2 4 6

4 Oscillatoria sp.* ○ 3 5

5 Phormidium  sp.* ○ 8

6 紅色植物 紅藻 - - Rhodophyceae ○ ○ ○ 55 40 260 63

7 不等毛植物 珪藻 中心 タラシオシラ Cyclotella meneghiniana ○ ○ 4 15

8 メロシラ Melosira varians ○ ○ ○ ○ 620 1,500 72 260 110 450 140 29

9 Pleurosira laevis ○ ○ ○ 2 12 6 4 15

10 羽状 ディアトマ Diatoma vulgaris ○ ○ 310 620 16

11 Fragilaria rumpens ○ 72

12 Fragilaria vaucheriae ○ ○ 100 350 16

13 Staurosira construens var. binodis ○ 36

14 Staurosira construens var. venter ○ ○ ○ 870 1,900 64 240 24

15 Tabularia fasciculata ○ 5

16 Tabularia  sp. ○ ○ ○ 50 80 78 190 48

17 Ulnaria pseudogaillonii ○ ○ 240 24

18 Ulnaria ulna ○ 8

19 ユーノチア Eunotia sp. ○ 8

20 ナビクラ Amphora pediculus ○ ○ ○ ○ 40 80 40 140 78 48 39

21 Amphora strigosa ○ 410 80

22 Amphora sp. ○ ○ 24 15

23 Caloneis bacillum ○ 15

24 Cymbella tumida ○ 24

25 Cymbella turgidula ○ ○ ○ 50 15 8 110 40

26 Encyonema minutum ○ 30

27 Encyonema prostratum ○ ○ 16 8

28 Encyonema leei ○ ○ ○ ○ 120 120 8 3 24 15 11

29 Frustulia vulgaris ○ 16

30 Gomphoneis heterominuta ○ 8

31 Gomphonema clevei ○ ○ 30 8

32 Gomphonema gracile ○ 16

33 Gomphonema parvulum ○ ○ ○ 16 48 140 110

34 Gomphonema pseudosphaerophorum ○ ○ 8 3

35 Gyrosigma sp. ○ ○ 15 8 180 11

36 Navicula amphiceropsis ○ 15 24

37 Navicula atomus ○ 24

38 Navicula capitatoradiata ○ 9 11

39 Navicula cryptocephala ○ ○ ○ ○ 40 16 48 30

40 Navicula cryptotenella ○ ○ ○ ○ 1,900 1,200 160 330 500 720 460 59

41 Navicula decussis ○ 15

42 Navicula gregaria ○ ○ ○ ○ 410 120 64 52 48 48

43 Navicula minima ○ ○ ○ ○ 100 310 150 190 440 190 920 490

44 Navicula mutica ○ ○ ○ 40 4 93 11

45 Navicula nipponica ○ 3

46 Navicula rostellata ○ 24

47 Navicula subminuscula ○ 39 19

48 Navicula subrostellata ○ ○ ○ 8 16 3 200 19

49 Navicula symmetrica ○ ○ ○ 4 48 39 11

50 Navicula tripunctata ○ 2 72

51 Navicula veneta ○ ○ 24 19

52 Navicula yuraensis ○ ○ ○ ○ 90 120 2 6 48 15 69

53 Reimeria sinuata ○ 16

54 Rhoicosphenia abbreviata ○ ○ ○ 970 770 24 680 230 930

55 Sellaphora pupula ○ ○ 15 8 270 80

56 アクナンテス Achnanthidium clevei ○ 11

57 Achnanthidium delicatulum ○ ○ 160 16 120

58 Achnanthidium exiguum ○ ○ 24 19

59 Achnanthidium japonicum ○ ○ 16 15

60 Achnanthidium minutissimum ○ ○ 210 80 8

61 Achnanthidium subhudsonis ○ ○ 15 15 11

62 Cocconeis pediculus ○ ○ ○ 150 160 8 88 6

63 Cocconeis placentula ○ ○ ○ ○ 100 88 72 190 220 24

64 Planothidium lanceolatum ○ ○ ○ ○ 110 48 72 63 72 93 19

65 ニッチア Bacillaria paxillifer ○ ○ ○ 10 3 11

66 Nitzschia amphibia ○ ○ ○ ○ 720 540 160 230 290 570 270 230

67 Nitzschia clausii ○ 11

68 Nitzschia dissipata ○ ○ ○ 670 1,400 16 16 15 96

69 Nitzschia fonticola ○ 100

70 Nitzschia frustulum ○ ○ ○ 150 55 32 16 30

71 Nitzschia inconspicua ○ ○ ○ ○ 770 270 390 580 1,200 640 280 320

72 Nitzschia linearis ○ ○ ○ 210 120 8 24

73 Nitzschia palea ○ ○ ○ ○ 100 120 16 16 63 240 230 69

74 Nitzschia sinuata var. tabellaria ○ 3 24

75 Nitzschia tryblionella ○ 24 5

76 Nitzschia vermicularis ○ 6

77 スリレラ Surirella brebissonii ○ 24

78 緑色植物 緑藻 クロロコックム セネデスムス Scenedesmus sp. ○ 6

79 カエトフォラ カエトフォラ Cloniophora plumosa ○ ○ 170 45 140

80 Chaetophoraceae ○ ○ ○ ○ 20 2 320 24 160 120 13

81 サヤミドロ サヤミドロ Oedogonium sp. ○ ○ ○ ○ 8 4 28 9 30 37

82 ミドリゲ シオグサ Cladophora sp. ○ ○ ○ 30 10 10 40 9 52

39種 44種 55種 45種 30種 32種 32種 36種 37種 41種 37種 34種

9200 10533 1516 6238 15781 7912 4789 3174

1800 1000 560 1100 1200 960 830 520

 タリ ク「 を付 た種は 群体または糸状体を計数 た とを示す

合計　4門4綱8目16科82種

合計(細胞/m㎡)

沈殿量(mL/m2)

現地調査
冬季 春季 夏季 秋季

冬
季

春
季

夏
季

秋
季

№ 門名 綱名 目名 科名 種名
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1.2 指標生物 
「横浜市生物多様性保全再生指針 ～横浜に人と生き物のにぎわいを！～」（横浜市環境

創造局 平成 21 年３月）に示されている、指標生物は以下に示すとおりです。 

 
自然環境の状態を知る手がかりの一つとしての生物指標 
生物多様性保全再生に向けて順応的な対応を図るにあたっては、自然環境の状態を知るこ

とが必要です。自然環境の状態を知る手がかりの一つに生物指標があります。 
生物指標とは、生息・生育環境が限られている生き物（指標生物）の分布の状況やその変

化から、自然環境の状態を類推・評価することです。 
横浜市では、陸域の生物相・生態系調査を昭和 61 年度から平成２年度にかけての５か年、

平成９年から平成 10 年度にかけての２か年に実施しました。その結果を基に、横浜市市民
協働による生物相・生態系調査検討委員会（平成 17 年 10 月～平成 19 年３月）において、
種の多様性を示す指標生物が選定されました。 
また、市内の川や海の生物相調査を昭和 48 年度から３年ごとに実施し、その中で生物指

標による水質の評価を行っています。 
陸域と水域の指標生物を示します（表 1.2-1～3 参照）。 

 
陸域生物 
環境 10 分類毎に、指標生物として、典型的に出現する種、種の多様性がやや高い場合に出

現する種、種の多様性が高い場合に出現する種を示します。 
 

表 1.2-1 環境 10 分類：Eco-tope（エコトープ）環境分類* 
生態系（Ecosystem）の 
形成環境による大分類 

生物生息空間（Biotope） 
を示す分類 

植生及び土地利用の凡例 大分類 
記号 

大分類名称 分類 
番号 

分類名称 

Ａ 市街地生態系 １ 市街地 市街地、工場（跡地含む）、造成裸地 
２ 緑の多い住宅地 緑の多い（緑被率 60％以上）住宅地 

Ｂ 耕作地生態系 ３ 畑・果樹園 常緑・落葉果樹園、カラスビシャク－ニシキソウ群集、苗圃、
牧草地 

４ 水  田 ウリカワ－コナギ群集（水田雑草群落） 
Ｃ 草地生態系 ５ 草地・林緑 ブタクサ－オオブタクサ群落、シバ群落、オヒシバ－アキメ

ヒシバ群落、カゼクサ－オオバコ群落、メダケ群落、アズマ
ネザサ－ススキ群集、オオイヌフグリ－シロザ群集、クズ群
落、林縁植物群落 他 

Ｄ 樹林地生態系 ６ 針葉樹林 スギ・ヒノキ・サワラ植林、アカマツ植林、クロマツ植林、
関連伐跡植物群落 

７ 竹  林 モウソウチク・マダケ林、関連伐跡植物群落 
８ 落葉広葉樹林 イロハモミジ－ケヤキ群集、クヌギ－コナラ群集、ハンノキ

群落、ミゾシダ－ミズキ群落、オニシバリ－コナラ群集、オ
オシマザクラ植林 他、関連伐跡植物群落 

９ 常緑広葉樹林 マサキ－トベラ群集、シラカシ群集、ケヤキ亜群集、ヤブコ
ウジ－スダジイ群集、イノデ－タブノキ群集、クスノキ植林 
他、関連伐跡植物群落 

Ｅ 水辺湿地生態系 10 水  辺 イソギク－ハチジョウススキ群集、スギナ－ヨシ群落、オオ
ブタクサ－オギ群落、耕作放棄水田雑草群落、挺水植物群落 

＊「市民協働生き物調査の仕組みづくり－横浜市市民協働による陸域生物相・生態系調査検討委員会の報告－」平成 19 年３月横浜市  
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表 1.2-2(1) 多様性指標生物調査対象種一覧（陸域生物－1） 
環境分類  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査項目 

Ａ 市街地生態系 Ｂ 耕作地生態系 Ｃ 草地生態系 

     

１ 

市
街
地 

     

２ 

緑
の
多
い 

住
宅
地 

     

３ 

畑
・
果
樹
園 

     

４ 

水
田 

     
５ 
草
地
・
林
緑 

高等植物 ★スミレ 
★ツワブキ 
★トベラ 
◎クロマツ 
◎スダジイ 
◎タブノキ 
◎ネジバナ 
◎ヤブソテツ 
〇イタドリ 
〇イヌタデ 
〇エノコログサ 
〇コヒルガオ 
〇ススキ 
〇ミズキ 
〇ヨモギ 
 

★カントウタンポポ 
★ニリンソウ 
★ノアザミ 
★ホタルブクロ 
◎エゴノキ 
◎ケヤキ 
◎タチツボスミレ 
◎クサボケ 
◎ヤブツバキ 
〇アカマツ 
〇イノモトソウ 
〇エノキ 
〇シラカシ 
〇スミレ 
〇マサキ 

★カントウヨメナ 
★クサノオウ 
◎カントウタンポポ 
◎ツルボ 
◎ヒガンバナ 
◎タチツボスミレ 
◎ホタルブクロ 
〇イヌタデ 
〇カラスノエンドウ 
〇カラスビシャク 
〇ゲンノショウコ 
〇トウダイグサ 
〇ハコベ類 
〇ホトケノザ 
〇ムラサキケマン 

★キクモ 
★ホシクサ 
★ミズオオバコ 
★ミズニラ 
◎オモダカ 
◎コオニタビラコ 
◎コナギ 
◎チョウジタデ 
◎ムラサキサギゴケ 
〇イ 
〇ケキツネノボタン 
〇コウガイゼキショウ
類 
〇セリ 
〇タマガヤツリ 
〇ミゾカクシ 
 

★カワラナデシコ 
★タチフウロ 
★リンドウ 
◎アキノキリンソウ 
◎ウツボグサ 
◎ツリガネニンジン 
◎ノアザミ類 
◎ノジスミレ 
◎リュウノウギク 
◎ワレモコウ 
〇アキカラマツ 
〇オトコエシ 
〇カントウタンポポ 
〇クサボケ 
〇コマツナギ 
〇ススキ 
〇スズメノヤリ 
〇チガヤ 
〇ツルボ 
〇ヤブカンゾウ 

地衣・蘚苔・
きのこ注 2) 
菌類（きの
こ等） 
 
地衣類 
 
蘚苔類 

スエヒロタケ 
コフキサルノコシカケ 
キツネタケ属 
セイタカアワダチソウ
のサビキン 
ダイダイゴケ属 
イワウロコゴケ 
ギンゴケ 
ハマキゴケ 
ゼニゴケ 

アラゲキクラゲ 
アミガサタケ属 
ヘクソカズラのサビキ
ン 
キツネノワン 
ウメノキゴケ科 
レプラゴケ 
コモチイトゴケ 
タチゴケ 
ジャゴケ 

ヒイロタケ 
ニオウシメジ 
ハルシメジ 
カキノミタケ 
 
ハナゴケ属 
ヘリトリゴケ 
コスギゴケ 
ヒョウタンゴケ 
ハタケゴケ 

セリのサビキン 
チカラシバのクロボキ
ン 
 
 
 
 
ヒロクチゴケ 
ハイゴケ属 
イチョウウキゴケ 

ハタケシメジ 
ホコリタケ属 
ススキのサビキン 
ススキのバッカクキン 
 
ハナゴケ属 
 
ハイゴケ属 
ヒメジャゴケ 
ウロコゼニゴケ 

哺乳類 ★アズマモグラ 
★アカネズミ 
◎アブラコウモリ 
★ハツカネズミ 
★ジネズミ 
◎タヌキ 

◎アズマモグラ 
★アカネズミ 
〇アブラコウモリ 
★ハツカネズミ 
★ジネズミ 
○タヌキ 

○アズマモグラ 
★ハツカネズミ 
◎アカネズミ 
★ジネズミ 
○タヌキ 
★キツネ 

○アズマモグラ 
○アブラコウモリ 
★カヤネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 
★イタチ 

○アズマモグラ 
○アブラコウモリ 
★カヤネズミ 
★ハツカネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 

鳥類 
 

◎オオヨシキリ 
★カワセミ 
○シジュウカラ 
○スズメ 
◎セグロセキレイ 
◎ツバメ 
◎ヒバリ 
○ヒヨドリ 
○ムクドリ 
★モズ 

★アオゲラ 
○オナガ 
〇コゲラ 
○シジュウカラ 
○スズメ 
◎セグロセキレイ 
◎ツバメ 
★ハイタカ属 
○ムクドリ 
○モズ 

○キジ 
◎セッカ 
★チョウゲンボウ 
○ツグミ 
○ツバメ 
○ハシボソガラス 
◎ヒバリ 
○ホオジロ 
○ムクドリ 
◎モズ 

★タマシギ 
★オオヨシキリ 
○カルガモ 
★サシバ 
◎キセキレイ 
★チョウゲンボウ 
○ツバメ 
◎ヒバリ 
○ムクドリ 
○モズ 

○アオジ 
◎オオヨシキリ 
◎カワセミ 
★キジ 
〇シジュウカラ 
◎セッカ 
★チョウゲンボウ 
○ツグミ 
○ホオジロ 
◎モズ 

両生・爬虫類 ★ヤモリ 
○トカゲ 
◎アズマヒキガエル 

★ヤモリ 
○トカゲ 
◎アマガエル 
◎アズマヒキガエル 
★アオダイショウ 

○トカゲ 
◎アオダイショウ 
◎アズマヒキガエル 
○アマガエル 

◎アズマヒキガエル 
〇ヤマアカガエル 
★シュレーゲルアオガ
エル 
★ニホンアカガエル 
★トウキョウダルマガ
エル 
◎ヤマカガシ 
○カナヘビ 
★ヒバカリ 

○トカゲ 
◎アオダイショウ 
◎アズマヒキガエル 
○アマガエル 

昆虫類 ○シオカラトンボ 
○ウスバキトンボ 
○エンマコオロギ 
○アブラゼミ 
★センチコガネ 
○シロテンハナムグリ 
○ナナホシテントウ 
○アオスジアゲハ 
○ナミアゲハ 
○スジグロシロチョウ 

○ハラビロカマキリ 
○カネタタキ 
○ニイニイゼミ 
○ミンミンゼミ 
○アカスジキンカメム
シ 
★コクワガタ 
○クロアゲハ 
○ナミアゲハ 
○モンシロチョウ 

○オオカマキリ 
○エンマコオロギ 
○オンブバッタ 
○ショウリョウバッタ 
○アブラゼミ 
○ジンガサハムシ 
○モンシロチョウ 
○ベニシジミ 
○ヒメアカタテハ 

○シオカラトンボ 
○アカトンボの仲間 
○ケラ 
○コバネイナゴ 
○トゲヒシバッタ 
○アメンボの仲間 
◎タイコウチ 
◎コシマゲンゴロウ 
★ヘイケボタル 

○チョウセンカマキリ 
○コカマキリ 
★カンタン 
◎クツワムシ 
○キリギリス 
○ササキリ 
○トノサマバッタ 
○コアオハナムグリ 
★メスグロヒョウモン 
○キタテハ 

クモ類 ★クサグモ類 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
○ジグモ 
○ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

◎クサグモ類 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
○ジグモ 
○ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

○アシナガグモ類 
〇イオウイロハシリグ
モ 
◎ジグモ 
★コガネグモ 
★ドヨウオニグモ 
○ネコハエトリ 

○アシナガグモ類 
〇イオウイロハシリグ
モ 
◎ドヨウオニグモ 
★コガネグモ 
★シロカネグモ類 
○ナガコガネグモ 

○アシナガグモ類 
◎イオウイロハシリグ
モ 
◎カバキコマチグモ 
★ドヨウオニグモ 
★コガネグモ 
◎シロカネグモ類 

土壌動物注 3) アリヅカムシ、イシノミ、オオムカデ、カニムシ、コムカデ、ジムカデ、ヒメナナフシ、ヤスデ、ヨコエビ、陸産貝類 
注１） ○は典型種、◎は保全種、★は目標種を表す。各種の選定基準については「市民協働生き物調査の仕組み作り －横

浜市市民協働による陸域生物相・生態系調査検討委員会報告書」(平成 19 年 3 月)を参照のこと。 
注２） 地衣・蘚苔・きのこ類の指標生物は、市民調査員では同定が困難であることから、目標種、保全種、典型種の設定

は行なわず、各環境に特徴的かつ見つけやすい生物を選定した。ただし、 
   ①生息地が限定しており個体数も減少傾向にある種（イチョウウキゴケやウメノキゴケ等）や、 
   ②話題性に富み、市民に興味を持ってもらえそうな種（ショウロ、ニオウシメジ、キヌガサタケ等）については、典型

性のある種ではないが指標生物として選定した。 
注３） 土壌動物の指標生物は、「土壌動物による自然の豊かさ評価」（青木 1989）に準じて行なうことから、目標種、保

全種、典型種の設定は行なわず、動物群として示した。  
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表 1.2-2(2) 多様性指標生物調査対象種一覧（陸域生物－２） 
環境分類  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査項目 

Ｄ 樹林地生態系 Ｅ 水辺湿地生態系 

    

６ 

針
葉
樹
林 

     

７ 

竹
林 

     

８ 

落
葉
広
葉
樹
林 

     

９ 

常
緑
広
葉
樹
林 

     

１
０ 
水
辺 

高等植物 (スギ・ヒノキ・サワラ
等の林) 
★キバナアキギリ 
★ギボウシ類 
◎トウゲシバ 
◎ナガバノスミレサイ
シン 
◎ホウチャクソウ 
◎マムシグサ 
◎リョウメンシダ 
○アオキ 
○ジャノヒゲ類 
○ヤブラン 

(マダケ・モウソウチク
林) 
★ウラシマソウ 
◎タチツボスミレ 
◎ハエドクソウ 
◎ハナタデ 
◎ホウチャクソウ 
◎ミズヒキ 
○イノコズチ 
〇ジャノヒゲ類 
○ヤツデ 
○ヤブラン 

(コナラ・クヌギ林) 
★イカリソウ 
★エビネ 
★キンラン 
★ヒトリシズカ 
★フデリンドウ 
◎カンアオイ類 
◎キツネノカミソリ 
◎シュンラン 
◎ニリンソウ 
◎ヤマユリ 
○ウグイスカグラ 
○ウワミズザクラ 
○エゴノキ 
○ガマズミ 
○ゴンズイ 
○シラヤマギク 
○ヒヨドリバナ 
○ホオノキ 
○ヤマザクラ 
○ヤマツツジ 

(シラカシ林) 
★イチヤクソウ 
★キッコウハグマ 
◎アカガシ 
◎ウラジロガシ 
◎ビナンカズラ 
○アオキ 
○ジャノヒゲ類 
○ヤブコウジ 
○ヤブツバキ 
○ヤブラン 

 
★カンガレイ 
★クサレダマ 
★サワヒヨドリ 
◎アカバナ 
◎カサスゲ 
◎タコノアシ 
◎ツリフネソウ 
◎ヌマトラノオ 
◎ハナウド 
◎ハンゲショウ 
○イヌコリヤナギ 
○オギ 
○ガマ類 
○ミゾソバ 
○ヨシ 

地衣・蘚苔・
きのこ注 2) 
菌類（きの
こ等） 
 
地衣類 
 
蘚苔類 

スギエダタケ 
ショウロ 
イグチ科 
アオキのススビョウキ
ン 
ハナゴケ属 
レプラゴケ 
ホソバオキナゴケ 
シシゴケ 
ケゼニゴケ 

ホウライタケ属 
スッポンタケ属 
タケの赤衣ビョウキン 
仙人杖 
 
 
 
ホウオウゴケ属 
ネズミノオゴケ 
ケゼニゴケ 

カワラタケ 
イッポンシメジ科 
ホソツクシタケ 
ドングリキンカクキン 
 
ウメノキゴケ科 
チャシブゴケ属 
コツボゴケ 
ヒナノハイゴケ 
ヤスデゴケ属 

ウチワゴケ 
カンゾウタケ 
テングタケ属 
カシ類ウドンコビョウ
キン 
モジゴケ属 
カシゴケ 
トヤマシノブゴケ 
アブラゴケ 
ケゼニゴケ 

ヤナギのサビキン 
ヨシのサビキン 
 
 
 
 
サワゴケ属 
ケゼニゴケ 
ニセヤハズゴケ 

哺乳類 ○アズマモグラ 
★アカネズミ 
◎ノウサギ 
★ヒメネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 

○アズマモグラ 
★アカネズミ 
★ヒメネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 
◎タヌキ 

○アズマモグラ 
★アカネズミ 
◎ノウサギ 
★ヒメネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 

○アズマモグラ 
★アカネズミ 
◎ノウサギ 
★ヒメネズミ 
◎ジネズミ 
★キツネ 

○アズマモグラ 
〇アブラコウモリ 
★カヤネズミ 
★ハツカネズミ 
★ジネズミ 
◎ヒミズ 

鳥類 
 

○ウグイス 
○カケス 
○カワラヒワ 
◎クロジ 
〇シメ 
★ハイタカ属 
○ヒヨドリ 
○メジロ 
〇ヤマガラ 
★ルリビタキ 

○アオジ 
〇アカハラ 
○ウグイス 
○キジバト 
○ツグミ 
○ムクドリ 
○メジロ 

○アオゲラ 
〇シジュウカラ 
★アカゲラ 
○エナガ 
★オオルリ 
○カケス 
★キビタキ 
◎クロジ 
◎クロツグミ 
★ハイタカ属 

○アオゲラ 
〇アオジ 
○ウグイス 
○カケス 
〇コゲラ 
★ハイタカ属 
〇メジロ 
○ヤマガラ 
★ルリビタキ 

○イソシギ 
★オオヨシキリ 
★カイツブリ 
○カルガモ 
★カワセミ 
○コサギ 
◎キセキレイ 
★セッカ 
○ツバメ 
○モズ 

両生・爬虫類 ◎トカゲ  
〇アオダイショウ 
★ヤマアカガエル 
○アマガエル 

★トカゲ  
〇アオダイショウ 
★ヤマアカガエル 
○アマガエル 

○トカゲ 
〇アオダイショウ 
★オマアカガエル 
○アマガエル 

○トカゲ 
〇アオダイショウ 
★ヤマアカガエル 
○アマガエル 

◎クサガメ 
★イシガメ 
〇アズマヒキガエル 
◎ヤマカガシ 
○カナヘビ 
★ニホンアカガエル 
★ヒバカリ 

昆虫類 ○ヒグラシ 
★ウバタマムシ 
○オオヒラタシデムシ 
○スギカミキリ 
○ヒメスギカミキリ 
○ヒカゲチョウ 
○サトキマダラヒカゲ 

○ベニカミキリ 
○ヒカゲチョウ 
○ヒメジャノメ 
○アオオサムシ 
◎ゴイシシジミ 
★ハイイロヤハズカミ
キリ 

○ナナフシの仲間 
○ツクツクボウシ 
◎ミヤマクワガタ 
★ノコギリクワガタ 
○カブトムシ 
○クロカナブン 
★タマムシ 
○カラスアゲハ 
○ゴマダラチョウ 
◎オオムラサキ 

○ミンミンゼミ 
★ノコギリクワガタ 
★ホシベニカミキリ 
◎ジャコウアゲハ 
○モンキアゲハ 
○アオスジアゲハ 
○ムラサキシジミ 
○テングチョウ 

○コシアキトンボ 
○ショウジョウトンボ 
◎カワトンボ 
◎ハグロトンボ 
○オニヤンマ 
◎ギンヤンマの仲間 
◎シマアメンボ 
★ゲンジボタル 
★ヘイケボタル 

クモ類 ★オウギグモ 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
○コガタコガネグモ 
〇ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

★オウギグモ 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
○コガタコガネグモ 
〇ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

★オウギグモ 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
○コガタコガネグモ 
〇ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

★オウギグモ 
★オナガグモ 
★カタハリウズグモ 
〇コガタコガネグモ 
〇ジョロウグモ 
★ハツリグモ 

○アシナガグモ類 
○イオウイロハシリグ
モ 
★コガネグモ 
★ドヨウオニグモ 
○ナガコガネグモ 
★シロカネグモ類 

土壌動物注 3) アリヅカムシ、イシノミ、オオムカデ、カニムシ、コムカデ、ジムカデ、ヒメナナフシ、ヤスデ、ヨコエビ、陸産貝類 
注１） ○は典型種、◎は保全種、★は目標種を表す。各種の選定基準については「市民協働生き物調査の仕組み作り －横

浜市市民協働による陸域生物相・生態系調査検討委員会報告書」(平成 19 年 3 月)を参照のこと。 
注２） 地衣・蘚苔・きのこ類の指標生物は、市民調査員では同定が困難であることから、目標種、保全種、典型種の設定

は行なわず、各環境に特徴的かつ見つけやすい生物を選定した。ただし、 
   ①生息地が限定しており個体数も減少傾向にある種（イチョウウキゴケやウメノキゴケ等）や、 
   ②話題性に富み、市民に興味を持ってもらえそうな種（ショウロ、ニオウシメジ、キヌガサタケ等）については、典型

性のある種ではないが指標生物として選定した。 
注３） 土壌動物の指標生物は、「土壌動物による自然の豊かさ評価」（青木 1989）に準じて行なうことから、目標種、保

全種、典型種の設定は行なわず、動物群として示した。  
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水域生物 
横浜市水域の生物指標は、市水域の多様な生物環境と生物多様性を配慮しており、その上

でそこに生息する多くの生物から水質と関連する指標種を選び、指標種の出現状況から水質
を評価し、水質の改善を促すものです。 
市内の源流域には谷戸があり、そこから流れ出す川は、中流域、下流域と流れ徐々に規模

が大きくなっています。それぞれに多様な生物生息環境が広がっています。 
海は、感潮域・干潟、岸壁、内湾のように多様な環境があり、それらの環境に適応して生

活しているいろいろな生物が見られます。そして、水質の違いによって生息する生き物にも
違いが現れます。 
生物指標では魚類、底生動物、水草、海岸動物、海藻などいろいろな生き物を指標として

います。このような指標生物の出現状況により、それぞれの環境で生息する生物の多様性を
知ることができます。 

 
表 1.2-3 多様性指標生物調査対象種一覧（水域生物） 

調査項目 河川生態系 海域生態系 
源流・上流域 中流－下流域 感潮・干潟域 岸壁 内湾 

魚類 ★アブラハヤ 
モツゴ 
フナ類 
ドジョウ 

★シマドジョウ 
★ホケドジョウ 
★ギバチ 
メダカ 

アユ 
オイカワ 
ウグイ 

★アブラハヤ 
モツゴ 
カマツカ 
フナ類 
ドジョウ 

★シマドジョウ 
 メダカ 

ボラ 
シマイサキ 
ヒメハゼ 
アベハゼ 
チチブ 

★ビリンゴ 
マハゼ 

★ミミズハゼ 
★クサフグ 

ボラ 
ヒイラギ 

★ウミタナゴ 
キュウセン 
シマハゼ 
ナベカ 
アイナメ 

★クサフグ 

スズキ 
★シロギス 
★マアジ 
クロダイ 
マハゼ 
ハタタテヌメリ 
ネズミゴチ 
マコガレイ 
カワハギ 

底生動物・ 
海岸動物 

カワニナ 
イトミミズ科 
ミズムシ 

★ヌカエビ 
アメリカザリガニ 

★サワガニ 
★フタスジモンカゲロウ 
サホコカゲロウ 
シロハラコカゲロウ 

★シロタニガワカゲロウ 
★カワトンボ 
★オニヤンマ 
★オナシカワゲラ科 
★ヤマトフタツメカワゲラ 
★ヘビトンボ 
ヤマトクロスジヘビトンボ 
コガタシマトビケラ属 
ウルマーシマトビケラ 

★カクツツトビケラ科 
セスジユスリカ 

ナミウズムシ 
カワニナ 
サカマキガイ 
イトミミズ科 
シマイシビル 
ミズムシ 

★ヌカエビ 
アメリカザリガニ 
サホコカゲロウ 
シロハラコカゲロウ 

★シロタニガワカゲロウ 
★オニヤンマ 
★ヤマトフタツメカワゲラ 
★ヘビトンボ 
コガタシマトビケラ属  
ウルマーシマトビケラ 

★ヒゲナガガガンボ属 
セスジユスリカ 

ハナオカカキゴカイ 
ミズヒキゴカイ 
アサリ 
バカガイ 
シオフキガイ 
マテガイ 
ニホンスナモグリ 
オサガニ 
ケフサイソガニ 

ダイダイイソカイメン 
★ヨロイソギンチャク 
ヒザラガイ 
タマキビガイ 
コウロエンカワヒバリガイ 
ムラサキイガイ 
マガキ 

★カメノテ 
フジツボ類 
イソガニ 
ケフサイソガニ 

ハナオカカキゴカイ 
ミズヒキゴカイ 
プリオノスピオ キリフェラ 
パラプリオノスピオ 

藻類 他 ★カワモズク類 
★ベニマダラ 
チャヅツケイウ 

★イタケイソウ 
ナガケイソウ 

★コバンケイソウ 
★マガリケイソウ 
ハリケイソウ（A） 
ハリケイソウ（B） 
ミズワタ 

チャヅツケイソウ 
★イタケイソウ 
ナガケイソウ 

★コバンケイソウ 
★マガリケイソウ 
ハリケイソウ（A） 
ハリケイソウ（B） 
ミズワタ 

アナアオサ 
ハネモ 
オオオゴノリ 

ワカメ 
★ムクサ 
ムカデノリ 
ベニスナゴ 

スケレトネマ  コスタツム 
ユーカンピア  ゾオディアクス 
ヘテロシグマ  アカシオ 
プロロケントルム  トリエスティヌ 
メソディニウム  ルブルム 

水草類  エビモ 
 アイノコイトモ 
 オオカナダモ 
 コカナダモ 
 オランダガラシ 

エビモ 
アイノコイトモ 
オオカナダモ 
コカナダモ 
オランダガラシ  

★アマモ   
 

 

注１） 水域の多様性指標生物は川の生物指標に選定された生物(2005)と海の生物指標に選定された生物(1990)に海草の
アマモを追加した。 

 資料：横浜市環境創造局環境活動事業課(2005)いきもので調べようよこはまの川、川と海の生きものシリーズ８ 
横浜市環境保全局(1990)いきもので調べよう－よこはまの川や海－、川と海の生きものシリーズ 2 

注２） ★目標種は生物指標の大変きれいな水域の指標種とした。 
注３） 河川生態系の藻類、ケイソウの種名は、いきもので調べようよこはまの川、川と海の生きものシリーズ８(2005)

の 34～35 ページを参照。 
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２．大気質 
2.1 現地調査 
2.1.1 大気質調査結果 

現地調査は、公定法による２地点(地点 E-1,W-1)及び簡易法による２地点(地点 W-2,W-3)
において、供用開始後に１回(１週間)実施しました。 
公定法による調査結果は、表 2.1-1(1)～(4)に示すとおりです。 
簡易法の調査結果は、地点W-1で行った公定法と簡易法の測定結果から回帰分析を行い、

求めた回帰式より地点W-2,W-3の日間値(分析値)を補正しました(回帰式は表 2.1-2(1)及び
図 2.1-1 参照)。簡易法による調査結果は表 2.1-2(2)に示すとおりです。 
また、現地調査期間における計画地周辺の常時監視測定局の大気質濃度(速報値)は、表

2.1-3(1)～(4)に示すとおりです。 
 
 

  



－ 資-32 － 

表 2.1-1(1) 大気質現地調査結果（地点 E-1：公定法、二酸化窒素） 

 
 
  

調査地点： 地点E-1

調査項目： 二酸化窒素(NO2)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：ppm

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.002 0.003 0.024 0.021 0.015 0.004 0.006 0.075 7 0.011 0.002 0.024 11/9

2 時 0.001 0.004 0.023 0.015 0.014 0.004 0.005 0.066 7 0.009 0.001 0.023 11/9

3 時 0.001 0.004 0.018 0.016 0.014 0.004 0.004 0.061 7 0.009 0.001 0.018 11/9

4 時 0.001 0.003 0.014 0.014 0.009 0.003 0.006 0.050 7 0.007 0.001 0.014 11/9,11/10

5 時 0.001 0.003 0.013 0.014 0.003 0.003 0.006 0.043 7 0.006 0.001 0.014 11/10

6 時 0.001 0.003 0.015 0.013 0.003 0.004 0.005 0.044 7 0.006 0.001 0.015 11/9

7 時 0.002 0.005 0.019 0.020 0.003 0.005 0.006 0.060 7 0.009 0.002 0.020 11/10

8 時 0.001 0.007 0.020 0.020 0.004 0.006 0.011 0.069 7 0.010 0.001 0.020 11/9,11/10

9 時 0.002 0.007 0.019 0.022 0.005 0.008 0.012 0.075 7 0.011 0.002 0.022 11/10

10 時 0.002 0.006 0.018 0.025 0.006 0.010 0.011 0.078 7 0.011 0.002 0.025 11/10

11 時 0.002 0.006 0.015 0.028 0.006 0.009 0.008 0.074 7 0.011 0.002 0.028 11/10

12 時 0.003 0.007 0.012 0.027 0.005 0.010 0.007 0.071 7 0.010 0.003 0.027 11/10

13 時 0.003 0.012 0.020 0.030 0.004 0.009 0.005 0.083 7 0.012 0.003 0.030 11/10

14 時 0.003 0.012 0.021 0.031 0.004 0.008 0.005 0.084 7 0.012 0.003 0.031 11/10

15 時 0.003 0.012 0.010 0.023 0.006 0.006 0.008 0.068 7 0.010 0.003 0.023 11/10

16 時 0.003 0.011 0.006 0.013 0.006 0.006 0.007 0.052 7 0.007 0.003 0.013 11/10

17 時 0.006 0.009 0.009 0.008 0.006 0.008 0.010 0.056 7 0.008 0.006 0.010 11/13

18 時 0.009 0.007 0.014 0.007 0.008 0.010 0.016 0.071 7 0.010 0.007 0.016 11/13

19 時 0.021 0.009 0.017 0.009 0.008 0.011 0.008 0.083 7 0.012 0.008 0.021 11/7

20 時 0.012 0.006 0.024 0.012 0.006 0.012 0.007 0.079 7 0.011 0.006 0.024 11/9

21 時 0.010 0.008 0.027 0.025 0.006 0.011 0.008 0.095 7 0.014 0.006 0.027 11/9

22 時 0.008 0.012 0.031 0.019 0.004 0.010 0.009 0.093 7 0.013 0.004 0.031 11/9

23 時 0.004 0.013 0.032 0.018 0.004 0.008 0.010 0.089 7 0.013 0.004 0.032 11/9

24 時 0.003 0.021 0.031 0.018 0.005 0.007 0.009 0.094 7 0.013 0.003 0.031 11/9

合計 0.104 0.190 0.452 0.448 0.154 0.176 0.189 1.713

有効数 24 24 24 24 24 24 24 168

平均 0.004 0.008 0.019 0.019 0.006 0.007 0.008 0.010 0.004 0.019 11/9,11/10

最低 0.001 0.003 0.006 0.007 0.003 0.003 0.004 0.006 0.001

最高 0.021 0.021 0.032 0.031 0.015 0.012 0.016 0.014 0.032 11/9 23時

同上起時 19時 24時 23時 14時 1時 20時 18時 21時 

有効
数

2023年
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表 2.1-1(2) 大気質現地調査結果（地点 W-1：公定法、二酸化窒素） 
調査地点： 地点Ｗ-1

調査項目： 二酸化窒素(NO2)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：ppm

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.001 0.003 0.026 0.023 0.017 0.004 0.005 0.079 7 0.011 0.001 0.026 11/9

2 時 0.001 0.004 0.028 0.015 0.018 0.003 0.005 0.074 7 0.011 0.001 0.028 11/9

3 時 0.001 0.004 0.023 0.018 0.017 0.003 0.005 0.071 7 0.010 0.001 0.023 11/9

4 時 0.001 0.003 0.020 0.016 0.010 0.003 0.006 0.059 7 0.008 0.001 0.020 11/9

5 時 0.001 0.003 0.021 0.014 0.003 0.003 0.006 0.051 7 0.007 0.001 0.021 11/9

6 時 0.001 0.004 0.017 0.016 0.003 0.004 0.005 0.050 7 0.007 0.001 0.017 11/9

7 時 0.001 0.006 0.020 0.020 0.003 0.005 0.007 0.062 7 0.009 0.001 0.020 11/9,11/10

8 時 0.001 0.009 0.019 0.021 0.004 0.007 0.013 0.074 7 0.011 0.001 0.021 11/10

9 時 0.002 0.008 0.019 0.021 0.007 0.008 0.014 0.079 7 0.011 0.002 0.021 11/10

10 時 0.001 0.008 0.016 0.026 0.006 0.009 0.009 0.075 7 0.011 0.001 0.026 11/10

11 時 0.003 0.005 0.016 0.030 0.008 0.008 0.007 0.077 7 0.011 0.003 0.030 11/10

12 時 0.004 0.010 0.015 0.030 0.008 0.009 0.006 0.082 7 0.012 0.004 0.030 11/10

13 時 0.003 0.013 0.020 0.031 0.005 0.009 0.004 0.085 7 0.012 0.003 0.031 11/10

14 時 0.003 0.014 0.020 0.031 0.005 0.008 0.004 0.085 7 0.012 0.003 0.031 11/10

15 時 0.003 0.013 0.010 0.023 0.005 0.006 0.006 0.066 7 0.009 0.003 0.023 11/10

16 時 0.003 0.012 0.007 0.014 0.005 0.006 0.009 0.056 7 0.008 0.003 0.014 11/10

17 時 0.006 0.011 0.012 0.010 0.006 0.009 0.021 0.075 7 0.011 0.006 0.021 11/13

18 時 0.021 0.009 0.017 0.007 0.008 0.011 0.027 0.100 7 0.014 0.007 0.027 11/13

19 時 0.029 0.009 0.025 0.007 0.008 0.012 0.009 0.099 7 0.014 0.007 0.029 11/7

20 時 0.011 0.007 0.031 0.013 0.006 0.012 0.007 0.087 7 0.012 0.006 0.031 11/9

21 時 0.011 0.009 0.032 0.026 0.005 0.011 0.008 0.102 7 0.015 0.005 0.032 11/9

22 時 0.007 0.013 0.034 0.021 0.003 0.010 0.009 0.097 7 0.014 0.003 0.034 11/9

23 時 0.004 0.014 0.036 0.019 0.003 0.009 0.010 0.095 7 0.014 0.003 0.036 11/9

24 時 0.003 0.023 0.035 0.018 0.004 0.007 0.010 0.100 7 0.014 0.003 0.035 11/9

合計 0.122 0.214 0.519 0.470 0.167 0.176 0.212 1.880

有効数 24 24 24 24 24 24 24 168

平均 0.005 0.009 0.022 0.020 0.007 0.007 0.009 0.011 0.005 0.022 11/9

最低 0.001 0.003 0.007 0.007 0.003 0.003 0.004 0.007 0.001

最高 0.029 0.023 0.036 0.031 0.018 0.012 0.027 0.015 0.036 11/9 23時

同上起時 19時 24時 23時 13時 2時 19時 18時 21時 

14時 20時 

有効
数

2023年
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表 2.1-1(3) 大気質現地調査結果（地点 E-1：公定法、浮遊粒子状物質） 

 
 

 
 

 
  

調査地点： 地点E-1

調査項目： 浮遊粒子状物質(SPM)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：mg/m
3

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.015 0.011 0.015 0.015 0.026 0.006 0.018 0.106 7 0.015 0.006 0.026 11/11

2 時 0.016 0.009 0.015 0.017 0.021 0.005 0.012 0.095 7 0.014 0.005 0.021 11/11

3 時 0.022 0.008 0.012 0.017 0.018 0.004 0.015 0.096 7 0.014 0.004 0.022 11/7

4 時 0.024 0.008 0.011 0.018 0.003 0.006 0.014 0.084 7 0.012 0.003 0.024 11/7

5 時 0.029 0.007 0.014 0.016 0.002 0.003 0.007 0.078 7 0.011 0.002 0.029 11/7

6 時 0.037 0.007 0.015 0.017 0.001 0.004 0.003 0.084 7 0.012 0.001 0.037 11/7

7 時 0.030 0.004 0.015 0.018 0.001 0.007 0.002 0.077 7 0.011 0.001 0.030 11/7

8 時 0.030 0.005 0.015 0.018 0.001 0.007 0.003 0.079 7 0.011 0.001 0.030 11/7

9 時 0.026 0.006 0.015 0.020 0.003 0.005 0.004 0.079 7 0.011 0.003 0.026 11/7

10 時 0.028 0.006 0.015 0.020 0.005 0.007 0.003 0.084 7 0.012 0.003 0.028 11/7

11 時 0.006 0.008 0.011 0.025 0.004 0.006 0.003 0.063 7 0.009 0.003 0.025 11/10

12 時 0.008 0.009 0.012 0.026 0.002 0.011 0.005 0.073 7 0.010 0.002 0.026 11/10

13 時 0.010 0.009 0.016 0.030 0.002 0.006 0.002 0.075 7 0.011 0.002 0.030 11/10

14 時 0.010 0.012 0.014 0.021 0.004 0.008 0.006 0.075 7 0.011 0.004 0.021 11/10

15 時 0.009 0.011 0.010 0.017 0.002 0.008 0.005 0.062 7 0.009 0.002 0.017 11/10

16 時 0.012 0.014 0.013 0.012 0.003 0.007 0.004 0.065 7 0.009 0.003 0.014 11/8

17 時 0.011 0.013 0.010 0.006 0.002 0.012 0.005 0.059 7 0.008 0.002 0.013 11/8

18 時 0.015 0.009 0.013 0.008 0.005 0.014 0.006 0.070 7 0.010 0.005 0.015 11/7

19 時 0.015 0.010 0.017 0.004 0.004 0.012 0.004 0.066 7 0.009 0.004 0.017 11/9

20 時 0.007 0.011 0.020 0.008 0.004 0.013 0.002 0.065 7 0.009 0.002 0.020 11/9

21 時 0.008 0.011 0.021 0.025 0.005 0.010 0.004 0.084 7 0.012 0.004 0.025 11/10

22 時 0.005 0.012 0.020 0.025 0.001 0.012 0.002 0.077 7 0.011 0.001 0.025 11/10

23 時 0.011 0.013 0.018 0.024 0.001 0.012 0.002 0.081 7 0.012 0.001 0.024 11/10

24 時 0.011 0.013 0.017 0.027 0.005 0.017 0.003 0.093 7 0.013 0.003 0.027 11/10

合計 0.395 0.226 0.354 0.434 0.125 0.202 0.134 1.870

有効数 24 24 24 24 24 24 24 168

平均 0.016 0.009 0.015 0.018 0.005 0.008 0.006 0.011 0.005 0.018 11/10

最低 0.005 0.004 0.010 0.004 0.001 0.003 0.002 0.008 0.001

最高 0.037 0.014 0.021 0.030 0.026 0.017 0.018 0.015 0.037 11/7 6時

同上起時 6時 16時 21時 13時 1時 24時 1時 1時 

2023年 有効
数
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表 2.1-1(4) 大気質現地調査結果（地点 W-1：公定法、浮遊粒子状物質） 

 
 

 
 
  

調査地点： 地点Ｗ-1

調査項目： 浮遊粒子状物質(SPM)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：mg/m
3

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.019 0.010 0.013 0.015 0.024 0.005 0.017 0.103 7 0.015 0.005 0.024 11/11

2 時 0.019 0.009 0.015 0.013 0.023 0.005 0.013 0.097 7 0.014 0.005 0.023 11/11

3 時 0.023 0.007 0.013 0.015 0.017 0.005 0.015 0.095 7 0.014 0.005 0.023 11/7

4 時 0.026 0.007 0.012 0.016 0.008 0.003 0.013 0.085 7 0.012 0.003 0.026 11/7

5 時 0.032 0.007 0.014 0.016 0.001 0.005 0.008 0.083 7 0.012 0.001 0.032 11/7

6 時 0.037 0.006 0.016 0.017 0.000 0.006 0.001 0.083 7 0.012 0.000 0.037 11/7

7 時 0.029 0.006 0.017 0.019 0.002 0.008 0.002 0.083 7 0.012 0.002 0.029 11/7

8 時 0.030 0.006 0.015 0.019 0.002 0.005 0.002 0.079 7 0.011 0.002 0.030 11/7

9 時 0.028 0.005 0.016 0.021 0.002 0.010 0.003 0.085 7 0.012 0.002 0.028 11/7

10 時 0.031 0.010 0.013 0.020 0.001 0.007 0.000 0.082 7 0.012 0.000 0.031 11/7

11 時 0.003 0.008 0.014 0.026 0.004 0.008 0.004 0.067 7 0.010 0.003 0.026 11/10

12 時 0.006 0.010 0.012 0.025 0.002 0.010 0.004 0.069 7 0.010 0.002 0.025 11/10

13 時 0.008 0.010 0.017 0.030 0.002 0.007 0.004 0.078 7 0.011 0.002 0.030 11/10

14 時 0.013 0.013 0.014 0.026 0.005 0.008 0.005 0.084 7 0.012 0.005 0.026 11/10

15 時 0.009 0.010 0.009 0.016 0.002 0.008 0.004 0.058 7 0.008 0.002 0.016 11/10

16 時 0.008 0.013 0.010 0.010 0.001 0.008 0.003 0.053 7 0.008 0.001 0.013 11/8

17 時 0.010 0.015 0.010 0.004 0.002 0.010 0.004 0.055 7 0.008 0.002 0.015 11/8

18 時 0.014 0.012 0.013 0.006 0.004 0.016 0.007 0.072 7 0.010 0.004 0.016 11/12

19 時 0.018 0.012 0.013 0.003 0.004 0.012 0.003 0.065 7 0.009 0.003 0.018 11/7

20 時 0.009 0.011 0.018 0.010 0.004 0.012 0.001 0.065 7 0.009 0.001 0.018 11/9

21 時 0.008 0.010 0.018 0.023 0.001 0.013 0.002 0.075 7 0.011 0.001 0.023 11/10

22 時 0.007 0.010 0.017 0.027 0.005 0.011 0.005 0.082 7 0.012 0.005 0.027 11/10

23 時 0.010 0.011 0.019 0.025 0.002 0.014 0.003 0.084 7 0.012 0.002 0.025 11/10

24 時 0.011 0.012 0.017 0.026 0.004 0.015 0.003 0.088 7 0.013 0.003 0.026 11/10

合計 0.408 0.230 0.345 0.428 0.122 0.211 0.126 1.870

有効数 24 24 24 24 24 24 24 168

平均 0.017 0.010 0.014 0.018 0.005 0.009 0.005 0.011 0.005 0.018 11/10

最低 0.003 0.005 0.009 0.003 0.000 0.003 0.000 0.008 0.000

最高 0.037 0.015 0.019 0.030 0.024 0.016 0.017 0.015 0.037 11/7 6時

同上起時 6時 17時 23時 13時 1時 18時 1時 1時 

2023年 有効
数
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表 2.1-2(1) 公定法(自動計測器)と簡易法の(PTIO 法)の回帰式 

【調査期間】2023 年 11 月 7 日(火)～11 月 13 日(月) 

項 目 y x 標本数 相関係数 回 帰 式 

二酸化窒素
（NO2） 

地点 W-1 
公定法(自動計測器) 

地点 W-1 
簡易法(PTIO 法) 

7 0.960 y=0.725x + 0.003 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査期間：2023 年 11 月 7 日(火)～11 月 13 日(月)  

図 2.1-1 公定法と簡易法との相関関係 
 
 

表 2.1-2(2) 簡易法(PTIO 法)による大気質現地調査結果(二酸化窒素) 
単位：ppm 

月日 等 
地点 等 

2023 年 
期 間 
平均値 最高値 最低値 11/7 

(火) 
11/8 
(水) 

11/9 
(木) 

11/10 
(金) 

11/11 
(土) 

11/12 
(日) 

11/13 
(月) 

地点Ｗ-2 
西側敷地 
西側 

分析値 0.005 0.016 0.026 0.022 0.006 0.011 0.018 － － － 

補正値 0.007 0.015 0.022 0.019 0.007 0.011 0.016 0.014 0.022 0.007 

地点Ｗ-3 
西側敷地 
北側 

分析値 0.009 0.018 0.021 0.012 0.008 0.008 0.014 － － － 

補正値 0.010 0.016 0.018 0.012 0.009 0.009 0.013 0.012 0.018 0.009 
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表 2.1-3(1) 大気質現地調査結果(常時監視測定局､戸塚区汲沢小学校:二酸化窒素) 
 

 
 
  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

調査地点： 戸塚区汲沢小学校 (一般局)

調査項目： 二酸化窒素(NO2)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：ppm

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.002 0.004 0.024 0.015 0.018 0.005 0.007 0.075 7 0.011 0.002 0.024 11/9

2 時 0.002 0.005 0.024 0.013 0.020 0.004 0.006 0.074 7 0.011 0.002 0.024 11/9

3 時 0.002 0.005 0.024 0.017 0.017 0.004 0.006 0.075 7 0.011 0.002 0.024 11/9

4 時 0.001 0.003 0.023 0.018 0.011 0.004 0.007 0.067 7 0.010 0.001 0.023 11/9

5 時 0.001 0.004 0.021 0.015 0.003 0.004 0.007 0.055 7 0.008 0.001 0.021 11/9

6 時 0.002 0.005 0.017 0.015 0.003 0.005 0.006 0.053 7 0.008 0.002 0.017 11/9

7 時 0.002 0.006 0.019 0.018 0.004 0.005 0.008 0.062 7 0.009 0.002 0.019 11/9

8 時 0.002 0.007 0.018 0.017 0.004 0.007 0.012 0.067 7 0.010 0.002 0.018 11/9

9 時 0.002 0.007 0.017 0.020 0.005 0.008 0.013 0.072 7 0.010 0.002 0.020 11/10

10 時 0.002 0.006 0.014 0.026 0.005 0.009 0.009 0.071 7 0.010 0.002 0.026 11/10

11 時 0.003 0.005 0.013 0.029 0.005 0.009 0.007 0.071 7 0.010 0.003 0.029 11/10

12 時 0.004 0.005 0.012 0.033 0.005 0.009 --   0.068 6 0.011 0.004 0.033 11/10

13 時 0.003 0.009 0.014 0.035 0.005 0.009 0.004 0.079 7 0.011 0.003 0.035 11/10

14 時 0.003 0.013 0.022 0.033 0.005 0.008 0.006 0.090 7 0.013 0.003 0.033 11/10

15 時 0.003 0.013 0.013 0.023 0.006 0.006 0.007 0.071 7 0.010 0.003 0.023 11/10

16 時 0.004 0.013 0.009 0.014 0.006 0.007 0.006 0.059 7 0.008 0.004 0.014 11/10

17 時 0.004 0.012 0.011 0.008 0.006 0.009 0.010 0.060 7 0.009 0.004 0.012 11/8

18 時 0.010 0.010 0.016 0.006 0.007 0.010 0.018 0.077 7 0.011 0.006 0.018 11/13

19 時 0.019 0.011 0.018 0.006 0.007 0.012 0.008 0.081 7 0.012 0.006 0.019 11/7

20 時 0.012 0.008 0.021 0.016 0.005 0.012 0.007 0.081 7 0.012 0.005 0.021 11/9

21 時 0.011 0.010 0.034 0.022 0.005 0.011 0.008 0.101 7 0.014 0.005 0.034 11/9

22 時 0.007 0.013 0.036 0.020 0.004 0.010 0.010 0.100 7 0.014 0.004 0.036 11/9

23 時 0.004 0.018 0.040 0.019 0.004 0.009 0.010 0.104 7 0.015 0.004 0.040 11/9

24 時 0.004 0.027 0.030 0.017 0.005 0.008 0.008 0.099 7 0.014 0.004 0.030 11/9

合計 0.109 0.219 0.490 0.455 0.165 0.184 0.190 1.812

有効数 24 24 24 24 24 24 23 167

平均 0.005 0.009 0.020 0.019 0.007 0.008 0.008 0.011 0.005 0.020 11/9

最低 0.001 0.003 0.009 0.006 0.003 0.004 0.004 0.008 0.001

最高 0.019 0.027 0.040 0.035 0.020 0.012 0.018 0.015 0.040 11/9 23時

同上起時 19時 24時 23時 13時 2時 19時 18時 23時 

20時 

有効
数

2023年
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表 2.1-3(2) 大気質現地調査結果(常時監視測定局、戸塚区矢沢交差点：二酸化窒素) 
 

 
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

調査地点： 戸塚区矢沢交差点 (自排局)

調査項目： 二酸化窒素(NO2)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：ppm

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.004 0.007 0.030 0.025 0.021 0.008 0.009 0.104 7 0.015 0.004 0.030 11/9

2 時 0.004 0.009 0.030 0.023 0.026 0.006 0.008 0.106 7 0.015 0.004 0.030 11/9

3 時 0.005 0.008 0.028 0.024 0.025 0.006 0.008 0.104 7 0.015 0.005 0.028 11/9

4 時 0.004 0.009 0.022 0.021 0.015 0.006 0.010 0.087 7 0.012 0.004 0.022 11/9

5 時 0.005 0.009 0.025 0.020 0.005 0.006 0.012 0.082 7 0.012 0.005 0.025 11/9

6 時 0.007 0.010 0.021 0.026 0.007 0.008 0.011 0.090 7 0.013 0.007 0.026 11/10

7 時 0.009 0.012 0.025 0.025 0.008 0.009 0.012 0.100 7 0.014 0.008 0.025 11/9,11/10

8 時 0.011 0.013 0.025 0.021 0.008 0.010 0.017 0.105 7 0.015 0.008 0.025 11/9

9 時 0.012 0.012 0.023 0.024 0.008 0.011 0.019 0.109 7 0.016 0.008 0.024 11/10

10 時 0.010 0.010 0.022 0.030 0.008 0.011 0.021 0.112 7 0.016 0.008 0.030 11/10

11 時 0.011 0.009 0.018 0.035 0.009 0.011 0.014 0.107 7 0.015 0.009 0.035 11/10

12 時 0.011 0.010 0.016 0.038 0.007 0.011 --   0.093 6 0.016 0.007 0.038 11/10

13 時 0.011 0.014 0.019 0.033 0.007 0.011 0.009 0.104 7 0.015 0.007 0.033 11/10

14 時 0.010 0.017 0.026 0.031 0.007 0.010 0.008 0.109 7 0.016 0.007 0.031 11/10

15 時 0.013 0.019 0.017 0.028 0.007 0.009 0.008 0.101 7 0.014 0.007 0.028 11/10

16 時 0.016 0.020 0.012 0.021 0.009 0.009 0.008 0.095 7 0.014 0.008 0.021 11/10

17 時 0.013 0.018 0.017 0.013 0.010 0.012 0.015 0.098 7 0.014 0.010 0.018 11/8

18 時 0.023 0.013 0.020 0.011 0.014 0.014 0.032 0.127 7 0.018 0.011 0.032 11/13

19 時 0.029 0.015 0.019 0.009 0.012 0.015 0.012 0.111 7 0.016 0.009 0.029 11/7

20 時 0.016 0.013 0.044 0.018 0.010 0.015 0.012 0.128 7 0.018 0.010 0.044 11/9

21 時 0.016 0.016 0.051 0.029 0.008 0.014 0.015 0.149 7 0.021 0.008 0.051 11/9

22 時 0.011 0.023 0.048 0.025 0.006 0.013 0.018 0.144 7 0.021 0.006 0.048 11/9

23 時 0.008 0.026 0.044 0.026 0.006 0.013 0.017 0.140 7 0.020 0.006 0.044 11/9

24 時 0.007 0.029 0.036 0.023 0.008 0.010 0.018 0.131 7 0.019 0.007 0.036 11/9

合計 0.266 0.341 0.638 0.579 0.251 0.248 0.313 2.636

有効数 24 24 24 24 24 24 23 167

平均 0.011 0.014 0.027 0.024 0.010 0.010 0.014 0.016 0.010 0.027 11/9

最低 0.004 0.007 0.012 0.009 0.005 0.006 0.008 0.012 0.004

最高 0.029 0.029 0.051 0.038 0.026 0.015 0.032 0.021 0.051 11/9 21時

同上起時 19時 24時 21時 12時 2時 19時 18時 21時 

20時 22時 

有効
数

2023年
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表 2.1-3(3) 大気質現地調査結果(常時監視測定局､戸塚区汲沢小学校:浮遊粒子状物質) 
 

 
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

調査地点： 戸塚区汲沢小学校 (一般局)

調査項目： 浮遊粒子状物質(SPM)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：mg/m3

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.030 0.015 0.019 0.020 0.029 0.006 0.019 0.138 7 0.020 0.006 0.030 11/7

2 時 0.029 0.013 0.017 0.020 0.025 0.006 0.017 0.127 7 0.018 0.006 0.029 11/7

3 時 0.033 0.011 0.017 0.017 0.023 0.007 0.015 0.123 7 0.018 0.007 0.033 11/7

4 時 0.037 0.011 0.018 0.019 0.010 0.006 0.017 0.118 7 0.017 0.006 0.037 11/7

5 時 0.042 0.008 0.015 0.018 0.004 0.008 0.011 0.106 7 0.015 0.004 0.042 11/7

6 時 0.043 0.010 0.018 0.020 0.003 0.004 0.005 0.103 7 0.015 0.003 0.043 11/7

7 時 0.043 0.009 0.019 0.020 0.003 0.009 0.003 0.106 7 0.015 0.003 0.043 11/7

8 時 0.049 0.006 0.019 0.022 0.002 0.009 0.004 0.111 7 0.016 0.002 0.049 11/7

9 時 0.039 0.005 0.018 0.022 0.000 0.010 0.005 0.099 7 0.014 0.000 0.039 11/7

10 時 0.038 0.007 0.016 0.025 0.001 0.010 0.002 0.099 7 0.014 0.001 0.038 11/7

11 時 0.021 0.008 0.012 0.028 0.003 0.009 0.003 0.084 7 0.012 0.003 0.028 11/10

12 時 0.008 0.009 0.014 0.031 0.004 0.009 --   0.075 6 0.013 0.004 0.031 11/10

13 時 0.009 0.013 0.016 0.033 0.002 0.008 0.000 0.081 7 0.012 0.000 0.033 11/10

14 時 0.013 0.012 0.020 0.029 0.003 0.009 0.003 0.089 7 0.013 0.003 0.029 11/10

15 時 0.011 0.015 0.017 0.019 0.004 0.010 0.008 0.084 7 0.012 0.004 0.019 11/10

16 時 0.013 0.014 0.027 0.014 0.004 0.010 0.009 0.091 7 0.013 0.004 0.027 11/9

17 時 0.012 0.017 0.017 0.009 0.003 0.015 0.010 0.083 7 0.012 0.003 0.017 11/8,11/9

18 時 0.017 0.015 0.019 0.005 0.005 0.018 0.006 0.085 7 0.012 0.005 0.019 11/9

19 時 0.015 0.017 0.018 0.008 0.005 0.014 0.006 0.083 7 0.012 0.005 0.018 11/9

20 時 0.012 0.014 0.018 0.015 0.004 0.014 0.006 0.083 7 0.012 0.004 0.018 11/9

21 時 0.010 0.016 0.019 0.030 0.005 0.015 0.004 0.099 7 0.014 0.004 0.030 11/10

22 時 0.012 0.012 0.019 0.031 0.004 0.017 0.004 0.099 7 0.014 0.004 0.031 11/10

23 時 0.016 0.015 0.016 0.029 0.005 0.016 0.007 0.104 7 0.015 0.005 0.029 11/10

24 時 0.017 0.017 0.019 0.030 0.004 0.017 0.004 0.108 7 0.015 0.004 0.030 11/10

合計 0.569 0.289 0.427 0.514 0.155 0.256 0.168 2.378

有効数 24 24 24 24 24 24 23 167

平均 0.024 0.012 0.018 0.021 0.006 0.011 0.007 0.014 0.006 0.024 11/7

最低 0.008 0.005 0.012 0.005 0.000 0.004 0.000 0.012 0.000

最高 0.049 0.017 0.027 0.033 0.029 0.018 0.019 0.020 0.049 11/7 8時

同上起時 8時 17時 16時 13時 1時 18時 1時 1時 

19時 

24時 

2023年 有効
数
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表 2.1-3(4) 大気質現地調査結果(常時監視測定局､戸塚区矢沢交差点:浮遊粒子状物質) 
 

 
 
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

調査地点： 戸塚区矢沢交差点 (自排局)

調査項目： 浮遊粒子状物質(SPM)

11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 単位：mg/m3

(火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) 合計 平均 最低 最高 同左起日

1 時 0.032 0.013 0.017 0.019 0.027 0.007 0.018 0.133 7 0.019 0.007 0.032 11/7

2 時 0.031 0.015 0.018 0.019 0.026 0.007 0.016 0.132 7 0.019 0.007 0.031 11/7

3 時 0.034 0.010 0.015 0.021 0.020 0.008 0.018 0.126 7 0.018 0.008 0.034 11/7

4 時 0.040 0.010 0.015 0.020 0.010 0.006 0.016 0.117 7 0.017 0.006 0.040 11/7

5 時 0.047 0.010 0.016 0.018 0.003 0.006 0.011 0.111 7 0.016 0.003 0.047 11/7

6 時 0.042 0.009 0.019 0.021 0.003 0.007 0.005 0.106 7 0.015 0.003 0.042 11/7

7 時 0.045 0.008 0.019 0.022 0.003 0.010 0.003 0.110 7 0.016 0.003 0.045 11/7

8 時 0.052 0.009 0.021 0.021 0.004 0.010 0.004 0.121 7 0.017 0.004 0.052 11/7

9 時 0.042 0.008 0.020 0.022 0.002 0.010 0.004 0.108 7 0.015 0.002 0.042 11/7

10 時 0.041 0.009 0.019 0.024 0.005 0.009 0.003 0.110 7 0.016 0.003 0.041 11/7

11 時 0.025 0.008 0.017 0.027 0.004 0.012 0.003 0.096 7 0.014 0.003 0.027 11/10

12 時 0.013 0.010 0.016 0.031 0.004 0.011 --   0.085 6 0.014 0.004 0.031 11/10

13 時 0.011 0.012 0.018 0.031 0.004 0.009 0.004 0.089 7 0.013 0.004 0.031 11/10

14 時 0.013 0.012 0.018 0.027 0.004 0.009 0.004 0.087 7 0.012 0.004 0.027 11/10

15 時 0.012 0.013 0.015 0.020 0.005 0.010 0.006 0.081 7 0.012 0.005 0.020 11/10

16 時 0.015 0.017 0.013 0.014 0.003 0.012 0.002 0.076 7 0.011 0.002 0.017 11/8

17 時 0.013 0.018 0.016 0.008 0.003 0.014 0.005 0.077 7 0.011 0.003 0.018 11/8

18 時 0.015 0.015 0.015 0.008 0.005 0.018 0.009 0.085 7 0.012 0.005 0.018 11/12

19 時 0.017 0.016 0.017 0.006 0.007 0.016 0.004 0.083 7 0.012 0.004 0.017 11/7,11/9

20 時 0.014 0.013 0.021 0.015 0.005 0.014 0.004 0.086 7 0.012 0.004 0.021 11/9

21 時 0.010 0.012 0.022 0.027 0.004 0.016 0.005 0.096 7 0.014 0.004 0.027 11/10

22 時 0.011 0.015 0.023 0.028 0.004 0.016 0.006 0.103 7 0.015 0.004 0.028 11/10

23 時 0.017 0.013 0.021 0.029 0.004 0.016 0.005 0.105 7 0.015 0.004 0.029 11/10

24 時 0.013 0.016 0.019 0.029 0.008 0.018 0.006 0.109 7 0.016 0.006 0.029 11/10

合計 0.605 0.291 0.430 0.507 0.167 0.271 0.161 2.432

有効数 24 24 24 24 24 24 23 167

平均 0.025 0.012 0.018 0.021 0.007 0.011 0.007 0.015 0.007 0.025 11/7

最低 0.010 0.008 0.013 0.006 0.002 0.006 0.002 0.011 0.002

最高 0.052 0.018 0.023 0.031 0.027 0.018 0.018 0.019 0.052 11/7 8時

同上起時 8時 17時 22時 12時 1時 18時 1時 1時 

13時 24時 3時 2時 

2023年 有効
数
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３．騒音 
3.1 現地調査 

騒音の現地調査結果は、表 3.1-1(1)～(4)及び図 3.1-1(1)～(4)に示すとおりです。 
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表 3.1-1(1) 騒音現地調査結果（地点 W-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1-1(2) 騒音現地調査結果（地点 W-1）  

【地　点】 W-1

【年月日】 令和5年11月8日(水) ～ 11月9日(木) 単位：dB

区分 ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 ＬAmax ＬAmin

朝 6 :00 ～ 7 :00 47.4 49 48 47 46 46 58 45

↓ 7 :00 ～ 8 :00 47.9 49 49 48 47 46 57 46

昼間 8 :00 ～ 9 :00 49.1 50 49 48 48 47 59 47

↓ 9 :00 ～ 10 :00 47.6 49 48 48 47 46 54 45

↓ 10 :00 ～ 11 :00 46.7 48 47 46 45 45 57 45

↓ 11 :00 ～ 12 :00 46.5 48 47 46 46 45 55 45

↓ 12 :00 ～ 13 :00 46.2 47 47 46 45 45 52 44

↓ 13 :00 ～ 14 :00 46.5 48 47 46 45 45 54 44

↓ 14 :00 ～ 15 :00 46.5 47 47 46 45 45 56 45

↓ 15 :00 ～ 16 :00 46.7 48 48 47 46 45 54 45

↓ 16 :00 ～ 17 :00 47.4 48 48 47 46 46 58 45

↓ 17 :00 ～ 18 :00 47.7 48 48 47 46 46 57 45

夕 18 :00 ～ 19 :00 47.1 48 48 47 46 46 60 45

↓ 19 :00 ～ 20 :00 46.5 48 47 46 46 45 54 45

↓ 20 :00 ～ 21 :00 46.1 47 47 46 45 45 56 44

↓ 21 :00 ～ 22 :00 45.8 47 47 46 45 45 54 44

↓ 22 :00 ～ 23 :00 45.0 46 46 45 44 44 51 43

夜間 23 :00 ～ 0 :00 45.1 46 46 45 44 44 50 43

↓ 0 :00 ～ 1 :00 44.6 45 45 45 44 44 48 43

↓ 1 :00 ～ 2 :00 44.6 45 45 45 44 44 49 43

↓ 2 :00 ～ 3 :00 44.3 45 45 44 44 44 48 43

↓ 3 :00 ～ 4 :00 44.5 45 45 45 44 44 49 43

↓ 4 :00 ～ 5 :00 44.6 45 45 45 44 44 49 43

↓ 5 :00 ～ 6 :00 45.4 46 46 45 45 45 53 44

48 49 49 48 47 46 58 46

47.9 49 49 48 47 46 58 46

47.4 49 48 47 46 46 57 45

47 48 48 47 46 46 56 45

49.1 50 49 48 48 47 59 47

46.2 47 47 46 45 45 52 44

46 47 47 46 45 45 55 44

47.1 48 48 47 46 46 60 45

45.0 46 46 45 44 44 51 43

45 45 45 45 44 44 49 43

45.4 46 46 45 45 45 53 44

44.3 45 45 44 44 44 48 43

46 47 47 46 45 45 54 44

49.1 50 49 48 48 47 60 47

44.3 45 45 44 44 44 48 43

                    

時  間

朝
平　均

最　大

夜　間
平　均

最　大

(6時～8時) 最　小

昼　間
平　均

最　大
(8時～18時) 最　小

夕
平　均

最　大
(18時～23時) 最　小

(23時～翌6時) 最　小

全　時　間

平　均

最　大

最　小

30

40

50

60

70

80

90

100

110

6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4

レベル[dB]

時 間

ＬAeq

ＬA5

ＬA10

ＬA50

ＬA90

ＬA95

ＬAmax

ＬAmin



－ 資-43 － 

表 3.1-1(2) 騒音現地調査結果（地点 W-2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 3.1-1(3) 騒音現地調査結果（地点 W-2）  

【地　点】 W-2

【年月日】 令和5年11月8日(水) ～ 11月9日(木) 単位：dB

区分 ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 ＬAmax ＬAmin

朝 6 :00 ～ 7 :00 43.6 45 44 44 43 43 53 41

↓ 7 :00 ～ 8 :00 45.0 46 45 45 43 43 55 43

昼間 8 :00 ～ 9 :00 45.2 46 45 45 44 43 60 43

↓ 9 :00 ～ 10 :00 44.7 46 45 45 44 43 56 42

↓ 10 :00 ～ 11 :00 46.8 48 47 47 46 46 58 45

↓ 11 :00 ～ 12 :00 43.1 45 44 43 41 41 56 40

↓ 12 :00 ～ 13 :00 42.4 44 43 42 41 41 53 40

↓ 13 :00 ～ 14 :00 42.1 43 43 42 40 40 54 39

↓ 14 :00 ～ 15 :00 41.8 43 43 41 40 40 54 39

↓ 15 :00 ～ 16 :00 42.2 43 43 42 41 41 53 39

↓ 16 :00 ～ 17 :00 42.8 44 43 42 41 40 55 39

↓ 17 :00 ～ 18 :00 43.9 48 44 42 41 41 56 40

夕 18 :00 ～ 19 :00 42.7 44 43 42 42 41 51 41

↓ 19 :00 ～ 20 :00 42.2 43 43 42 41 41 54 40

↓ 20 :00 ～ 21 :00 41.7 43 42 42 41 41 52 40

↓ 21 :00 ～ 22 :00 41.1 42 42 41 40 40 53 39

↓ 22 :00 ～ 23 :00 41.1 42 42 41 40 40 53 39

夜間 23 :00 ～ 0 :00 41.7 43 43 42 41 41 54 39

↓ 0 :00 ～ 1 :00 41.0 42 42 41 40 40 47 39

↓ 1 :00 ～ 2 :00 40.5 42 41 40 40 40 44 39

↓ 2 :00 ～ 3 :00 40.1 41 41 40 39 39 51 38

↓ 3 :00 ～ 4 :00 40.2 41 41 40 39 39 49 38

↓ 4 :00 ～ 5 :00 40.4 42 41 40 39 39 48 38

↓ 5 :00 ～ 6 :00 42.2 43 43 42 41 41 53 40

44 46 45 45 43 43 54 42

45.0 46 45 45 43 43 55 43

43.6 45 44 44 43 43 53 41

44 45 44 43 42 42 56 41

46.8 48 47 47 46 46 60 45

41.8 43 43 41 40 40 53 39

42 43 42 42 41 41 53 40

42.7 44 43 42 42 41 54 41

41.1 42 42 41 40 40 51 39

41 42 42 41 40 40 49 39

42.2 43 43 42 41 41 54 40

40.1 41 41 40 39 39 44 38

43 44 43 42 41 41 53 40

46.8 48 47 47 46 46 60 45

40.1 41 41 40 39 39 44 38

                    

時  間

朝
平　均

最　大

夜　間
平　均

最　大

(6時～8時) 最　小

昼　間
平　均

最　大
(8時～18時) 最　小

夕
平　均

最　大
(18時～23時) 最　小

(23時～翌6時) 最　小

全　時　間

平　均

最　大

最　小

30

40

50

60

70

80

90

100

110

6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4

レベル[dB]

時 間

ＬAeq

ＬA5

ＬA10

ＬA50

ＬA90

ＬA95

ＬAmax

ＬAmin
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表 3.1-1(3) 騒音現地調査結果（地点 W-3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 3.1-1(4) 騒音現地調査結果（地点 W-3）  

【地　点】 W-3

【年月日】 令和5年11月8日(水) ～ 11月9日(木) 単位：dB

区分 ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 ＬAmax ＬAmin

朝 6 :00 ～ 7 :00 44.1 46 45 44 42 42 51 40

↓ 7 :00 ～ 8 :00 46.1 47 47 46 44 44 56 42

昼間 8 :00 ～ 9 :00 48.6 50 50 48 46 46 60 44

↓ 9 :00 ～ 10 :00 46.3 48 47 46 44 44 57 42

↓ 10 :00 ～ 11 :00 45.2 47 46 45 43 43 53 42

↓ 11 :00 ～ 12 :00 44.9 47 46 45 41 40 55 38

↓ 12 :00 ～ 13 :00 44.4 46 45 44 43 43 55 41

↓ 13 :00 ～ 14 :00 44.6 46 46 44 42 42 55 41

↓ 14 :00 ～ 15 :00 44.2 46 45 44 42 42 56 40

↓ 15 :00 ～ 16 :00 44.9 46 46 45 43 43 55 42

↓ 16 :00 ～ 17 :00 44.6 46 46 44 43 43 53 40

↓ 17 :00 ～ 18 :00 46.7 48 48 47 45 44 56 41

夕 18 :00 ～ 19 :00 45.4 47 47 45 43 43 55 42

↓ 19 :00 ～ 20 :00 43.4 45 44 43 41 40 54 39

↓ 20 :00 ～ 21 :00 43.2 45 44 43 41 40 59 39

↓ 21 :00 ～ 22 :00 40.9 42 42 41 38 38 52 36

↓ 22 :00 ～ 23 :00 39.4 41 41 39 37 37 51 35

夜間 23 :00 ～ 0 :00 39.7 41 41 40 38 38 51 37

↓ 0 :00 ～ 1 :00 39.2 41 41 39 37 37 50 36

↓ 1 :00 ～ 2 :00 37.8 40 39 38 36 36 44 35

↓ 2 :00 ～ 3 :00 37.2 39 39 37 36 36 49 35

↓ 3 :00 ～ 4 :00 37.6 39 39 38 36 36 47 35

↓ 4 :00 ～ 5 :00 38.1 39 39 38 37 36 51 35

↓ 5 :00 ～ 6 :00 40.4 41 41 40 39 39 51 38

45 47 46 45 43 43 54 41

46.1 47 47 46 44 44 56 42

44.1 46 45 44 42 42 51 40

46 47 47 45 43 43 56 41

48.6 50 50 48 46 46 60 44

44.2 46 45 44 41 40 53 38

43 44 44 42 40 40 54 38

45.4 47 47 45 43 43 59 42

39.4 41 41 39 37 37 51 35

39 40 40 39 37 37 49 36

40.4 41 41 40 39 39 51 38

37.2 39 39 37 36 36 44 35

44 44 44 43 41 41 53 39

48.6 50 50 48 46 46 60 44

37.2 39 39 37 36 36 44 35

                    

時  間

朝
平　均

最　大

夜　間
平　均

最　大

(6時～8時) 最　小

昼　間
平　均

最　大
(8時～18時) 最　小

夕
平　均

最　大
(18時～23時) 最　小

(23時～翌6時) 最　小

全　時　間

平　均

最　大

最　小

30

40

50

60

70

80

90

100

110

6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4

レベル[dB]

時 間
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表 3.1-1(4) 騒音現地調査結果（地点 E-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1-1(1) 騒音現地調査結果（地点 E-1） 

【地　点】 E-1

【年月日】 令和5年11月8日(水) ～ 11月9日(木) 単位：dB

区分 ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 ＬAmax ＬAmin

朝 6 :00 ～ 7 :00 42.9 44 44 43 42 42 44 41

↓ 7 :00 ～ 8 :00 44.9 46 46 45 44 44 52 43

昼間 8 :00 ～ 9 :00 44.6 46 45 44 44 44 46 44

↓ 9 :00 ～ 10 :00 45.9 47 46 45 45 45 52 44

↓ 10 :00 ～ 11 :00 43.9 45 45 44 43 43 47 42

↓ 11 :00 ～ 12 :00 46.5 47 47 45 44 44 59 44

↓ 12 :00 ～ 13 :00 44.3 46 45 44 43 42 47 42

↓ 13 :00 ～ 14 :00 46.2 47 47 46 46 46 50 45

↓ 14 :00 ～ 15 :00 44.6 46 46 45 43 43 47 42

↓ 15 :00 ～ 16 :00 45.1 46 46 45 44 44 46 44

↓ 16 :00 ～ 17 :00 46.6 47 47 46 45 45 53 45

↓ 17 :00 ～ 18 :00 45.6 47 47 46 44 44 48 44

夕 18 :00 ～ 19 :00 43.8 45 45 44 43 42 54 42

↓ 19 :00 ～ 20 :00 45.5 46 46 46 45 44 46 44

↓ 20 :00 ～ 21 :00 43.0 44 44 43 41 41 53 40

↓ 21 :00 ～ 22 :00 41.9 43 43 42 40 40 47 39

↓ 22 :00 ～ 23 :00 41.4 43 43 41 40 40 47 39

夜間 23 :00 ～ 0 :00 41.2 43 42 41 40 40 43 39

↓ 0 :00 ～ 1 :00 41.2 42 42 41 40 40 48 38

↓ 1 :00 ～ 2 :00 40.8 42 42 41 40 40 43 38

↓ 2 :00 ～ 3 :00 40.9 42 42 41 40 40 43 38

↓ 3 :00 ～ 4 :00 41.3 42 42 41 41 41 43 39

↓ 4 :00 ～ 5 :00 44.4 46 46 44 42 41 47 40

↓ 5 :00 ～ 6 :00 46.6 47 47 47 46 46 48 45

44 45 45 44 43 43 48 42

44.9 46 46 45 44 44 52 43

42.9 44 44 43 42 42 44 41

45 46 46 45 44 44 50 44

46.6 47 47 46 46 46 59 45

43.9 45 45 44 43 42 46 42

43 44 44 43 42 41 49 41

45.5 46 46 46 45 44 54 44

41.4 43 43 41 40 40 46 39

43 43 43 42 41 41 45 40

46.6 47 47 47 46 46 48 45

40.8 42 42 41 40 40 43 38

44 45 45 44 43 43 48 42

46.6 47 47 47 46 46 59 45

40.8 42 42 41 40 40 43 38
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本書に掲載した地図の作成にあたっては、横浜市発行の1/2,500の地形図を使用しています。 
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